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    　噂うわさというものが流れるスピードは、ガーゴイルが空を翔かけるそれよりも速い。突拍子もないことほど、広まるスピードが速くなるのはなぜだろう。


    「勇者がこん棒を買ったんだって？」


    　昼休みの食堂で、誰かが囁ささやいた。


    「こん棒？　あんなクソ弱いただの棒きれ、買ってる奴なんか見たことないぞ。最初の村の武器屋にだって鉄の剣くらい売ってるだろう？　嘘うそ言えよ」


    「マジだって。昨日の幹部会議で話し合われてたみたいなんだよ。あえてこん棒を選んで買ったって話だぜ」


    　デーモン型のモンスターが得意げに話す。


    「それが本当なら、今度の勇者はバカとしか思えないな」


    「ガハハ、ちげぇねえな」


    　骨付き合成肉を豪快に齧かじりながら、トラ型モンスターが下品に笑った。


    　ここ数日で「勇者がこん棒を買った事件」は魔王城内で話題の種になっていた。


    「そんな勇者と戦って負けてやるこっちの身にもなってほしいもんだな」


    「せめて鉄の剣でズバーッと斬られたいぜ。なあ？」


    「ちげぇねえな！」


    　さらに大きな笑い声が食堂に響く。


    　勇者との戦いにおいて、いかに攻撃を受け、華々しく散るか。勇者に経験値を与えるためにも、モンスターは簡単に負けるわけにはいかない。自分たちは噛かませ犬だと認識した上で、モンスターには滅びの美学、矜きよう持じがある。


    「何せ今回の勇者は三十年ぶりだろ？　俺たちもかっこよく倒されて、スッキリと転生したいもんだよ」


    「そりゃそうだ。弱い勇者に手加減して負けるみたいなみっともねぇことはしたくないぜ」


    　こん棒を振り回す情けない勇者に負けるのはモンスターにとって美しくない。強い勇者に破れて、来世は強いモンスターに転生することがモンスターに課かされたカルマである。


    　ここ、ゴルディアス魔王軍の魔王秘書エルブランコはモンスターたちの噂話に耳を傾けながら、日替わり定食を食べていた。


    　最近は魔王城の食堂も人間の文化を取り入れたメニューが増えてきている。今日はミルフィーユカツをメインに、よく分からない野菜のサラダとよく分からないキノコのスープ。


    「先輩、この前の会議の話、話題になってますね。ほんと勇者、やばいですよね」


    　テーブルの向かい側で、真新しいグレーのスーツを着た初うい々ういしい女子がモンスターたちを指さして大笑いしている。先日魔王軍に入軍してきた新人のウニベルだ。


    「おい、指をさすな！　笑いごとじゃないんだぞ！」


    　エルブランコの下に配属されてきて、しばらくは研修という立場で魔王軍の仕事を学ぶことになるのだが、この空気の読めない言動には苦労させられている。


    　エルブランコもウニベルも人型モンスターのため、見た目は人間とほぼ変わらない。二人とも人間でいうところの二十代の若者といった外見である。


    　今もサンドイッチを頬ほお張ばるウニベルの姿は、この魔王城の食堂でなければかわいい人間の女の子にしか見えないだろう。


    「もうこんなに噂うわさになってしまっているとは、困ったな」


    　研修担当のエルブランコは新人の発言に頭を抱かかえる。黙っていればかわいいのに、この新人はとにかく思ったことをすぐ口に出してしまう。今まではそれでも許されてきたのかもしれないが、社会に出たのだから迂う闊かつな発言は控えてもらいたいものだ。


    　勇者がこん棒を買った件は先日の幹部会議で発覚した事実であった。議事録担当のエルブランコと一緒に研修として会議に出席していたウニベルも、「やばい」の一言で済む問題ではないことは分かっているはずだ。


    　それよりも上司に対してこの言葉遣いはどうなんだ。「やばいですよね」なんて軽く話しかけられるとは、すでになめられてしまっているのだろうか？　指導は最初が肝心とも言うが、グチグチ言うのも性に合わない。これが部下を持つ苦労というやつか。


    　とりあえずエルブランコは威厳を保とうと、眉み間けんに皺しわを寄せながら食事を取ることにした。


    「せんぱーい、ちょっといいっすか？」


    　エルブランコはちょうどスープに口をつけたところで陽気に話しかけられ、思わずスープを吹き出しそうになった。上司に向かってなんて口の利き方だろう。考えられない。


    「昨日、勉強用にノートを買ったんですけど、経費で落ちますか？　これ、領収書です」


    　ウニベルはそのノートの間から領収書を取り出し、メイン料理のミルフィーユカツの上でひらひらと揺らしてくる。


    　領収書の宛あて名なは「ゴルディアス魔王軍」と書かれていた。


    　上司の食事中に料理の上で領収書を渡してくるなんて失礼じゃないかと思ったが、こういうマナー的なことを教えるのも研修の一環だ。


    　しかし今は休憩中である。細かいことはあとでしっかり教えよう。


    「また説明するけど、そういう個人的なものは請求できない。どうしてもというのなら、買う前にアイテム購入伺いの申請書を経理に提出してだな。その前に上司の決裁印をもらう必要があって……」


    「もう結構です。エルブランコ魔王秘書」


    　ウニベルは規則を持ち出して断られた腹いせか、エルブランコのことを役職を付けて呼んできた。さっきまで先輩呼ばわりだったくせに、なんて変わり身の早い奴だ。


    「魔王軍にもいろいろと規則があるんだ。ルールを守った上で気持ちよく仕事をしないとな。それに前にも言ったけど私のことを魔王秘書と呼ぶのは勘弁してくれ」


    　エルブランコは怒りを抑えつつも、冷静に部下を言い聞かせようとした。


    　不機嫌そうなウニベルは、規則を持ち出してきたエルブランコへの当てつけのように、「魔王軍規則集」という分厚い冊子を開いた。


    「そうでしたけど、この魔王軍規則集には『上司を呼ぶ際は役職名をつけて』って書いてありますよ。ルールを守って気持ちよく仕事をしなければいけないんですよね？」


    　手にした規則集の該当箇所を指さして提示してくるウニベル。


    　確かにさっきそう言ったところだが、本音と建前、ＴＰＯ、社交辞令など空気を読んだコミュニケーションも、仕事を円滑に進めていくためには必要なのだ。


    「ルールは守らなきゃいけないが、それが絶対というわけではなく……」


    　部下からの指摘にしどろもどろに答えるエルブランコ。うまい答えが見つからない。これからずっとこのウニベルの指導をしていかなければならないと想像するだけで背筋がぞっとする。


    「この『勇者法』っていうの、もっと分かりやすく書けないんですかね。難しい言葉ばっかりで、眠たくなっちゃいます。『マンガで分かる！　勇者法』みたいなのがあればいいんですけどね。先輩、重要な箇所だけまとめてくださいよ。こんなの全部読めませんって」


    　そんなことを言われても、「うん、そうだね」と応じるわけにもいかない。ちょっとかわいいからといって、なんでも周りに頼めばやってくれると思ったら大間違いだ。


    　やはり上司のことをちょっと年上の友達とでも思っているのだろう。上司の威厳を見せるためにも、一度叱しかった方がいいのだろうか。しかしそれで上司と部下の関係性が壊れるというケースもよく聞くし、変に機嫌を損ねられても仕事に影響が出てしまう。


    　そんなエルブランコの気持ちは理解できないであろうウニベル。表紙に「勇者法」と仰ぎよう々ぎようしく箔はく押おしで書かれたハードカバーの本を開けている。これは今、研修で使っているテキストでもあった。


    　モンスターと人間が存在するこの世界において、国際勇者協会が定めた勇者法。


    　国際勇者協会とは、人間側が魔王軍と戦うために設立した団体のことである。協会は人間の中から勇者を任命し、勇者は人間を代表して魔王軍と戦う。人間とモンスターの間でこの戦いをオーガナイズするのが協会の役目だ。


    　勇者とモンスターが好き勝手戦うのではなく、協会が勇者法に則のつとって両者を指導していく。もちろん魔王軍側にしてみると協会は厄介な存在でしかなく、目の上のたんこぶである。しかし勇者対魔王の間に協会が入る構図はこの世界でのルールであった。


    　そのルールを定めているのが勇者法であり、勇者やモンスターの行動規範や義務、それぞれが果たすべき役割などが定められた、いわばこの世界の法律のようなものだ。


    「勇者っていってもただの人間じゃないですか。さっさと殺しちゃえばいいのに。なんかモンスター側まで勇者協会の言いなりになってるの、かっこ悪くないですか？」


    　かっこいいとか悪いではなく、これが魔王軍の仕事なのだ。


    　ウニベルの発言は迂う闊かつすぎていつもヒヤヒヤしてしまう。こんなモンスターの根源に関わる話を幹部会議で発言されると大変なことになりかねないので、きっちり否定しておかねばならない。これは上司としての管理能力が問われるケースである。


    「やばいとかそういう問題じゃなくて、協会が間に入らなければ勇者とも戦えないんだぞ」


    　人間とモンスターは当然争う関係にあり、人間側につく協会と魔王軍は互いに不可侵な関係であるとされている。表向きではそうであるが、実際は協会が魔王軍をも法で縛しばろうとしているのが現実だ。勇者法という、人間にとってもモンスターにとっても絶対的なルールによって。


    「ふーん、そうなんですねー。先輩は物知りですねー」


    　ウニベルはまるで興味がないという風に、自分の髪を指でクルクルして枝毛を探し始めた。この態度、考えられない。さすがのエルブランコも頭に血が上りそうになるが、ぐっと我が慢まんする。大人になれ、と自分に言い聞かせて意地で話を続ける。


    「俺たちモンスターは勇者に倒されることで、来世にはもっとハイクラスなモンスターに転生できるんだぞ」
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    　モンスターにも勇者を簡単に殺せないやんごとなき理由があるのだ。なんのルールもなく戦う時代はもう過去のものになっていた。


    「これくらい、学校で習ってきたはずだろう？」


    「そんな細かいところまで覚えてませんよ。試験勉強も基本的に一夜漬けでしたしー。勇者法なんて社会に出てから役に立つと思わないじゃないですかー。もしかして先輩、ガリ勉一筋の寂しい学生時代を過ごしてきたんですかー？」


    　こんな会話を誰かに聞かれでもしたら、エルブランコは部下の指導もろくにできないと、魔王軍内の評価にも響いてしまう。二度と部下を持たせてもらえないかもしれない。むしろ降格もあり得る。部下を持って数日でそんな事態になったらたまったもんじゃない。


    　対するウニベルは悪気もない様子で、ホットミルクを美お味いしそうに飲んで「ああ、ほっとする」なんて感想をつぶやいていた。気楽というか、空気を読めていないというか。


    「あのな、ウニベル。簡単に人間を殺せばいいとか言うけど、うちの魔王軍は理由なく人間を殺すような非人道的な行為はしない。魔王のもとに一致団結しているし、上司たちも気軽に相談に乗ってくれるアットホームな雰囲気がある。他部署との飲み会も定期的に開催されて……」


    　我わがゴルディアス魔王軍の良さを伝えようとしたが、途中から逆効果になっているのではと思い虚むなしくなってくる。


    　ウニベルは冷静な表情で見つめてくるが、こういう上司の話には愛想笑いくらいしてもいいのではなかろうか。なんだかこっちが空気を読めていないみたいではないか。


    「よくあるんですよね、モンスターたちがみんなで肩組んで『仲のいい職場です！』みたいな写真を載せてる求人票。ああいうところって高確率でブラックなんですよねー」


    　やはり逆効果だったみたいだ。まだ入って間もないウニベルにブラックな魔王軍だと思われて辞められるわけにはいかない。離職率の高い魔王軍には優秀なモンスターが集まらなくなってしまう。


    　しかしどんなことを言ってもブラックとして受け取られる可能性もあるので適当なことは言えない。いいことばかり言うのも白々しいと思われるとなると、言葉が不自由に感じてしまう。


    「ご飯食べないんですか？　そんな人間が好きそうなもの食べて、意外とミーハーなんですね。やばいですね、先輩」


    　悩むエルブランコに対し、ウニベルが遠慮なく話しかけてくる。上司にまでやばいって言わないで。


    「食べないんならひとつください。あ、私のサンドイッチと交換しましょう」


    　ウニベルが有う無むをも言わさず、手づかみでミルフィーユカツを掴つかんで、口に放り込んだ。


    　エルブランコがため息交じりに料理に視線を落とすと、もう冷めてしまったミルフィーユカツの間からチーズが溶け出して固まっている。お前も何重もの肉に挟まれて大変そうだよな。


    　本音と建前、上司と部下の板挟みになっているエルブランコは、そんなミルフィーユカツに仲間意識を持ちながら、美味しくいただきましたとさ。


    



    　人間とモンスターが存在するこの世界。


    　単純にモンスターが人間を襲おそい、虐しいたげる時代は終わっている。しかし、共存というわけでは決してない。


    　人間とモンスターの間で文化交流が行われようと、その心までもが交わることは未いまだできていない。やはりお互い争い合う運命は、今も昔も変わりがない。


    　この世界にはモンスターを率いる魔王軍といわれる組織が乱立し、その数だけ魔王が存在している。数ある魔王軍の中からひとつだけが選抜魔王軍に選ばれ、代表して勇者と戦うことになるのだ。


    　モンスターたちは、勇者に倒されることによって来世により強いモンスターへと生まれ変わることができる。負けることは恥ではない。それこそ誇りなのだ。


    　そして最終的に魔王を倒せるのは勇者だけ。それだけはこの世界の絶対的なルールだった。


    



    　三十年ぶりに勇者が生まれ、先日このゴルディアス軍が選抜魔王軍に見事選ばれた。


    　そしてその勇者が最弱の武器であるこん棒を買ったというのは、昨日の幹部会議で判明したことだった。モンスターには異様に耳がいい者もいるため、すでに魔王城内では噂うわさとして蔓まん延えんしてしまっていた。


    　もっと強い武器が買える状況の中で、あえてこん棒を選んだ勇者の行動に意味はあるのだろうか。選抜軍に選ばれて喜んでいたことがすでに懐なつかしく思えるほど、その対策には苦心しているのが現状だ。


    　選抜軍に選ばれた魔王軍は協会指導のもと、勇者育成計画を立案し、実行していかなければならない。


    　勇者のレベルに合った適度なモンスターを配備し、戦いを仕掛け、勇者をレベルアップさせる。


    　ダンジョンには適正レベルの武器やアイテムを入れた宝箱を置き、勇者の行動ルートを的確にフォローする。


    　ときには市し井せいの人々を襲っては反感を買い、勇者の目的意識を醸じよう成せいし、メンタル面での成長をも促す。


    　勇者を育てるのは魔王軍であり、勇者の冒険を演出するのも魔王軍の仕事なのだ。


    　理想の魔王軍であるために日夜努力し続けるモンスターたち。


    　すべては勇者と戦い、敗れ、転生するために。


    　そのためには勇者に期待しないわけにはいかない。


    　たとえ、その勇者がバカであったとしても。
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    　エルブランコとウニベルのランチから遡さかのぼること、数日。


    　二人はただ長く、そして暗いだけの回廊を歩いていた。両サイドの壁には数メエトルおきに蝋ろう燭そく台だいが備え付けられているが、そのほとんどに火は灯ともっていなかった。


    　エルブランコは防寒のために羽は織おっているマントに火が燃え移らないよう、手にした蝋燭で足元を照らす。


    　マントの下は、いわゆるスーツ姿だった。ジャケットからパンツまで真っ白で、白とグレーのストライプ柄のネクタイをつけている。


    　近ごろは魔王軍でも食べ物だけでなく服装なども人間の文化を多く取り入れるようになってきた。いいものはいい、と素直に認めることは進化を促進させる。


    　スーツは人間界でフォーマルな服装らしく、ミーハーな部分があるエルブランコは普段から好んで着るようになった。防御力と防寒性は期待できないが、お洒しや落れの代償はいつも尊とうといのである。


    　そしてその後ろからついてくるのは、本日付で魔王秘書であるエルブランコの下に配属されたウニベルである。


    　グレーのスーツを着て、短めのスカートからは細い脚がすらっとのびている。エルブランコと同じく人型モンスターで、これでも魔法使いだ。


    　見た目だけはかわいい女の子のウニベルは、資料などがはさまったファイルを両手で抱かかえて、ちょこちょことついてきている。


    　研修とはいえ、配属初日からゴルディアス魔王軍の幹部会議に出席させてよいものか、魔王や四天王にお伺いを立てたところ快諾されたので、一緒に連れてきたのだ。


    「ウニベルさん、そう緊張する必要はない。私も会議に出るといっても、議事録を取るくらいの仕事なんだ。君はただ座っていればいいから」


    　エルブランコもこのゴルディアス城に赴ふ任にんしてきたのは三年前のことだった。ヴァンガード支城で勤務していたところを、モンスターにしては珍しいほどの事務能力を買われて四天王に次ぐ魔王秘書という役職で栄転してきたのだ。


    　世代的には若手に属するエルブランコにとっては大出世である。ただ、魔王秘書といっても仕事は四天王の使い走りと会議の議事録担当が主な業務であった。


    「いえ、何も緊張してないですよ。それより、ウニベルさんって、超ウケるんですけど。そう呼ぶ規則かなんかですか？　ウニベルでいいですよ、私も先輩って呼びますんで」


    　心配するだけ無駄であった。それに加えて配属初日から先輩呼ばわりされるとは。


    「それはそうと、その豚のマスコットは何なんだ。仕事に必要のないものは持ってくるべきではないぞ」


    　ウニベルのスーツの胸ポケットから小さな豚のぬいぐるみがはみ出している。意外と年配者はこういった公こう私し混こん同どうを嫌う傾向にあるので念のために注意しておく。


    「これは、豚のオロ君です。かわいいですよねー」


    「……いや、かわいいかもしれないけど、今必要か？」


    「あ、これ、杖つえなんです。魔法使いの必須アイテムです。えい！」


    　そう言うとウニベルは抱かかえていたファイルを片手にまとめ、胸ポケットから豚のオロ君を取り出す。するとポンと音が鳴って一瞬でピンク色の大きな杖が現れた。


    「ね、杖です。このハートが超お気に入りなんです。かわいくなるように自分でデコったんですよ！　スーツって地味ですから、ちょっとでもかわいいアイテム持たなきゃと思って」


    　ウニベルの持つピンク色の杖の先には大きなハートがあしらわれており、そこにはキラキラ光るストーンやらパールやらがデコレーションされている。その先っぽに豚のオロ君の人形が邪魔そうにぶら下がっていた。


    　エルブランコはこんなにも派手で実用性のない杖を初めて見た。最近は魔法使いの中でも杖で個性を出すのが流行だと聞いたことがあるが、これがその噂うわさのデコ杖というやつか。


    　魔法使いは魔法力を増長させるためのデバイスとして杖を持っているものだが、これでは気が散って逆効果のような気がする。


    「ちょっと大きすぎるんで、普段は魔法で小さくしてポケットに入れているんです。でもなぜかこのオロ君だけが小さくならないんですよねー」


    　再びポンと杖を小さくするも、豚の人形だけはそのままの大きさでポケットに納まった。


    「……ま、まあ杖なら仕方ない」


    　仕方ないのかどうかの判断もよく分からなかったが、豚のオロ君については仕事道具の一部として了承する。今どきの若者の趣味とか嗜し好こうには目を瞑つぶることにした。


    　会議室に近づくにつれ、ウニベルには自己紹介くらいはさせなければと思いつく。彼女が魔王や四天王と顔を合わせるのも今日が初めてなのだ。


    「あ、ウニベル。自己紹介くらいは考えておいてくれ」


    「はあ、いいですよ」


    　なんという返事でしょうか。どれだけ自分に自信があるのだろう。新人らしからぬ余裕の表情であっさり了承するウニベルに、エルブランコは頼もしさよりも不安が募つのる。


    　いきなり魔王の前で自己紹介するというのだから、少しくらい緊張してもいいのではないだろうか。図ず太ぶといというか、根性があるというか。


    「名前と、簡単な自己紹介でいいから。魔王も四天王も君と会うのは初めてだから頼むよ」


    　ウニベルは「それくらい楽勝です」と手帳を取り出し何かメモを取り始めた。廊下は暗いので、そっと横に並んで彼女の手元を蝋ろう燭そくで照らしてやる。


    　必死で自己紹介のコメントを考えては書きなぐっているが、ペンを持つ手のネイルが綺き麗れいに装飾されていて、非常に目立っていた。


    　服装もシャツの胸元がはだけていて、隣にいると目のやり場に困る。


    　新人らしくない大胆な風ふう貌ぼうが若干気になった。新人が華美な格好をしていると、悪い印象を与えてしまうことがある。見た目で判断してはいけないというが、社会に出ると第一印象はほぼ見た目で決めつけられがちである。


    「あ、ウニベル」


    　上司として一言服装について注意をと思い声をかけたが、ウニベルは心ここにあらずの状態でブツブツと独り言を唱えながら自己紹介を考えていた。まあ会議が終わってからの研修で規則集を読みながら伝えればいいかと、彼女の手帳をちらっと覗のぞいてみた。


    『私はウニベル、魔法使い。限界超える、マジやばい。今日もがんばる、研修ＤＡＹ！』


    　ウニベルよ。頼むから自己紹介をラップ調にするのだけはやめてくれ。


    　さすがにこれだけは注意をしておこう……。


    



    　廊下の突き当たりに大きな両開きの扉が見えてきた。


    　会議室は城の北にそびえ立つ塔の最上階にある。塔の外周を回廊がとぐろを巻いており、ここにたどり着くだけでも結構な体力が必要である。


    　自分でワープの魔法が使えれば、と来るたびいつも思うエルブランコであった。


    「おはようございます」


    　静かに扉を開けると、眩まぶしいくらいに視界が一気に開けた。


    「遅いぞ、エルブランコ！」


    「あ、すいません」


    　ちょうど扉のすぐそばで、後ろに手を組みながらうろうろしていた四天王のひとり、アスール大帝に怒鳴られ、エルブランコは反射的に謝ってしまった。


    　アスール大帝は戦闘班を取り仕切る人型モンスターである。上半身裸で首に鎖を巻き、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたその身体からだは、戦闘があまり得意でない内勤班のエルブランコにとっては憧あこがれであった。今は怒鳴られてしまったが、戦闘班のカリスマであるアスール大帝と一緒に仕事ができることを誇らしく感じていた。訓練では手加減をするのが苦手なようで、大帝と組み手をする際は覚悟が必要だと、外勤班ではもっぱらの噂うわさである。


    　いきなり叱しかられるはめになったエルブランコは頭を下げたが、一緒に来たウニベルはすでに席についてあくびをしていた。恐ろしいメンタルである。


    　会議室にはすでに出席者全員が揃そろっており、ピリピリとした緊張感が漂っていた。


    　部屋の中央には縦長のテーブル。その上座にはこの城の主であり最高責任者であるゴルディアス魔王がすでに鎮ちん座ざしていた。


    　真っ黒な鎧よろいに身を包み、顔の半分を覆おおう立派な兜かぶとをかぶっているため表情は見えない。わずかに見える口元は真一文字に結ばれている。兜から生はえる角は荘厳で、魔王たる資格を備えている証あかしであった。


    「まだ始まっていませんよね？」


    　隣に座るベルデラ将軍に確認を込めて尋ねた。


    　ベルデラ将軍は獣人型モンスターであり、見た目は二足歩行のワニだ。獣のパワーを兼ね備え、寡か黙もくだが部下には背中で示す無ぶ骨こつな姿勢は、エルブランコも見習いたい部分であった。


    　今は大きな丸い目は片目だけを閉じ、どうやら居眠りしているらしい。ベルデラ将軍独特の紛まぎらわしい睡眠方法である。会議でも発言をしているところはほとんどなく、その声を聞けたときは一日幸運が訪れるという都市伝説まで生まれ始めているらしい。


    「若手は三十分前には到着しておくものだろうが」


    　エルブランコの質問に答えたのは、先ほど注意してきたアスール大帝だった。


    「アスール、そんなに怒らなくていいから。会議までまだ少し時間があるよ」


    　ゴルディアス魔王になだめられたアスールは一度ため息をついたが、それで自らを納得させるように黙って席に着いた。首に巻いている鎖が、動くたびにジャラジャラ音を鳴らしている。


    「あ、ゴルディアス魔王。会議が始まる前に本日付けで入軍してきました新人の紹介をさせてください」


    　時は来たとばかりに、ウニベルが大きな音をさせながら立ち上がる。


    「今日からエルブランコ魔王秘書の下に配属されました、ウニベルです！　魔法使いです！　研修、がんばりまふぅ！」


    　惜しくも最後の一文字で噛かんでしまい、さらに椅い子すを倒してしまって、両手をばたばたさせて困惑している。


    　どこからかため息が漏もれたが、魔王は口元を緩ゆるめてウニベルを見守っていたのでエルブランコはほっと胸を撫なで下ろした。


    「新人にしては格好が派手じゃない？　そういうとこで目立っても、何も意味がないわよ」


    　いきなり大きな釘を刺してきたのは四天王唯一の女性、大魔法使いアマリージョであった。


    　彼女も一見は人型だが、種族はサキュバスであり、背中にはコウモリのような黒い羽が生はえている。


    　何百年も生きているとは思えない、アンチエイジングっぷりで、今日も年とし甲が斐いもなく肌はだの露出の多いボンテージファッションに身を包んでいた。年齢にそぐわないこのファッションを若作りだと揶や揄ゆすることは、タブーである。彼女の部下たちがその露出癖へき気味の格好を社交辞令で褒ほめるものだから、その格好は日に日にエスカレートしている。


    　また、このゴルディアス城の設備やシステムを構築しているのもこのアマリージョで、魔王軍への貢献度は計り知れないものがある。その開発力や技術力から、モンスターたちからは「城の母」と呼ばれているが、本人はそう言われることを嫌がっている。アマリージョの目の前で母呼ばわりした者が翌日に左さ遷せんさせられたとか、そんな恐ろしい話も聞いたことがある。


    　エルブランコもアマリージョのように、いつか魔王軍のために貢献できるような大きな仕事がしたいと心に誓っていた。


    「申し訳ありません、アマリージョ様。私の指導が行き届かぬばかりに」


    　エルブランコも立ち上がり頭を下げた。やはりウニベルのくだけた服装については、さっき気づいたときに注意しておくべきだったと、少し後悔。


    　ウニベルもあわあわしながら、慌ててシャツのボタンを留める。派手なネイルはなるべく見せないように、手が丸まっている。


    「すいませんでした！　アマリージャ様！」


    「アマリー、ジョ！　上司からは四天王の名前を教えてもらってないようね。あなたの上司は誰かしら？」


    　ウニベルの謝罪も豪快に名前を間違えることによってアマリージョの怒りを増大させる結果になった。どうやらツンデレのツンの部分を誘発させてしまったようだ。


    　ウニベルはアマリージョのプレッシャーで泣きそうになり、エルブランコも上司の責任を追求されて吐きそうである。


    「アマリージョ様、きちんとあとで言い聞かせますので。申し訳ございません」


    　きっちりお辞じ儀ぎ九十度。アマリージョは腕を組んで視線を合わすことはなかったが、目が笑っていないのはよく分かった。


    　魔法使い班を束ねるアマリージョを怒らせることは、魔法使いであるウニベルにとってはマイナスにしかならない。それに部下のミスでエルブランコにまで被害が及んでしまった。部下を持つとはこういうことなのか。すでに胃が痛くなってきた。


    　スーツ姿のウニベルと、露出癖へき気味のアマリージョではどちらが派手かは誰が見ても明らかではあるが、こういった場合は下の者が謝らざるを得ないのは縦社会のつらいところである。


    「まあまあアマリージョ。言い間違いくらい誰でもあるよ。僕もたまにアスール大帝のことをアズールとか呼んじゃうんだよね。ウニベルもがんばって」


    　ゴルディアス魔王からありがたいフォローと激励の言葉をいただき、二人で頭を下げた。これではアマリージョも怒りを収めるしかない。


    「では、よろしいかな？」


    　この騒動はなかったことのように、今度は真っ白な髭ひげの老人が話し始めた。彼はロホ博士と呼ばれる、四天王では一番の年寄り株でこの会議をしきる議長役でもある。


    　ロホ博士は内勤班の長であり、魔法使いである。その卓越した経験と知識はゴルディアス魔王軍の生き字引として誰もが崇あがめている。ロホ博士が知らないことなどこの世にあるのだろうかと、エルブランコはいつも尊敬の眼まな差ざしで見ているのだ。


    　ただ、ひとつ質問すると必要のない情報まで教えてくれるので注意が必要である。有り難い話ではあるのだが、時間がないときは質問をしないほうが得策である。


    　ロホ博士の号令に、エルブランコはノートを開き、眼鏡めがねをかけて議事録を取る準備をする。ウニベルもそれにつられて自分の手帳を開いた。手帳までピンク色で「ウニベル（^_^）v」と名前が書かれている。もはやこれくらいでは反応する気にもならず、エルブランコは見て見ぬふりをした。あまり構いすぎて配属初日から調子に乗られても困る。


    　エルブランコにとっての魔王や四天王が尊敬する上司たちであるように、ウニベルにとっての尊敬する上司にならなければならない。それがエルブランコの仕事でもあり、純粋な部下に対する思いでもあった。


    「本日の議題は、先日行われた選抜魔王軍を決めるコンペティションの報告を、私とアマリージョからさせていただこうと思います」


    　今日の会議室がいつもより緊張感に包まれていたのは、この議題によることが大きかったのだろう。


    　すでにその報告書は数枚の資料として机に配られていた。


    「先月、この世界に三十年ぶりに勇者が誕生いたしました。その連絡は協会から世界中の魔王軍にも通達され、過日、我らゴルディアス魔王軍も選抜魔王軍を選ぶコンペティションに参加したことは周知のことかと思います」
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    　ウニベルはロホ博士の話に目を丸くさせながら、コンペ報告書と魔王軍用語集を行ったり来たりしている。


    「研修中のウニベルもいることですし、軽くおさらいだけしておきましょうかの。エルブランコも勇者との戦いは初めてになるじゃろうからの」


    　エルブランコがこのゴルディアス城に赴ふ任にんしてきたのは三年前のことで、前回の勇者との戦いは議事録で読んだだけの知識しかない。ロホの心遣いはありがたかった。


    「我々モンスターは太古の昔から人間と争いを繰り広げております。当然のことながら、戦力は圧倒的にモンスターが有利でございます。そんな状況の下、人間の中から神より特別な能力を与えられた勇者が生まれ、戦力が拮きつ抗こうしていくのです」


    　ウニベルは研修資料の「勇者とモンスター」という項を開いている。こういったモンスターと人間の歴史は一般教養として幼いころから学んできたところである。


    「モンスターはこの勇者に倒されることによって、来世はよりハイクラスなモンスターに生まれ変われる、すなわち転生できるとされております。では人間は誰でもこの勇者になれるのか？　エルブランコ」


    　突然指名されたエルブランコであったが、この質問はウニベルへの研修の一環でもあると思われる。当然一般常識なので解答に悩む必要はなかった。


    「国際勇者協会に任命される必要があります。そして、神から魔王を倒すことのできる能力を与えられ、魔王軍と戦えるようになるのです」


    「うむ。その通り。そして今回、三十年ぶりにその勇者が任命された。勇者が誕生すると、今度は世界中の魔王軍の中から、代表して勇者と敵対する魔王軍をひとつ選ばねばなりません」


    　この世界には魔王軍というモンスターたちがまとまった組織が数多く存在する。ゴルディアス魔王軍ももちろんそのうちのひとつである。


    　勇者とモンスター側の戦力のバランスを取って戦わせるために、協会がひとりの勇者に対してひとつの魔王軍を選ぶ。それが選抜魔王軍コンペである。


    「ではウニベルよ。国際勇者協会について、簡単に説明してみなさい」


    　ロホ博士の質問攻撃は緊張と混乱の狭はざ間まで漂うウニベルにまで至った。


    「ええっと、あの、モンスターを創造したゲラ神が作った、人間とモンスターを共存させるための非営利団体？　それが今は人間をフォローする側にまわって、勇者を任命したり？　魔王軍にも干渉してきたり？」


    　ウニベルの言うことに間違いはなかったが、質問に疑問符連発で返す口調に、ロホ博士が気を悪くしないだろうかと、エルブランコのほうがヒヤヒヤする。


    　さっきもアマリージョに怒られたばかりで、これ以上四天王のお怒りを買うとなるとエルブランコのメンタルが保たない。部下を持つことでこんなにナーバスになってしまうとは思いもしなかった。


    「あ、わりと協会内はブラックって噂うわさですよ。毎日夜中まで働いても残業代は出ない、もちろん休日もない。常に仕事はトップダウンで部下はいつも上司の影に怯おびえて働いているとかいないとか」


    　続けてウニベルは協会内部の裏事情的な話をエルブランコにこっそり教えてくれた。どこで得た情報なのか、ゴシップ雑誌の記事を鵜う呑のみにしているに違いない。


    　どうせ「あそこの魔王軍はサービス残業がはんぱない」とか「あそこは上司に逆らうとすぐ左さ遷せんさせられる」とか、噂に尾ひれをつけて友達と話したりしているのだろう。エルブランコも裏で何て言われているか分からない。頼りない上司だとか言われてたら泣けてしまう。


    「ちょっと、ロホ博士。いつまでこんな授業みたいなことをするつもりなの。新人に対してそこまでする必要ないでしょう。早く本題に入ってちょうだい」


    　そう指摘するアマリージョの隣で、見た目がワニのベルデラ将軍は大きく裂けた口を半開きにして鼻ちょうちんを膨ふくらませていた。


    「まあまあ、アマリージョ。ウニベル君の研修にはいい機会ではないか」


    　アスール大帝が楽しむように諫いさめたので、アマリージョもあっさり引き下がる。なんやかんやでいい距離感を保っている四天王たちである。


    「ウニベルの答えは、まあ満点とはいかないが間違ってはおらん。また勉強しておくのじゃな」


    　ウニベルはエルブランコに笑顔を送る。ロホ博士に褒ほめられたと思っているのだろう。


    「余談はここまでにして会議を進めましょうか。選抜魔王軍を決めるコンペに、私とアマリージョが参加してきた話でございます」


    　配られている報告書を見ると、今回コンペに参加した魔王軍はゴルディアス軍を含め五軍であったらしい。意外に少ないなという感想を、エルブランコは抱いた。


    「コンペは協会内の選定委員会の前でプレゼンテーションおよび、面接が行われました。もちろんこれまでの魔王軍の実績も加味された上で、選抜魔王軍がひとつ選ばれます。私としましては我わが軍は実績も十分で、今回のコンペも納得のいく結果を残せたのではないかと」


    「そうかしら？　私はちょっと印象が違うんですけど」


    　ロホ博士とともにコンペに参加したアマリージョが口を挟んできた。


    「プレゼンは準備がしっかりできていたのでクリアできましたけど、問題は面接よ。特に今回のコンペの責任者であり協会理事のネグロっていう奴からの質問は酷ひどいものでしたわ」


    　エルブランコは報告書に目を落とす。そこに書かれた質問は確かに痛烈なものであった。


    『あなたたちみたいな老人や女で勇者と満足に戦えるんですか？』


    『勇者と戦うのにあなたたちのところ貧乏そうだけど大丈夫？』


    『がんばるだけで結果が出ると思ってるんですか？』


    『さっきからいいことばっかり言ってるけど、現実を甘く見すぎじゃないの？　その年になって夢見るのも恥ずかしいよ』


    　馬鹿にするような質問を繰り返されたようだった。極めつけには提出していた魔王軍履歴書を破られて放り投げられたと、報告書には綴つづられていた。


    「それに前回の失敗については何度も詰きつ問もんされました。『前も失敗したのによく今回も厚かましく立候補できたもんだね』とか『モンスターは失敗しても三歩歩けば忘れてしまうんですか』とか。侮ぶ辱じよくするにもほどがありますわ」


    　アマリージョがそのときのことを思い出して怒りを蘇よみがえらせているようだ。


    「え、前回失敗しちゃったんですか？」


    　ウニベルが空気を読まずに大声で質問してきた。


    　そういうデリケートなことは空気を読んで心の中で収めておいてほしかったが、もう遅い。


    　ウニベルの質問に、アスール大帝の顔がひきつるのが見えてしまった。


    「前回の勇者は、アスールが空気読めずに序盤で殺しちゃったのよね。ホント、迷惑」


    　アマリージョがそう言いながら、冷ややかな視線をアスール大帝に突き刺す。


    「め、迷惑とはどういうことか！　戦闘こそが我々の仕事。まさかあの猫ねこ撫なでの如き一撃で勇者が倒れるとは思わずにだな……」


    　アスール大帝はテーブルに拳こぶしを叩たたきつけて、三十年前の出来事について反論した。


    「この男、勇者に倒されるたびに変身していくんじゃなくって、いきなり最強の姿で勇者と戦ったのよ。酷ひどいでしょ？　勇者もなす術すべなく一撃でゲームオーバーよ。いい年して張り切るの、みっともないったらありゃしなかったわ」


    　アマリージョが辛しん辣らつにアスール大帝を攻撃する。


    　エルブランコはその当時のことを直接は知らないが、過去の議事録で確認はしていた。当時の議事録担当はアマリージョだったらしく、その嫌味と暴言渦巻く内容を見て、エルブランコは少しアスールに同情を覚えていたのだった。


    「アマリージョも、過去のことは、ね？　アスール大帝も反省してることだし」


    　こういったときに場を和なごませるのは魔王の役目である。


    　アマリージョも「ゴルディアス様がそうおっしゃるんでしたら」と引き下がり、アスールも「かたじけない」と頭を下げるが、二人とも目は笑っていない。


    　この二人の争いのきっかけを作る発言をしたウニベルは、自分のおかげで会議が活性化したとでも思っているのか、ニコニコしながら状況を見つめていた。空気が読めていないのか、ただの愛想笑いなのか、いい気なものである。


    「前回の勇者案件につきましては、それを失敗と判断するかしないか、難しいところではございますが、今さらどうすることもできんのも事実。今回のコンペでは今現在のゴルディアス軍をアピールできたとは思っておりますがの」


    　ロホ博士が脱線した会議の流れを引き戻した。


    「それは否定しないわ。今回は競合相手も少なかったし、勇者戦の経験があるのはうちだけだったものね。これはかなりのアドバンテージになると思うけど」


    　資料を手た繰ぐっていると、今回のプレゼンは「我わが魔王軍なら勇者とこう戦う」というテーマだったらしい。確かに失敗したとしても勇者と戦った経験がものを言いそうな題目だ。


    「あのような圧迫面接は協会のお家芸です。ああやってこちらのストレス耐性を試したのでしょう。すぐにキレて勇者を殺してしまわないか、見極めておるのです」


    　ロホ博士も相当我慢をしたのだろう、眉み間けんに皺しわを寄せて思い出しているようだ。


    　仕事とはいえ、協会が行うコンペがそのような権力による横暴なものでよいのだろうか。エルブランコには疑問が残る。


    「それで、その結果が本日中に発表されるとのことでございます」


    　ロホ博士はちらっと背後にある黒い球体を見た。テレフォネと呼ばれる、伝達機能を備えた水晶玉である。


    　音声を魔法に変換し、離れた場所にあるテレフォネにこれを飛ばして相互間で会話ができる魔導器だ。言葉を風に乗せて飛ばすウインドテラーという魔法を水晶玉に閉じ込め、お互いリアルタイムでやり取りができるようになっている素す晴ばらしいシステムであった。


    　もともとモンスター側が開発したもので、人間界でも取り入れられている。魔王城と協会とのやり取りは普段からこれが使われていた。


    　これを介せばウインドテラーの魔法が使えない者でも遠方と連絡が取り合えるので便利である。しかしまだまだ高価なアイテムのため、一般には普及していないのが現状であった。


    「じゃあ、協会から連絡がくるまでちょっと休憩にしようか」


    　魔王の中入りの一言で、会議は休憩になった。


    



    「モンスターを創った神が、今は協会のトップになって人間の味方をしてるんですね。それって裏切り者じゃないですか！」


    　議事録を取っていたエルブランコに、ウニベルが質問を投げかけてきた。彼女の目の前には協会が制定した勇者法のテキストが開かれていた。


    「裏切り者って、バカなことを言うんじゃない！」


    　休憩中の会議室には魔王とロホ博士、そして絶賛居眠り中のベルデラ将軍しかいない。


    　上司の前で部下の質問に答えることは、すなわち自らの評価にも関わってくる由ゆ々ゆしき事態である。それなのにウニベルは神のことを裏切り者だとか、とんでもないことを言い出すので、変な緊張感で背中には汗が流れている。


    「この世界は二人の神によって創られたことは知っているな？」


    「それくらい常識ですよ。モンスターを創造したゲラさんと、人間を創造したパスさん」


    　神に対してさん付けとは失礼も甚だしい。ご近所さんじゃないんだぞ、まったく。エルブランコはそう思いながらも、魔王の顔を窺う。怒ってないだろうか？


    「ゲラ神とパス神だ。種族が違うモンスターと人間が仲良くやっていけるわけがなく、すぐに争い始める。それぞれの神の代理戦争として、世界は大いに荒れた。結果は当然のごとくモンスター側、ゲラ神の圧倒的勝利となった。もともと能力が違いすぎるからね」


    　エルブランコは分かりやすいようにノートにキーワードを書き記しながら説明を続ける。魔王とロホ博士が自分たちの会話に聞き耳を立てていることを意識しながら。


    「結果、敗れたパス神はゲラ神によって封印される。それでモンスター中心の世界が作られ、平和な日々が訪れるはずだった」


    「ゲラ・パスの聖戦ですよね。昔おばあちゃんに聞きましたよ。思い出すだけで眠たくなりそうです」


    　最後の一言は余計だが、ウニベルが言うようにこの神同士の戦いはそう呼ばれていた。誰もが知っている歴史である。


    「今度はモンスターの中で派閥ができ始め、モンスター同士の争いが起こってしまった。この派閥が、今でいう魔王軍の始まりだ。よかれと思って作り上げたモンスター中心の世界でもこのような争いが起きてしまうことに絶望したゲラ神は、人間側に肩入れすることによってこの争いを収束させようとした」


    「そのために作ったのが、あのブラックと名高き国際勇者協会！」


    　ノートに「モンスター」「人間」「協会」と書いて、三角形で結ぶ。


    「悪名は知らん。ゲラ神はモンスターのトップである魔王を倒すことができる能力を人間に与えることにした。それが勇者の始まりだ。勇者はそうしてモンスターを駆逐していく」


    「モンスターかわいそう。ゲラ神はやっぱり裏切り者だったんですね」


    「だから違うって！　ゲラ神は勇者を作ることでモンスターと人間の共存を見み据すえた二項対立の世界を作り上げようとしたんだ。ゲラ神は勇者を作ると同時に、モンスターには勇者に殺されることによって転生できるというカルマを与えた。これでモンスターは勇者に殺されたとしても種は繁栄していくことになったんだ」


    「難しいですね。政治ですね」


    　口を尖とがらせながら、ウニベルはわけの分からないことを言い出した。


    　急に難しい言葉でまとめやがって。それっぽいことを言ってこの場をしのごうとしているだけだろう。ウニベルが口を開くたびに増す緊張感。もう余計なことは言ってくれるな。


    「モンスターは転生のために勇者が必要、その勇者を作れるのがゲラ神でありすなわち協会、勇者になれるのは人間、という風に三角形のバランスができ上がった。ゲラ神はモンスターと人間がともになくてはならない世界を作り上げた」


    「ふぁい」


    　半分返事、半分あくび。


    　本当に眠たくなってどうするんだとエルブランコは舌打ちしかけたが、ちょうどその隙すきを与えないように「ジリリリ」と聞き覚えのある甲かん高だかい音がした。


    　テレフォネが着信した音だ。


    　それを合図に、席を外していたアスールとアマリージョもすぐにワープで姿を現す。


    　ロホ博士が黒い水晶玉に手を添えると同時に「ゴルディアスさんとこ？」という大きな声がテレフォネから響き渡った。


    「はい。ゴルディアス魔王軍でございます」


    　ロホ博士が一段とゆっくりと、そして丁てい寧ねいに対応する。テレフォネで会話を続けるためには水晶玉に触れ続けなくてはいけない。


    「国際勇者協会のネグロだがね」


    　さっきアマリージョから報告があった、圧迫面接を仕掛けてきたというコンペの責任者だ。


    「今回の選抜軍はあんたらんとこに決まったから」


    　そのネグロから吉報は突然に、前置きなく届けられた。


    　呆あつ気けなさを感じたのは一瞬で、アスール大帝は両拳こぶしを天に掲かかげてガッツポーズ。アマリージョも組んだ腕を崩しはしなかったが、にやりと口角が上がった。ベルデラ将軍の鼻ちょうちんがパチンと割れ、ウニベルはその音にびっくりした。


    　ロホ博士は静かに魔王に向かって頭を下げ、対する魔王は二度頷うなずき、全員を見渡した。その口元は安あん堵どと自信に満ち溢あふれているように見えた。


    「おいおい、これくらいで喜んでもらっちゃ困るんだわ。あんたらんとこの前回の馬鹿みたいな失敗は消えたわけじゃないよ？　消去法で仕方なく選んでやったんだから」


    　協会はあくまで上からの立場を崩さない。何がそんなに偉いのだろうか。ゲラ神を抱かかえていることがそうさせるのか。


    「今回の勇者には協会も莫大な金と時間をかけてるんだわ。失敗したらあんたらが賠償できる額じゃないから。とりあえず、勇者育成計画案をさっさと作って送ってもらえますかね」


    　テレフォネはそれだけで一方的に通信を切られた。それを見計らって、アスール大帝が叫び、呼応するように四天王と魔王は握手を交わし合う。


    　協会のネグロの無礼な言い草を歓声でかき消すように、会議室は沸き上がった。


    　ゴルディアス魔王軍が二回連続で選抜魔王軍に選ばれた瞬間であった。


    　まずは勇者に対する戦略や方針を組み込んだ勇者育成計画を作成し、それに則のつとり行動していかねばならないのだ。皆が皆、忙しくなることに喜びを感じ始めていた。


    「お、データが届いたようです」


    　テレフォネは音声だけでなく、文書も魔法に変えて通信するメエルという機能も備わっている。すぐに今回の選抜魔王軍任命の書類と注意事項、それに勇者のプロフィールも併あわせて送られてきた。


    「どれどれ」


    　ロホ博士が代表してその水晶玉に映る文書を確認する。


    「ロホ博士、今回の勇者はどんな奴なの？　魔法使いタイプ？」


    「やはり剣と剣でやり合える、武骨な戦士タイプのほうがやりがいはあるというもの」


    　アマリージョとアスール大帝は口々に自分の得意分野での戦いができることを期待する。


    「勇者、性格良さそうですか？　最近優しさに触れてないんですよね、私」


    　ウニベルがそう言ってエルブランコのほうをチラッと見た。優しくしてあげられなくて悪かったな。そもそも勇者にそんなこと期待するんじゃない。


    「……どうやら今回の勇者は、前回の勇者の息子のようですな」


    　ロホ博士の答えに、その場にいた全員が疑問符を抱く。


    　前回の勇者との戦いは三十年前の出来事だ。アスール大帝が殺してしまったあの勇者の息子ということは？


    「ちょっと待って、ロホ博士、前の勇者が現れたのは三十年前よ？」


    　アマリージョが皆の疑問を代表して問いかけた。


    「うむ。前回の勇者が死んでしまったとき、ちょうど息子は母親のお腹なかの中におったみたいじゃ。今年でちょうど三十歳になるそうでございます」


    　ロホ博士は少し恥ずかしそうな顔をして、声も少し小さくなっていた。


    「三十歳？　そんないい年した大人の人間が勇者になるって言ってんの？　夢見るには遅すぎでしょ？　他に情報は？」


    　急せかすアマリージョに、ロホ博士は水晶玉に映る文書を続けて読み上げていく。


    「マヨール・オンブレ、三十歳。ポルデアン村で母親と二人暮らし。大学を出た後、就職活動に失敗。何度か村の農場でアルバイトをするが長続きせず。ここ数年は母親の内職で得た収入で生活しているようです。そしてマヨールの将来を心配した親戚から就職を勧められたが、実はやりたいことがあると宣言。それが勇者になる、ということだったらしいですな」


    　ロホ博士からの勇者情報を聞いたアスール大帝が椅い子すからずり落ちそうになった。


    「ちょっと待ってよ、博士。それって三十歳のニートが、働くのが嫌で勇者っていう立場を逃げ道にしてるだけなんじゃないの？　そんな半はん端ぱ者ものがゴルディアス様に挑むって、バカなんじゃない？」


    　アマリージョの指摘はまさに正せい鵠こくを射たものだった。エルブランコは一いち言ごん一いつ句く漏もらさず議事録に書き留める。


    「それで、協会側はこのニートを勇者に任命したのですか？」


    　アスール大帝がロホ博士に尋ねる。


    「うむ。このマヨールは直ただちに勇者申請書を提出し、国際勇者協会より勇者に任命されたようじゃ。それがあっての選抜コンペだったわけです」


    　協会から送られてきた情報はそこまでであったのか、ロホ博士は水晶玉から離れて自分の席に戻った。そのタイミングでベルデラ将軍を除く全員からため息が漏れた。


    「ゴルディアス様。この選抜、受けるんですか？　断るなら早いほうがいいですよ。まさか勇者がこんなニートとは思いもしませんでしたし」


    「棄き却きやく申請をするなら一週間以内に明確な理由を文書化して、協会に提出する必要があります。ただせっかく決まった選抜軍の権利を放棄するとなると、実績に大きな傷が残りますぞ」


    　アマリージョのネガティブな意見に、ロホ博士が釘を刺す。


    「以前の議事録を調べたところ、これまでの勇者の平均年齢は十八・五歳です。今までの最高年齢も二十三歳ですので、大幅に記録更新となりますね」


    　エルブランコは議事録でしか知ることのない勇者について、内心では興奮していた。


    　ウニベルは話についていこうとして研修資料を読みふけっている。


    「ちょっと待ちたまえ。アマリージョも、ロホ博士も、今回の勇者には反対なのか？　三十年ぶりに勇者と戦えるのだぞ。訓練の成果を見せる絶好の機会ではないか！」


    　アスール大帝が話に飛び込んできた。


    「こんなアルバイトもろくに続けられないニートに訓練の成果もあるもんですか！　よく協会側もこんなの受理したわね。勇者と戦うとなると私たち魔王軍も莫ばく大だいな金と時間が取られるのよ。どんなバカな勇者でもね」


    　アマリージョは呆あきれたように、そしてそれが全員一致の共通認識であるかのように話す。


    「三十年も勇者空白期間が続くと、勇者に立候補してくれるだけで大歓迎なんじゃろう。しかしこのマヨールという男、父親も勇者でそのリベンジをする息子となると世論の感情も統一しやすい。ましてや我々は父親を倒した魔王軍じゃからの」


    　協会側も背に腹は代えられないということだろうか。ロホ博士も勇者の血筋に基づく素質は否定しきれないようだ。


    「まさか、協会はこんなニート勇者だから私たちに押しつけてきたんじゃないの？　三十年ぶりの勇者だってのに、コンペに参加した魔王軍が少なすぎたのも、もしかしたら裏で談合がなされていたんじゃないでしょうね？」


    　今回のコンペ参加魔王軍は五軍と資料に書かれていた。これは過去のコンペと比べても極端に少ない。確か前回のコンペは五十軍を超えていたはずだ。


    　この勇者が失敗することを見み据すえて、ゴルディアス軍の前回の失敗のペナルティをここで払わそうとしているとしたら？　そこまで邪じや推すいするのはネガティブすぎるだろうか。


    「ゴルディアス様は、どう思われます？　こんな三十歳で職歴なしのニートに倒されるの、無理ですよね？　アルバイトすら続かないのに、この城まで冒険を続けられるわけないですよ。それに勇者に立候補した動機も就職するのがいやだっただけかもしれませんよ」


    　黙って腕を組んだままの魔王に、アマリージョが話を振る。


    　魔王は、勇者にしか倒せない。それが協会のトップ、ゲラ神が作り上げたこの世界のルール。


    　すなわち、ゴルディアス魔王は、すでに何百年も勇者に倒されることを夢見て、今までずっと生きている。


    「そうだね。でも父親の敵かたきを討つという目的意識が、勇者のレベルアップに相乗効果を促すってことも考えられるよね。恨みが真の力を目覚めさせるというか。協会の真意をこちらがどれだけ邪推しても仕方がないよ。ペナルティだとしても僕たちはやるしかないんじゃないかな」


    「私はゴルディアス様に賛成ですな。我々は戦うことでしか結果を示せませんからな」


    　アスール大帝が待ってましたと言わんばかりに魔王に同意する。


    「ちょっと、あんたは前回の失敗を挽ばん回かいしたいだけでしょ？　こんなニート勇者、私らがどれだけ手を抜いてもあっという間に死んじゃうわよ。あんたのせいで二回連続失敗したら、もう挽回できないわ。協会もそれが目的なのかも」


    　アマリージョの歯に衣きぬ着せぬ発言に、エルブランコとロホ博士はなんとなく目を合わせて困った顔をした。当然アスール大帝は図星のようで、奥歯を噛かみしめている。


    「アマリージョよ、やる前から失敗することを考えんでもよかろう。今は勇者とどう戦うかを考えるべきじゃ」


    　ロホ博士がなんとか場をとりなそうとするが、アマリージョに納得した雰囲気はない。


    　このただならぬ緊張感を感じ取ったのか、ウニベルは背せ筋すじを正して口を結んでいる。


    「ゴルディアス様、あんまり勇者に期待したら、裏切られたときにつらくなりますよ。焦あせってもいいことないですって。もっとちゃんとした、若い勇者が出てくるのを待つのも手ですよ」


    　アマリージョが申し訳なさそうに、魔王に進言する。


    　魔王の漆しつ黒こくの鎧よろいはあらゆる攻撃を跳ね返すとされ、防御力は折り紙付きだ。この屈強な魔王を倒す能力がこのニート勇者にあるのかどうか。


    「心配してくれてありがとう。でもね、僕もこうやって魔王として何百年も生きていると、後悔のほうが多くなるんだ。結局は魔王は勇者に倒されるためにいる。ただの引き立て役でしかありえない。僕が勝って喜ぶ人はいない」


    　ロホ博士が「そんなことはございません」と慌てて否定したが、魔王はそれを手のひらを立てて制御する。


    「僕もただ黙って勇者にやられようなんて思ってないよ。この城に勇者がたどり着くってことは、すなわち君たちが勇者のことを認めてやられ役を引き受けたってことだろう？」


    　魔王は首を振って四天王を見渡す。兜かぶとが目元を覆おおっているため、その表情は分からない。魔王の顔を隠す黒い兜が、鏡のように光を取り込んで輝いている。


    「最初から、年齢やニートを理由に拒絶する必要はないと思うんだ。僕たちが勝手に勇者の可能性を否定するのは傲ごう慢まんだし、勇者を育てるのも、魔王軍の仕事だよ」


    　魔王の言葉に、アマリージョだけが恥ずかしそうに視線を逸そらせたが、それはネガティブな意味合いのものではなかっただろう。


    「ゴルディアス様がそうおっしゃるのなら、私は反対しないけどね」


    　アマリージョは恥ずかしそうにして、姿勢よく座り直す。


    「うむ。私も賛成です。そう簡単にゴルディアス様を倒させるわけにはいきません」


    　ロホ博士は腕をまくって見せた。ワニ型のベルデラ将軍は寝ているようだ。


    「よし、早速訓練の量を二倍に増やして、モンスターたちを鍛えねばいかんな」


    「あんた、それマジで言ってんの？　この人、また勇者殺す気なのかしら」


    　アスール大帝のやる気に対して、アマリージョが信じられないといった顔で指摘する。


    「じゃあ、今回の選抜魔王軍の任命は慎つつしんで受けることにしよう」


    　魔王が高々と宣言した。


    「勇者を名乗るなら、せめてこの城までは生きてたどり着いてほしいものね」


    　すでに何百年生きているのか分からないサキュバスは、胸を揺らしながら部屋の隅に置かれたティーポットに紅茶を注つぎにいった。


    　魔王軍の魔法使い班を束ねるアマリージョは、この城の設備を魔法によって一括管理しており、数々の魔導器を発明してはモンスターたちの生活を助けている。勇者も彼女の魔法と色香の攻略には苦労することであろう。


    「勇者と戦うことをどれほど待ち望んだことか。すでにアドレナリンが溢あふれてきたぞ」


    　アスール大帝は自分の身長よりも長い槍を使いこなし、十メートル先の米粒さえも貫く正確さと、常人では目にも止まらぬスピードは、日々の鍛錬が壮絶であることを物語っている。


    　なにより現在の人間のような風ふう貌ぼうは本来の力を抑えている仮の姿で、第三形態まで徐々に力を解放しながら変身することができる。


    　もし勇者がその第三形態を見ることができたならば、それは死を覚悟するときだ。


    「…………」


    　居眠りを続けているベルデラ将軍は、見た目はワニであり、その腕力こそ四天王のなかでも飛び抜けている。それが獣人型モンスターとしての先天的な能力だ。しかしその力に慢心することはなく、意外にも彼は策士として頭脳明快な面も持ち合わせている。


    　戦いを有利に進めるためには、どんな労力をも惜しまず罠わなを張り巡らせる。


    　勇者が幾多の罠を乗り越えて一刻でも気を緩ゆるめるときがあったなら、それはベルデラ将軍の最後の罠に嵌はまったと覚悟しなければならない。


    「これから忙しくなりますな。とりあえず勇者育成計画案を早々に立てねばなません」


    　赤いマントに身を包み、白髪に長い髭ひげを蓄えたロホ博士こそ、四天王を統すべる頭脳でもあり、ゴルディアス魔王にもっとも信頼が置かれている軍師なのだ。


    　彼はあらゆる情報を集め、相手の行動や感情をロジカルに分析し、弱点を見つけ出す。


    　弱点がない者などいるはずがないのだ。弱点さえ見つかれば、あとは彼が飼っている使い魔を召喚して職務を全まつとうする。


    　勇者は四六時中、誰かに見られていることを意識し続けなくてはいけない。少しでも感情が揺らいだとき、ロホ博士の目はその瞬間を見逃さないだろう。


    　彼らがゴルディアス魔王に仕つかえる四天王だ。魔王討伐を目もく論ろむなら避けては通れぬ最強のモンスターたち。この四天王を倒さぬ限り、魔王には決してたどり着けない。


    　そして、魔王ゴルディアス。


    　黒いマントの下には屈強な鎧よろいを纏まとい、曲線的で他を威い嚇かくする兜かぶとは顔の半分を覆おおっているので、その奥に隠された素顔を見た者はいないとされている。


    　生なま半はん可かな装備では、この魔王にダメージを与えることなど到底できようもないだろう。


    　魔王とその他のモンスターとの違い、それは勇者の手でしか倒せないということ。魔王を殺すことができるのは勇者だけ。それは神が定めた絶対的な法則であった。


    　魔王は悪として、勇者は正義として、互いに死力を尽くして戦うのだ。


    　そして、結末は必ず勇者側が勝利する。


    　魔王が殺されることはすでに決められている結末。魔王は死ぬために戦う。人々に嫌われ、勇者に殺されることを念願とする孤高の存在なのだ。


    「ジリリリ」


    　突然耳みみ障ざわりな音が鳴り響く。テレフォネが受信したようだった。


    「あ、私が！」


    　手持ち無ぶ沙さ汰ただったウニベルがここぞとばかりに席を立ち、水晶玉に駆け寄った。


    　新人らしい気の遣い方に、エルブランコの頬ほおも緩ゆるむ。あとで褒ほめてやろう。


    　ウニベルが水晶玉に手を置き、「もしもしー」とカジュアルに応答した。このへんの対応の仕方はまだ教えていない。あとで教えよう。


    「おう、わしや。ゴルディおるか？」


    　水晶から荒っぽい声が飛び出してくる。ゴルディアス魔王のことを気安く呼ぶこのガラガラ声はバルバロ魔王軍のバルバロ魔王だ。


    「あ、ゴルディですね。少々お待ちください」


    「バカ！」


    　エルブランコは慌てて水晶玉に駆け寄り、ウニベルの口を塞ふさぐ。魔王のことを呼び捨てで、さらにゴルディとあだ名で呼ぶとは何ごとか！　エルブランコは腰が抜けそうになった。


    「まあまあ。バルバロさんか。どうも」


    　ゴルディアス魔王はウニベルの失言を気にもしないように、水晶玉に向かって話しだした。


    　同時に四天王から厳しい目がエルブランコへ向けられる。部下の失態は上司の失態である。


    「ゴルディか。聞いたで、選抜の件。おめでとうと言いたいところやけど、そうは問屋がおろし大根や。今回の勇者、どう戦う気や」


    　バルバロ魔王軍は別の大陸にある魔王軍で、言葉遣いにも独特の訛なまりがある。馴なれ馴れしいというか野蛮というか、エルブランコも初めて聞いたときは喧けん嘩かをふっかけられているのかと思えた。ゴルディアス魔王とは昔からの馴な染じみらしく、個人的にもよく連絡を取り合う仲らしい。


    「ああ、曰いわくつきの勇者みたいだね。ちょうど四天王と一緒に対策を立てているところだよ」


    「ほな、受けるつもりなんか。うちは今回立候補せんかったさかい、傍観する立場やからな。妙な噂うわさが聞こえてきたから教えといたろ思ってテレフォネしたんや」


    　エルブランコはウニベルの口を押さえていたことを忘れていた。失言ガールは顔を真っ赤にして息ができなくてもがいている。


    「今回のコンペは出来レースやった、いう噂や。最初から選抜魔王軍はゴルディのとこに決まってたっていうんや。もちろん、悪い意味でやけどな」


    「もしかして、前回の失敗のペナルティ的なことかな？」


    「せや。勇者がろくでもないから、協会も最初から失敗すると踏んでるんやろ。それやったらゴルディとこに責任を押しつけたろか、いう魂こん胆たんや。二回も連続で失敗したら、そらもう失脚もんやからな。さすがにそんなとこにはもう二度と選抜軍の椅い子すはまわってこんで」


    　先ほどアマリージョが懸念していた通りの内容だった。協会はゴルディアス魔王軍に外れくじを掴つかまそうと画策していることが現実味を帯びてきた。


    「なるほどね」


    　ゴルディアス魔王は四天王を見渡した。誰もが厳しい表情を隠しきれていない。


    「それに今回の協会の責任者はネグロやろ？　あいつの評判はごっつ悪いで。損そん得とく勘かん定じようだけで動いとるような奴や。カネの力だけで理事まで登り詰めたいうのも、冗談やないらしい」


    　モンスターにここまで言われるネグロという人間に、エルブランコは逆に一度会ってみたいとすら思えるようになってきた。とんでもなく強欲で傲ごう慢まんな男なのだろう。


    「ああ、さっきも痛いところを突かれたところだよ」


    　魔王も冗談ぽく呟つぶやいた。


    「ネグロの言うことは真に受けんことやで。協会も、わしら魔王軍のことを下請けとでも見とるんやろう。年々あいつらのやり方は傍ぼう若じやく無ぶ人じんになっていきよる」


    　協会の態度をよく思っていないのは、どこの魔王軍も同じということか。


    「この勇者なき三十年間、ゴルディのとこはこつこつと実績上げてきたこと、俺はよう知っとるからな。勇者法に則のつとって非人道的な悪行を行わんゴルディの仕事ぶりは、耳に届いとるで」


    　魔王軍としての実績とは、人間に対してどれだけ悪行を働いたか、である。


    　悪行といっても無む闇やみに人間を殺したり、略奪したりすることは魔王軍といえど勇者法で禁じられている。悪行か否いなかの線引きは難しいのだが、どれだけ人間を苦しめないように困らせるか、という活動が魔王軍の手腕によるところなのだ。


    　もちろん勇者法なんかクソくらえで旧きゆう態たい依い然ぜんとした暴ぼう虐ぎやく行こう為いを働いている魔王軍もなかには存在する。当然、選抜軍になることもできないし、協会より独自制裁が加えられ解散させられることもあるのだ。


    　協会がこれほど魔王軍に対しても絶対的な力を持っている理由はすべて、バックにいるゲラ神によるものである。


    「逆に二回連続で選抜軍になったのは協会との癒ゆ着ちやくや言うて騒いでるとこもある。噂うわさいうのはほんま好き勝手湧いてきよるで」


    　そのような勝手な噂は無視するしか対処しようがない。下手に否定することで信しん憑ぴよう性せいを帯びてしまうこともありえるからだ。


    「いやあ、貴重な意見をありがとう、バルバロさん。すっかり僕らも人気者になったね。でも、うちには優秀な四天王たちがいるから、大丈夫だよ」


    　魔王は信頼を寄せる四天王たちを見渡す。四天王たちも言葉には出さずも、大きく頷うなずく。


    「そうかまあ選抜軍以外の魔王軍は、勇者がおるときは表立った行動ができんようになるからな。そういう陰口が多くなるのはしゃーないことやで。まあ、がんばりなはれや」


    　テレフォネはそこで通信が途絶えた。


    　バルバロ魔王の言っていた噂話をバカバカしいと一笑に付すことは簡単だが、心のどこかでひっかかったものは拭ぬぐえず、エルブランコは不安になる。


    「ゴルディアス魔王軍も癒ゆ着ちやくとか、悪いこともちゃんとやってるんですね。先輩見てるともっと真ま面じ目めでつまんない魔王軍かと思ってましたよ」


    　しばらく黙っていたと思ったら、またウニベルがとんでもないことを言いだした。


    「そんなつまんない魔王軍へようこそ。歓迎するわ、ウニベル、だったわよね？」


    　エルブランコはアマリージョに激しく睨にらまれながら、ウニベルを会議に連れてきたことを後悔した。


    　対するウニベルはなぜ自分が睨まれたのか分からないといった様子で眉み間けんに皺しわを寄せた。


    「いろんな噂もあるようですけど、私たちはやるしかないってことですよね」


    　アマリージョが決意の声を上げた。その明るい声が、かえって恐ろしく聞こえる。


    「そうだよ。僕らがいい仕事をすれば、この評価はひっくり返る。やる前から失敗したときのことを考えるのはやめよう。僕らは選抜魔王軍として、成功させるしかないんだよ。いいね？」


    　魔王の言葉を否定する者は誰もいなかった。


    



    　翌日、選抜魔王軍任命の申請書が魔王のもとに届き、ゴルディアス魔王が署名をした。


    　これに作成した勇者育成計画案を添付し、国際勇者協会に返送すると、数日のうちに勇者と敵対する選抜魔王軍にゴルディアス魔王軍が正式決定し、世界中に報道された。


    　対する勇者の名はマヨール・オンブレ。地方の小さなポルデアン村出身の、三十歳。


    　父親は先代の勇者であり、サラブレッドの血筋として世界中のニュースを賑にぎわせた。


    　しかし彼がこの年までニートをしていたという情報はメディアにおいて伏せられた。マスコミの情報操作は周到で抜かりがなく、それを裏で操あやつっているのが国際勇者協会なのだ。


    　父親の敵かたきを取るために、この年になるまで腕を磨き続けた勇者がようやく出しゆつ立たつの時を迎えた。くしくも魔王は父親の敵であるゴルディアス魔王軍。


    　人々は彼を、運命を背負う悲劇の勇者として歓迎した。


    



    　　　[image: ]


    



    「エルブランコよ。ポルデアン周辺のモンスターの現状レベルと、勇者の推定能力のバランスが悪くないか？　個モンスターのレベルが総じて高い」


    　ゴルディアス城の地下に作られたロホ博士の研究室にエルブランコとウニベルの姿があった。


    　この研究室で働く者たちは、戦闘にはあまり縁がない。モンスターといえどすべてが戦闘に向いているというのは固定観念であり、こうして内勤班としてデータ分析や資料作成、総務や経理など様々な仕事をこなし、適てき材ざい適てき所しよで魔王軍を支えているのだ。


    　その研究室の一番奥の席で、ロホ博士は大きな水晶玉に映る数字をざっと見て、エルブランコに尋ねた。


    　この世界では水晶玉をディスプレイとしても活用している。


    　今や魔王城では基本的な内勤仕事はこの水晶玉で行われており、モンスター間の連絡も水晶玉を通したテレフォネやメエルを使うのが一般的となっている。水晶玉こそハイテク化を推進させるキーデバイスとなっていた。


    　この魔法エネルギーを使ったネットワークを構築しているのが魔法使い班トップのアマリージョである。


    　今ロホ博士が見ている水晶玉に映っているデータは、勇者が旅立つポルデアン村周辺におけるモンスターの種類、レベル、遭遇率を一覧にしたものであった。アスールが起案したものをエルブランコが表にして、軍師であるロホ博士に認にん諾だくを求めたのであった。


    　組織というのはひとつの申請をするにしてもやたら書類の提出や決裁のルートというのが重要視される。これはゴルディアス魔王軍も例外ではない。


    「三十歳の勇者ということで、過去の勇者よりも精神面と判断力のデータを上方修正しています。そのため十六歳の勇者のときに比べると、モンスター一個体あたりのステータスは若干上がっています」


    　エルブランコの報告に、ロホ博士は眼鏡めがねを外し、考え込む。


    　協会から送られてきたのは勇者のプロフィールのみで、詳細なステータス情報は含まれていなかった。こんなことまで協会の嫌がらせに思えてしまうのは、あのネグロの無礼な態度とバルバロ魔王から聞いた黒い噂うわさのせいだろうか。仕方なく魔王軍は手探りで対策を立てる必要があった。


    「このマヨールという男、スポーツ歴もなく、もちろん武術の経験もない。毎日家でゴロゴロしとった奴じゃろう。序盤こそ達成感を与えるためにも、もう一段階モンスターのレベルを下げたほうがよかろう。三十歳を過ぎてからの挫ざ折せつは立ち直れなくなるぞ」


    　ロホ博士は勇者のメンタル面を心配しているようだ。彼が指摘するのはレベル５ゴブリンを初期戦闘用にポルデアン村近辺に配備したところだった。


    「しかし博士、ここでレベルを上げさせないと次のトリステ洞どう窟くつを攻略できなくなります。それに今回、国際勇者協会のほうも本腰を入れて勇者のバックアップ態勢を敷いています。お聞きになりましたか？　ポルデアン村の武器屋にドラゴンスレイヤーを置くみたいです」


    「ドラゴンスレイヤー！」


    　ロホ博士の驚きの声に、まわりで寡か黙もくに仕事をしていた研究員たちも一斉に顔を上げた。


    「なんですか？　ドラゴン素手はイヤ？　ロホ博士もドラゴンが苦手なんですね。私もそうなんですよ。皮ひ膚ふがゴワゴワしてそうですし、いきなり素手で触るのはやばいですよね」


    「……」


    　こいつマジで言っているのかと思ったが、エルブランコは黙ってロホ博士に頭を下げた。


    　ドラゴンスレイヤーといえば最強モンスターの代表格であるドラゴンをも切り裂くといわれる伝説の剣である。もちろん勇者の初期装備に収まる代物ではなく、相当な攻撃力を秘めた武器だ。


    「最初の町でドラゴンスレイヤーを売るというのか？　初っぱなからそんなもん装備していたら、攻撃力がインフレを起こしてしまうじゃろうに！」


    　ロホ博士の意見に反対する者は、この場にはいない。


    　唯一ウニベルだけが「武器の話ですか」と、ようやく話に追いついてきた。


    　この武器屋の情報は、ポルデアン村へと送り込んだ偵察班から得たものだった。武器屋などの市場調査をさせていたところ、店内に並ぶ驚きよう愕がくの品しな揃ぞろえに腰を抜かしたそうだ。


    　もちろんアスール大帝にも報告済みで、その状況を含めてのモンスターの配備案である。


    「さらにその値段が破格の六百ドルンだそうです。私もそれを聞いたとき、開いた口が塞ふさがりませんでした」


    　エルブランコが付け加えた価格情報は、さらに研究室全体をざわつかせた。


    「おいおい、ドラゴンスレイヤーなんてラストダンジョンでやっと手に入るレベルの剣だぞ。買うとすると三十万ドルンはするぜ？」


    　どこかから研究員の声が届いた。


    「さんじゅうまん！」


    　それを聞いたウニベルが叫んだ。金かね目めの話になった途端に目が輝いている。


    「ちょっと待ってください。三十万ドルンもするものが六百ドルンで買えるんですか？　詐さ欺ぎではなく？　抱き合わせ商法でもなく？　やばいですよ、それ！」


    　急にテンションが上がったウニベルを置き去りにして話を進める。


    「おそらく協会側が自腹を切って、ポルデアンの武器屋に商品を斡あつ旋せんしているのでしょう。どうやらこの三十年ぶりの勇者にかける思いは相当なものです。貯ために貯めた協会マネーをこの勇者で使い切るつもりかもしれません」


    「もしくは大口のスポンサーを獲得したかじゃな。なんともはや、協会も必死ということか。分かった、モンスター配備はこれで進めよう」


    「ありがとうございます。早速アスール大帝に報告いたします」


    　エルブランコは一礼して研究室を退出するため出口に向かったが、ウニベルがついてきていないことに気づく。


    「ウニベル！　行くぞ！」


    　ウニベルは内勤班のモンスターと一緒に水晶玉を覗のぞいていた。仕方なく近づいてみると、どうやらドラゴンスレイヤーの市場価格を調べているようだった。


    「うわ、ここの町の武器屋なら十万ドルンで売れますよ！　六百ドルンで買ってここで売れば、九万四千ドルンの儲もうけです！」


    　目を輝かせながら損そん得とく勘かん定じようするウニベル。計算、間違ってるぞ。


    「ウニベル！」


    　エルブランコは彼女の襟えり口ぐちを掴つかみ、無理やり引っ張った。


    「ああん、儲け話が！」


    　まだ研究室内はざわついている。内勤班のモンスターたちは、外勤の戦闘班のモンスターに比べて戦闘手当がないため、金銭の話題には敏感になりがちなのだ。


    　エルブランコはウニベルを引きずりながら、地下から地上へ上がる階段を上り、城の中庭に出てきた。


    



    　ゴルディアス城の中庭は、癒やしの空間として内勤モンスターたちの昼食の場としても人気があった。


    　中庭は直接太陽の光が当たるため、昼間は暖かく、冬でも芝生しばふが生おい茂っている。


    　この一画にある立派なガーデニングはゴルディアス魔王によって始められたらしく、今では本格的なものになっていた。魔王も最近は新種の配合を試しているらしく、もはや趣味の域を超えている。


    　エルブランコはまずアスールへ報告に向かうことにした。彼ら外勤班は午前中はだいたい道場で訓練をしているはずだ。


    　三十年ぶりに勇者が誕生したというのに、今日も城内の雰囲気は変わらない。廊下ですれ違う外勤の戦闘班のモンスターたちも、浮き足だっている者は誰もいなかった。


    　それはこの日のために十分な準備が整っているという証拠だろう。我々魔王軍は勇者がいつ現れても対応できるよう、粛しゆく々しゆくと準備とシミュレーションを重ねてきた。


    　エルブランコは自分たちがやってきた仕事を誇りに感じていた。内勤班にとって、これからは対策を重ねた成果を披ひ露ろうできる絶好の機会であり、胸が高ぶらないわけがない。


    「道場へ行くぞ」


    「道場ってことはアスール大帝ですか？　あの人いつも上半身裸なんですか？　あれって魔王軍の服装規定上、大丈夫なんですか？」


    　ウニベルの上司批判は聞かなかったことにして、道場のある別棟へ向かった。ウニベルも口を尖とがらせながらついてきている。


    　別棟はすべてが戦闘班のための建物で、一階が道場、二階以上はそれぞれの部屋や食堂、ジムなど生活スペース、屋上は飛行型モンスターたちのフライポートになっている。


    　道場の扉をなるべく静かに開けると、やはり中には大きな槍を抱かかえたアスール大帝が厳しい目を光らせて訓練を指導していた。


    　今はどうやら獣人型とデーモン型が合同訓練をしているようだ。


    　獣人型が発する独特の野生臭と、道場に染みついた汗臭さが鼻をついた。扉の外で様子を窺うかがうウニベルの手を引っ張り、無理やり入室させる。


    「よし、十分休憩！」


    　道場に入るとちょうどアスール大帝の号令で休憩になったところだった。


    　エルブランコも内勤班とはいえ、ここで何度も訓練を積んでいる。勇者が最終的に城へ乗り込んできた際には総力戦となる。内勤班だからといって戦わないわけにはいかないのだ。そんな状況も想定しての準備はしてきたつもりだ。


    「エルブランコか。ロホ殿はなんと？」


    　アスール大帝はすぐにエルブランコに気づき、上半身裸のままで汗を拭ぬぐいながら近づいてきた。ウニベルは一歩下がって、エルブランコの後ろに隠れた。


    「はい。大帝の案通り、モンスター配備を行うことになりました」


    「そうか。ゴブリンくらいは軽く倒してもらわんと、こちらとしても張り合いがないからな。ご苦労だった」


    「いえ、私は大帝の起案をまとめただけですから」


    　エルブランコは恐縮した。


    　アスール大帝は上半身裸で首に鎖を巻いている。全身の鍛えられた筋肉が、これでもかと主張するように、ピクピク動いている。


    　背後で顔をしかめているウニベルはそういったところが苦手らしい。


    「今回は成功することで妙な噂うわさも黙らせることができる大事な戦いだ。私自身も同じ轍てつを踏むわけにはいかんのでな。訓練にも身が入るというものだ」


    　アスールは見せつけるように腕を曲げて上腕二頭筋を膨ふくらませ、胸筋を左右交互に揺らせてみせた。


    　背後で「ゲゲ」と拒否反応を示す声が聞こえたが、アスールに聞こえていないことを願う。


    「おう、ウニベル君か。恥ずかしがって隠れんでもよかろう。訓練に参加していくか？」


    　ガハハと笑うアスールに対し、ウニベルは「ふえっ？」と驚きの声を出した。


    「いや、あのこれから、エルブランコ先輩と研修がありますので、残念ですが無理そうです」


    　ウニベルは訓練を断る口実にエルブランコの名前を使い、ひきつった笑顔で答えた。


    　都合のいいときだけ上司を使いやがって。しかしここで否定すればウニベルを売ることになるし、エルブランコは板いた挟ばさみでつらい立場である。


    「で、では私たちは城に戻ります」


    　エルブランコのこの言葉で、ウニベルの顔に安あん堵どの色が浮かんだ。調子のいい奴である。


    「そうか、残念だが仕方ない。では早速モンスターをポルデアンに向かわせよう。決裁前の暫ざん定てい配備になるが、勇者の行動は読めないのでな」


    　そう言い残すと、アスール大帝は道場の奥へと戻っていった。その背はい筋きんも機嫌がよさそうに盛り上がっている。勇者との戦闘が待ち遠しくて仕方がないといった様子だ。


    　エルブランコたちが道場を出たちょうどそのときであった。周りを静かに風が取り囲んだ。


    　それが自然な風ではなく魔法によって操られているのは、作為的に全身にまとわりついてくることから明らかだった。


    　ウインドテラーの魔法である。遠くにいる者への伝達手段として、風にメッセージを乗せて届ける魔法だ。


    「エルブランコよ。すぐに私の元へ来なさい」


    　風に乗って届けられた声は柔らかくもあり、威厳を持って指示するものでもあった。女性のその声は大魔法使いアマリージョのものにほかならなかった。


    　エルブランコは一いち言ごん一いつ句く聞き逃さないように耳に手を当て、そのままアマリージョがいるであろう塔を見上げた。


    「次は魔法塔だ。あそこの設備はゴルディアス城随一だ。魔法使いのお前もきっと勉強になるはずだぞ」


    　嫌がるウニベルを無理やり道場に連れていった罪滅ぼしとばかりに魔法塔の素す晴ばらしさを伝えようとするエルブランコ。部下の機嫌を取るのも簡単ではない。


    「魔法塔ってことは、アマリージョ様のとこですか？　ゲゲゲゲ！」


    　アスール大帝のときより「ゲ」の数が増えている。すっかりアマリージョに対して苦手意識を持ってしまったのか、ウニベルは苦い薬草を齧かじったような顔をする。すぐ感情を顔に出すのはやめさせねばならない。


    「そうだ。さあ行こう」


    　魔法塔は道場からは城を挟んだ反対側にあり、いつも周りが霧で囲まれている。それは気象上の影響ではなく、その存在をまやかすための演出のひとつであろう。


    「なんか、こんな仕事ばっかりですよね」


    　黙って後ろからついてきていると思っていたウニベルがぼそっと呟つぶやいた。


    　今度は内容的に無視するわけにはいかず、立ち止まって振り返る。ウニベルはすっとその視線を外した。


    「こんな仕事とは、どういうことだ？」


    「なんか、使いっ走りみたいな仕事ばっかだなぁって思ったりなんかして。魔王軍って、普段から人間を罠わなにはめたり、財宝を盗みに行ったり、もっと刺激がある仕事だと思ってました」


    　悪びれない顔の奥に、どこか失望の表情を浮かべるウニベル。ペンダントのドクロを触って、ため息ひとつ。それを見てエルブランコも反射的に悲壮感を抱いた。


    「華がある仕事にこそ、こういった見えない準備が重要になってくる。上の指示に従いながらも、決して指示待ちだけにはならず、自分の仕事を全まつとうする。それが組織というものだ」


    　何よりも自分に言い聞かせるための言葉だったかもしれない。


    「そんな真ま面じ目めに答えないでくださいよ。先輩って空気読めないですよねー」


    　こいつにだけは空気読めないとか言われる筋合いはない。エルブランコはそんな部下に構わず魔法塔のほうへ歩ほを進める。ウニベルも黙ってついてくる気配は感じる。


    「ウニベル。お前はどうしてうちに入ってきたんだ？」


    　おそらく外から見る魔王軍とは、華々しく悪を極めた活動をしているように見えるのだろう。


    　エルブランコもそうであった。どうやって人間を困らせてやろうか、勇者と戦ってやろうか、そんなことばかり妄想して、最後は勇者にやられるところで現実と向き合う。


    　どんな仕事にも理想の先には現実があって、夢や理想だけでは決して食っていけないことに気づく。現実にぶつかったとき、その壁をどう乗り越えるかは人生の大きな試練なのだと、今では思う。


    　このゴルディアス魔王軍にも勇者と戦うことなく、水晶の前でデータと戦い続ける者もいる。魔法エネルギーを生成するために日夜念じ続けている者もいる。これが現実なのだ。


    　入ってきたばかりのウニベルにこの現実を直視させるのも気の毒である。いつの日か、自分の仕事にプライドを持てるように導いてあげるのが上司の使命だ。


    「ウニベル。私は自分の仕事に誇りを……」


    「いやぁ、第一志望はテリブレ魔王軍だったんですけど、面接で落ちちゃったんですよね。あそこの魔法使いの制服見たことあります？　超かわいいんですよ。あれ着たかったんだけどなぁ。それで仕方なく内定もらえたゴルディアス魔王軍に入ったんです。ここ私服だから、魔法使い感ないですよね？　そう思いません？」


    　ウニベルに期待した私がバカだった。エルブランコは語ろうとしていた崇すう高こうな仕事観を超高速で胸の奥に引っ込めた。


    「行かないんですか？　また怒られちゃいますよ。苦手だなぁ、アマリージョ様」


    　ウニベルは「ジョ」の部分にアクセントを置いて、まだ怒られたことを根に持っているかのように口を尖とがらす。


    「あ、実は先輩もアマリージョ様のこと苦手なんでしょ？　しょうがないなぁ、私が一緒に行ってあげますから、安心してください」


    　仕事に対する価値観、モチベーションの違い。ジェネレーションギャップ。そんなエルブランコの苦悩はウニベルに伝わるわけもなく、ため息ひとつ残して魔法塔へと向かうことにした。


    



    「アマリージョ様に呼ばれた」


    　魔法塔の門の横に併設された小さな守衛室。その窓越しに緑色の肌をしたデーモンに用件を告げると、彼は無表情のまま手元のボタンを操作し、門を開けた。


    　愛想がないのはいつものことで、エルブランコも彼とコミュニケーションを取るのは諦あきらめている。


    「なんか守衛デーモンさん、機嫌悪そうでしたよ。今日はお邪魔なんじゃないですか？　出直したほうがいいんじゃないですかね？」


    　そんなにアマリージョに会うのが億おつ劫くうなのか、行かなくて済む理由を必死で探しているウニベル。さっきは一緒に行ってあげるだとか生意気なことを言ってたくせに、すぐこれだ。


    　もちろんそんなの聞き入れるわけがないエルブランコは、さっさと開かれた門を潜くぐり、塔の中へ入った。


    「あ、待ってくださいよぉ」


    　覚悟を決めたのか、ひとりにされるのが不安なだけなのか、ウニベルも小走りでついてきた。


    　塔の一階はエントランスホールになっていて、円形の室内の中央に大きな柱が立っている。


    　魔法塔の設備はこのゴルディアス城の中でも抜群に良い。城全体が魔法によってすべて管理・運営されているので、ここがその動力を司つかさどる中枢機関といってもいい。


    　この地下では魔法使いたちがこのゴルディアス城の設備を維持するために魔法力放出作業を行っている。


    　一階には小さなカフェも併設されていて、今も瀟しよう洒しやな出いで立ちの魔法使いがカウンターで何か黒い液体を飲んでいる。


    「エルブランコ君じゃない」


    　突然どこからかそんな声が届いた。自分のことを君づけで呼ぶのは、あいつしかいない。


    　ブロンドの髪をかき上げながら、カフェの奥から姿を現したのは、女魔法使いルビア。


    　エルブランコの同期であり、お互いに何かと対抗意識を燃やす間柄である。いつもできる女オーラを出して、意識高い系を気取っており、エルブランコは少し苦手意識を抱いている。口を開けばいちいち皮肉っぽくて、癪しやくに障さわることもしばしばある。たぶん下に見られているのだろうが、そこは負けないようになんとか張り合うようにはしている。


    　ルビアは派手な虹色のマントを羽は織おってはいるが、その中身は黒いビキニトップと、腰から下はパレオを巻いただけの格好である。ここは南国のビーチではない。


    　マントでは隠しきれずに主張してくる豊満なバストが、今にも躍りだしてきそうで目のやり場に困ってしまう。こういうところもエルブランコが苦手にしている一因であった。


    「ルビア姉さん？」


    　エルブランコがルビアの姿を見つけたのと同じタイミングで、その名を呼ぶ声が発せられた。


    「ウニベル？　ウニベルなの？」


    　普段から冷静を装ってはクールな態度を取っているルビアが、目を丸くして珍しく驚きの声をあげた。


    　エルブランコの背後で小さくなっていたウニベルが、ルビアの元に駆け寄り抱きついてしまった。腰に手をまわしたままくるくると二回転。ルビアのボリュームある金髪とわがままなバストが遠心力でさらに膨ふくらんで見える。


    　まさかこの二人が姉妹かと思ったが、そんなはずはない。ルビアの妹を部下に持つなど、考えたくもなかった。


    「ウニベル、なぜあなたがここに？」
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    「私、ここで働くことになったんです。だって地元の先輩のルビア姉さんがいらっしゃるんですもの！　それにゴルディアス魔王軍の魔法使いの方たちってとっても素敵でしょう？　みなさん私服でセンスのかたまりじゃないですか。第一志望で決めました！」


    　おいおい、さっきと言ってることがまったく違うぞ。


    　エルブランコは真顔で女子二人がいちゃつく姿を見つめていた。


    　まさか同郷の先輩後輩だったとは、偶然の再会としてはよくできている。


    「でも、なんであのしょうもないエルブランコ君なんかと一緒にいるの？　まさか騙だまされてるんじゃないでしょうね？」


    「一応、研修担当なんです。ほんとはルビア姉さんのところで働きたかったんですけど、組織ってそういうものなんですよね。上司には逆らえません」


    　なぜかルビアに睨にらまれる羽目になったエルブランコは、腕を組んでそのプレッシャーに負けないよう胸を張る。それに一応ってなんだよ、ウニベルの奴め。


    「何か変なことされていない？　いつも変な白いスーツを着てて、あれをカッコいいなんて思ってるみたいなの。一体どんなファッションセンスなのかしらね」


    「大丈夫です。私も使いっ走りの仕事を一生懸命勉強させてもらっています」


    「まあ。あなたの魔法力をまったく生かせていないようね。本当ならこの魔法塔で働くほうが経験を積めるというのに。『海は人魚に任せろ』とはこのことよ」


    「ルビア姉さんにそう言っていただけるだけで、私も今の仕事に耐えられます。エルブランコ先輩の下で酷使されるのも経験です。無駄な仕事なんてないと思っています」


    　ガールズトークだか上司批判だかよく分からない会話を聞かされるほうの身にもなってほしい。「海は人魚に任せろ」なんてことわざも初めて聞いたぞ。


    「ウニベル、行くぞ」


    　ひとり蚊か帳やの外でこの空気に耐えられずに口を挟むことにした。


    　単純にアマリージョを待たせてしまっていることを思い出し、焦あせりが生じたのもあるが、ウニベルとルビアの親密な関係に嫉しつ妬とを抱いてしまったのかもしれない。


    「アマリージョ様、ちょっと苦手なんです。まだ距離感が掴つかめなくって」


    「確かに、少々気難しいところがあるからね。そうだウニベル。カフェにいいコーヒー豆が入荷したの。飲んでいけばいいわ。魔王軍のことをいろいろ教えてあげる」


    「いいんですか？　やった！」


    　いやいや、仕事中ですよ姉さん。


    「エルブランコ君、アマリージョ様は上にいらっしゃるわ。そんなとこで突っ立ってないで、早く行ったほうがいいと思うわよ。時間には厳しい方よ」


    「あ、先輩。私も大事な用事ができましたので、あとはよろしくお願いします」


    　いや、全部聞いてたんですけど。


    　エルブランコの返事を待たずして、二人はカフェの高級そうな革張りのソファに落ち着いてしまった。なんということでしょう。ここまで堂々とサボりをお願いされるとは。


    　ここで問答している時間はない。エルブランコは同期とはいえ気の強いタイプのルビアは滅法苦手であった。口くち喧げん嘩かをしても勝てた試しがない。


    　仕方ない。せっかくの再会なんだからと、自分を納得させてひとりで行くことにする。


    　はぁ、情けない。


    



    　ホールの中央の柱には両開きのドアがあり、横のボタンを押すと静かに扉が開かれた。その中は四角い小部屋になっており、行きたい階層のボタンを押すと自動で運んでくれる。


    　エレベエタと呼ばれるこの自動昇降装置も魔法を動力として起動している大型の魔導器だ。


    　この塔の地下では多くの魔法使いたちが日夜魔力を放出してエネルギーを貯ためており、そのエネルギーがこういった設備を動かしているのだ。


    　アマリージョの部屋は塔の最上階にある。体に軽くかかる重力に、自分が高いところへ運ばれていることを実感させられる。まるで足の裏から魔力を吸い取られているみたいだ。


    　エレベエタが止まり、小部屋の扉が開く。


    「遅かったわね、エルブランコ」


    「すいません」


    　自分だけのせいではないので不本意であったが、とりあえず謝っておく。部下のせいにするほど器は小さくはない。


    　部屋では大きな窓を背に、アマリージョが露出の多いビキニ姿でソファにふんぞり返っていた。魔法使い班のトップがこんな格好をするものだから、ルビアもああなってしまうのは納得がいく。部下はどうしても上司の影響を受けてしまうものだ。いつかウニベルも上司の影響を受けてくれるのだろうか？　いや、絶対ないだろうなぁと、エルブランコはため息ひとつ。


    「あなた、ニート勇者対策で動き回っているそうだけど、首尾はよくて？」


    　アマリージョに尋ねられたエルブランコは慌てて回答する。


    「はい。ロホ博士とアスール大帝と稟りん議ぎを重ねまして、ポルデアン村周辺のモンスター配備案は間もなくゴルディアス様に提出できる算段がつきました」


    　申請書はまず四天王全員の決裁が下りてから、魔王への提出となる。アスール大帝の起案の段階でこのアマリージョにも同様の暫ざん定てい案は送られているはずだった。


    「アスールの案を見たけど、初期配備にしてはえらく強いモンスターを使うようじゃない？　レベル５ゴブリンだったかしら。ちゃんと戦力分析と戦闘シミュレーションがされているのか心配なんだけど」


    　アマリージョの指摘はロホのものと同じであった。今回の勇者を誰もが過小評価しているため、そう思われても仕方がないのだろう。


    「すでにアマリージョ様のお耳にも入っているかもしれませんが、村の武器屋ではドラゴンスレイヤーを売り出している模様です。協会側の恣し意い的てきな協力態勢を感じさせます。それもあって今回は一段階上のモンスターを配備するというアスール大帝のご意向のようです」


    「ふん」


    　彼女も当然知っているかのように鼻を鳴らす。


    　これはアスール大帝が仕入れた情報なので、二人が共有しているとは思えない。アマリージョも独自に偵察隊を送り込んでいると見て間違いない。


    　アマリージョは足を組み替え、背中の羽が小さく羽ばたいた。


    「そのニート勇者が今朝、ドラゴンスレイヤーには目もくれず、こん棒を買ったということまで調べているんだろうね？」


    「こん棒？」


    　エルブランコはつい大声を出してしまい、慌てて口元を押さえた。


    　最弱の武器と称されるこん棒を買った？　なんのために？


    「それは、武器屋でもっとも安価であり攻撃力も低く、持ち手に軽くバンテージを巻いただけのあの木の棒切れのことですか？　それを勇者が買ったと？」


    「私を疑うつもりかい？　お前らの情報源が何かは知らないけどね、私らは偵察にも優秀な魔法使いを送り込んでいるんだよ。脳筋だらけのアスールんとこと一緒にしてもらっちゃ困るね。ほらごらん」


    　アマリージョが指を鳴らすと、テーブルに置かれた大きな水晶玉が光りだした。その中にはとある建物の中を俯ふ瞰かんで捉えている映像が映った。


    　ポルデアン村の武器屋だ。


    　カウンター越しに店主と思われる髭ひげ面づらの男に対しているのは間違いない、勇者だ。


    　エルブランコは、協会から送られてきたデータに添付された写真でしか顔を見たことがなかったので、動いている勇者を見るのは初めてだった。


    　エルブランコは何か反応しようとしたが、アマリージョが片手で制した。黙って映像を見ろということだろう。


    　それに従い水晶玉に近寄り、その中で動く映像を凝視した。どうやら音声はないようだ。


    　髭面の店主は店に入ってきた勇者に何やら話しかけている。


    　対する勇者は終始キョロキョロして落ち着きがない。服装も鎧よろいではなく、Ｔシャツ一枚で、首元はダルダルに伸びているのが映像でも分かる。服を買いに行くための服がない、といったような出いで立ちだ。一応勇者として見られる側の立場なんだから、もうちょっと貫禄ある格好をしてほしい。こんな勇者と戦う魔王軍までなめて見られないかと、変な心配をしてしまう。


    　勇者は武器を見定めるわけでもなく、もじもじしながらポケットの中から札束を取り出した。軽く千ドルンはありそうだ。これは勇者協会が準備した勇者支度金であろう。


    「まさかドラゴンスレイヤーが最初の村で六百ドルンで買えるとは、破格すぎますね」


    「そもそもこんな弱そうな奴が、あのドラゴンスレイヤーを持とうなんて千年早いね。武器にも格があるのよ。図ずう々ずうしいったらありゃしない」


    　アマリージョはキレ気味で言い放った。背中の羽も不機嫌そうに揺れている。


    　武器屋のショーウインドーにはそれこそいろいろな武器が並んでいた。戦士系には定番の鉄の剣や鉄の斧おの、魔法使い系に人気がある木の杖つえもラインナップされている。


    　その中でもひときわ仰ぎよう々ぎようしく、傷がつかないように赤い布が敷かれた桐の箱に納められている剣が見える。


    　これこそ竜をも切り裂いてしまうとされる伝説の剣、ドラゴンスレイヤーだ。


    「まさかこんなところでお目にかかれるとは思いもしませんでした。あの伝説の剣に」


    「あなた見たことないの？　ちょっと勉強不足じゃないの？」


    　やはり今日のアマリージョは機嫌が悪い。迂う闊かつなことは言えないぞと、エルブランコは頭を下げた。


    　そのドラゴンスレイヤーは明らかに輝きが違った。幾多の勇者の手に渡り、強大な竜と戦ってきたのであろう。映像を通してもそのオーラは感じられた。


    　一言二言、勇者と店主は会話を交わし、勇者はショーウインドーの中で輝くドラゴンスレイヤーを指さし、お札を数え始めた。


    　なんの問題もない。エルブランコはアマリージョの顔を窺うかがったが、まだ終わらないとばかりに彼女は水晶玉を顎あごで示す。


    　店主は片手を差し出し、「ちょっと待った」といったポーズを取り、何か喋しやべりだした。


    　どういうことだ？　売買契約が成立したのではなかったのか？


    　勇者は一方的に話す店主を不安そうに見ながら、何度も頷うなずいている。


    「何を、話しているんでしょうか？」


    　エルブランコが待ち切れずそんな言葉を吐いた瞬間、事態は進行した。


    　店主がショーウインドーから取り出したのは鉄の剣だった。伝説の武器を差し置き、勇者の初期装備の定番である鉄の剣を、そのまま勇者に手渡した。


    「鉄の剣を売りつけようというのですか？　ドラゴンスレイヤーではなく？」


    「いちいちうるさいわね。黙って見てられないのかしら」


    　アマリージョに注意され、エルブランコはもう黙って水晶玉を見つめるしかなくなった。


    　その鉄の剣を受け取ろうとした勇者は、両手でもそれを受け止められず、床にゴツンと落としてしまった。想像以上に重かったのだろう。


    　それでも勇者は鉄の剣を振りかぶろうと試みるが、なかなか持ち上がらない。これでは武器というよりただの鉄の重りだ。勇者の膝ひざがプルプル震ふるえているのが映像からもよく分かる。


    　まともに鉄の剣も振れない勇者とどうやって戦えばいいのだろうか。


    　恥ずかしそうな勇者は鉄の剣は諦あきらめて、ショーウインドーの端にひっそり並んでいるこん棒を指さした。そのへんの森で拾ってきたような、ただの木の棒。鉄の剣よりは軽いはず。


    　呆れ顔の店主は指を四本立て、勇者は黙って四十ドルンを支払った。


    　結局ドラゴンスレイヤーは桐箱に入ったまま、出されることすらなかった。


    「これ、どういうことですか？　この武器屋は一体？」


    　勇者がこん棒を両手で抱かかえて店を出ていくところまで見届け、アマリージョに素直な疑問をぶつけた。エルブランコには冗談にしか見えなかった。


    　アマリージョは大きくため息をついてソファに座りなおした。


    「このドラゴンスレイヤーを卸おろしたのは、国際勇者協会よ。今回三十年ぶりに誕生した勇者をアシストするために、六百ドルンで売る契約でこの武器屋に斡あつ旋せんしたのさ。スポンサー絡みのことかもしれないわね。ここまではお前たちも調べていたこと」


    「はい。協会が自腹を切ったのかと、そうロホ博士とも話していました。もちろん勇者がこのドラゴンスレイヤーを買うものだと思っていましたが」


    「じゃあなぜこの武器屋は勇者に売りつけなかったのか？」


    　アマリージョは言葉を切り、足を組み替える。


    「まさか」


    「このあと武器屋はドラゴンスレイヤーを抱えて隣町に走っていったよ。勇者に六百ドルンで売るより、他の町の武器屋に売ったほうが儲もうかるからさ」


    　それこそ冗談のような話だが、商売として武器屋の立場になってみると至極当然なことだ。


    　もしドラゴンスレイヤーを正規のルートで買おうとするならば、入手難度の高さからプレミアもついて三十万ドルンはくだらない。それを勇者に六百ドルンで売るよりも、他の武器屋に転売したほうが儲けは出るに決まっている。


    　そういえばさっきロホ博士の研究室でも、ウニベルと研究員たちがそんな会話で盛り上がっていたのを思い出した。


    「この武器屋、『お客様にはドラゴンスレイヤーは少々かさばるのではないでしょうか』なんて言ってショーウインドーから出しもしなかったのよ。それで勧めた鉄の剣は重くて持つことすらできず、こん棒を買うなんて、前ぜん代だい未み聞もんよ」


    　アマリージョは失望の表情が浮かべながら、さらに続ける。


    「協会が同じようなことを防具屋でもやっていることはもちろん知っているんだろうね？」


    　武器屋以外のことは把握していなかった。おそらくアスール大帝もそこまでは情報を得ていないはずだ。エルブランコは恥ずかしそうに、横に首を振った。


    「防具屋でもドラゴンメイルとドラゴンシールドを並べていたのよ。同じく破格の値段で。最初にこの計画を企たくらんだのは、この防具屋よ。安物を売りつけて、ドラゴンシリーズを他の町に売りに行った。ボロ儲けして羽振りがよくなった防具屋を見た武器屋も同じことをやってやろうと、こういうわけよ」


    「じゃあ、勇者の今の装備はこん棒と？」


    「布の服に、盾たては鍋の蓋ふたさ。まんまと騙だまされてこんなもん買わされるアホ勇者と戦うなんて、私は最初から反対だったのよ」


    　アマリージョもお手上げの様子で、怒りというより諦あきらめの感情のほうが勝まさっているようで大きなため息が漏もれた。


    　確かに最初の町ではこん棒や布の服、そして盾にカテゴライズされた鍋の蓋というものも売ってはいる。しかし、勧められたからとはいえそれらを本当に買うだろうか。ドラゴンシリーズというほぼ最強装備を手に入れられるチャンスをまんまと逃のがすとは。


    　三十歳にもなってなんという情報弱者、なんという無む垢く。いや、アホ丸出し。


    　鍋の蓋とこん棒を持って町を歩くマヨールを見て、誰が勇者と気付くだろうか。見た目だけなら大衆食堂のアルバイトである。これほどまでに手のかかる勇者とは思いもしなかった。


    「とにかく、私はこのアスールのモンスター配備案にハンコは押せないね。こんなアホ勇者じゃ、町を出た瞬間に即死よ。ほら、あのバカ大帝に叩たたき返してきな！」


    　アマリージョが勇者の情報を持っていなければ危ないところであった。鍋の蓋とこん棒を構えた勇者に屈強なゴブリンをぶつけてしまうところだ。


    　エルブランコはエレベエタのボタンを押し、振り返ってアマリージョに向かって深くお辞じ儀ぎをした。


    「あんたらのためにやってるんじゃないからね。あくまでゴルディアス様を倒すに相応ふさわしい勇者かどうか見極めるためよ。ほんと、脳筋どもの情報収集能力は頼りにならないね」


    　彼女は追い払うように片手を振った。


    　エルブランコは魔法使いたちの間でアマリージョがどう呼ばれているかをこっそり聞いたことがある。ツンデレ魔法使い。どの世界、時代においても部下の上司を見る目にくるいはない。


    　エルブランコはもう一度深く頭を下げ、エレベエタに乗り込んだ。


    



    　一階に下りるとちょうど昼休憩に入ったのだろうか。地下で魔法エネルギー放出作業をしていた魔法使いたちがカフェでたむろしていた。


    　エルブランコと同じようにスーツやマント姿の若者が多い。なかには髪を赤く染め、レプリカの角つのをあしらったカチューシャを着けている者もいる。


    　魔法使いのファッションといえば体全体が隠れるワンピースのようなダボダボな服にとんがり帽子が主流であったが、最近はそれに限らない。


    　エルブランコは黙ってその色とりどりな魔法使いたちの中からウニベルを捜した。


    　とりあえず勇者の実態を他の四天王にも知らせないといけない。


    　こういうときにウインドテラーの魔法が使えれば便利なのだが、いかんせんエルブランコの魔力では覚えることができなかった。ウニベルと手分けをして四天王のもとへ伝達するしかない。


    「ウニベル！」


    　ルビアとウニベルはカフェのボックスシートで、数人のアバンギャルドな格好をした魔法使いたちに囲まれていた。ほぼ裸に思えるような女魔法使いもいる。


    「ウニベル、行くぞ！　仕事だ！」


    　ちょっときつめの口調を投げかけると、魔法使いたちからこいつは何を無粋なことを言いだすんだという視線を浴びせられた。どうやらウニベルを囲んでいろいろ質問攻めにしているところらしい。


    「もうアマリージョ様の用事は終わったの？　ウニベルはすっかり人気者になっちゃったわ。なんであなたみたいな奴の下につくことになったのかしらね」


    　相変わらず嫌みったらしいルビアに構うことなく、ついでにそのヘビーな胸の谷間にも見向きもせず、ちょこんと座ってすまし顔のウニベルを手招いた。


    「そろそろ行きます。ルビア姉さん、勉強になりました。みなさんも、またいろいろ教えてください」


    　立ち上がったウニベルは笑顔でぺこりとお辞儀をして、エルブランコの元へ来るときには明らかな不満顔に変化していた。


    「ウニベルちゃん、がんばるのよ！　我慢も大事よ！」


    　緑色の髪をした魔法使いがウニベルに向かって叫んだ。


    　一体どんな話をしていたのやら。魔法使いの間で自分の評価が一気に下がったような気がして、早歩きで魔法塔を脱出した。


    



    　魔法塔から外に出ると、季節は冬とはいえ今日は日が差していて暖かく感じる。それでも空調が完備されていた屋内との温度差で一気に体温が失われる。


    　モンスターのなかでも、獣人型など寒暖の差を気にしないような皮ひ膚ふの厚い不感性な者たちもいるが、エルブランコのような人型は気温の差には滅法弱い。


    　今も城の眼前に広がる庭で食事をとっているのはほとんどが獣人型のようだ。自前の毛皮を纏まとったトラの風ふう貌ぼうをしたモンスターが生肉に齧かじりついているのを見て、その季節感のなさに食欲をなくす。


    「先輩、そろそろランチの時間ですよね。今日は何を食べましょうか？」


    「は？　お前さっきまでルビアとお茶してただろ！」


    　ウニベルがランチ中のモンスターを目ざとく見つけては、昼休みの権利を主張してくる。まだまったりするつもりとは、なんとも図ず太ぶといというか、何も考えていないのか。


    　魔王軍の中でも一応幹部扱いのエルブランコはフレックスタイムでの就業となっている。どうしても喫きつ緊きんの仕事が多くなるため、フレキシブルに動く必要があるからだ。そのエルブランコの下で働くウニベルも、それに倣ならわざるを得ない。


    「緊急事態が起こった。今すぐ四天王に伝えなければいけないことができた。私はロホ博士のところへ行くので、お前はアスール大帝とベルデラ将軍のところへ行ってくれないか」


    「私ひとりでですか？　何を伝えればいいんですか。一緒に行きましょうよぉ」


    　眉まゆをハの字にして急にしおらしく頼ってくるのを見ても、さっきからの行動と発言で素直に受け取れなくなってしまっている。


    「これを届けてくれればいい」


    　エルブランコはぶつぶつ独り言を言いながら眉み間けんを摘つまむような仕草をした。続けて眉間から青白い糸を引っ張りだす。そしてそれが手のひらの上に乗ったときには限りなく透明に近い球体になった。かろうじて張力で丸く形作られた大きな雨粒のような球体。その動作を二度繰り返し、ぶよぶよな球体を二つ出現させた。


    「このメッセージボールを、届けてくれ」


    　両手からスライム大の球体を丁てい寧ねいにウニベルに手渡す。メッセージボールと呼ばれたのは、エルブランコが言葉を詰め込んだメモリデバイスのようなものである。この球体に言葉を詰め込み、第三者に伝達する魔法なのだ。先ほどアマリージョが風に言葉を乗せてきたウインドテラーは、この魔法の上級魔法である。


    　ウニベルはそれを片手にひとつずつ慎重に受け取り、不安そうな顔のまま道場のほうへ小走りで向かった。素直なのか、邪気があるのか、最近の若者の扱いは難しい。


    　エルブランコもまた、小さくなっていくウニベルの背中に見切りをつけ、ロホ博士の研究室へと向かうことにした。


    



    　地下の研究室でも休憩時間であったが、研究員の半分以上はすでに食事を終え自分のデスクで水晶ディスプレイに向かって仕事を始めていた。サンドイッチを齧かじりながら、仕事をしている者もいる。


    　ロホ博士も例外ではなく、すでにキーボードを叩たたいている。エルブランコは声をかけるタイミングを計っていたが、先にロホ博士のほうが彼の気配に気付いて振り返った。


    「エルブランコか。どうしたんじゃ？」


    　ロホ博士は勇者が次に向かうであろうダンジョンの宝箱配置をシミュレートしているようだ。


    　実はこういったことも勇者を迎え撃つ魔王軍の仕事なのだ。誰があんな洞どう窟くつの宝箱にわざわざ金やアイテムを入れておくだろうか。すべて魔王軍の努力の賜たま物ものだ。


    「問題が起こりました。勇者の行動に予期せぬ事態が」


    　今度は椅い子すごと振り返ると、かけていた眼鏡めがねを外し、上目使いでエルブランコを値踏みするように睨にらんできた。自然と背せ筋すじが伸びる。


    「勇者がドラゴンスレイヤーではなく、こん棒を買ったという情報が入ってきました。それと合わせて、防具は布の服と、盾たては鍋の蓋ふたを装備しております。勇者がこのまま冒険に出る前に、直ただちにモンスター配備を見直す必要が出てきました」


    「なぜだ？　ドラゴンスレイヤーがあるのに、こん棒を買うバカがいるものか」


    　何百年生きているかも分からない知識と経験の宝庫、ロホ博士にしても予想外だったらしく、まるで信じられないという声を上げた。


    　エルブランコは先ほどアマリージョのところで見た武器屋での映像を細かく報告した。


    　ロホ博士は信じられないという顔で聞いていたが、報告が終わるとデスクに立てかけてあった杖つえを手に取り、エルブランコには目もくれず研究室の大部屋のほうへ向かう。デスクに積み重ねられていた本が数冊落ちてしまったが、それどころではない。


    「偵察班にすぐに連絡を取って、勇者を足止めするように伝えい！　このまま町の外に出たら、三秒で死んでしまうぞ！」


    　指示された研究室の主任デーモンが慌てて連絡を取ろうとキーボードを叩たたく。


    　水晶ディスプレイは城内すべてにネットワークが敷かれていて、各部屋へ連絡が取れるようになっている。


    「モンスター配備の実行はアスールじゃな？　彼には？」


    「もちろん、連絡を入れています」


    　エルブランコは額ひたいから流れる汗を拭ぬぐいながら答える。ロホ博士の切せつ羽ぱ詰つまった表情を見ていると、その性急さが伝染してきた。


    「緊急四天王会議を開く！」


    　ロホはそう言い残し、再び自分のデスクに慌ただしく戻っていった。エルブランコは、主任デーモンに会釈し、研究室を飛び出し、北塔最上階の会議室へと走った。


    



    　会議室にはすでにロホ博士が、腕を組んで室内を歩き回っていた。ロホ博士は研究室から魔法でワープしてきたのだろう。ワープの魔法が使えないエルブランコは、愚直に塔の回廊を駆け上がってくるしかなく、己の魔法力の低さを悔やむ。


    「まだ、揃そろいませんか？」


    「ベルデラは現場に向かうとのことだ。アスールとアマリージョは何をしているのだ！」


    　ロホ博士は待ちくたびれたのか、珍しく彼の言葉には怒気が含まれていた。


    　エルブランコがここに来るまでも、数人の内勤班の間にこの勇者がこん棒を買ったという話は広まっていた。エルブランコが思っていた以上に、状況は取り返しがつかない方向に進展しているようで、とにかく気持ちだけが焦ってくる。


    　間もなく、扉を開けてアスール大帝が入ってきた。


    「ウニベル君に聞いた。ポルデアン周辺のモンスターには一時撤退を命令した」


    　訓練を途中で切り上げてきたのであろうアスール大帝は、先ほど道場で会ったときと同じ上半身裸のままであった。


    　エルブランコは彼に頭を下げる。とりあえず、勇者が最初の戦闘で死ぬことは防げた。


    　アスールの報告が終わると、室内の空間が縦に切り裂かれ、その隙すき間まをすり抜けてアマリージョが現れた。


    「しっかり調べてもらわないと困るわね。四天王が中途半端な情報掴つかまされて、恥ずかしいったらありゃしない。武器屋の品しな揃ぞろえを調べるくらいなら、スライムにだってできるわよ」


    　アスール大帝がドラゴンスレイヤーの情報だけを掴つかんできたことに対する皮肉だ。勇者がこん棒を買ってしまうことまではさすがに予想できない。


    「本当に勇者は、こん棒、布の服、鍋の蓋ふたで冒険に出る気なのか？」


    　口が開けないでいるアスールに代わり、ロホが質問した。


    　アマリージョは片手をかざし、机の上に水晶ディスプレイを転送させた。おそらく先ほど彼女の部屋で見た映像を、この二人にも見せるのだろう。


    　すでに見ているエルブランコは一歩下がり、水晶の前はロホ博士とアスール大帝にポジションを譲った。特にアスールが、じっとしていられず水晶を覗のぞき込み、勇者がこん棒を買う羽目になる映像に食いついた。


    「まったく、なんという勇者じゃ。協会から支度金は潤じゆん沢たくに出ておるはずなのに、こん棒を買うとは。何よりこの武器屋じゃ。プロ意識がなさすぎる。勇者法に抵てい触しよくするのではないか？」


    　一通り映像が終わるなり、ロホ博士が感想を述べながら定位置に座った。


    「さらには鉄の剣すら重くて装備できんとは。修行が足りんにもほどがある！　今すぐ道場で鍛えてやりたいくらいだ！」


    　アスール大帝は勇者の鍛たん錬れん不足に怒り心頭だ。鉄の剣すら装備できずにモンスターとどうやって戦っていくのか、甚はなはだ疑問である。


    「あんたなら訓練でも勇者を殺しちゃうでしょうが！　あんたが良かれと思ってやることは大概逆効果で有り難迷惑なのよ。いい加減学習しなさい。そもそも、こんな勇者を選ぶ協会が悪いのよ。就職もしていない。かといって勇者を目指して修業していたわけでもない、勇者としての定説もわきまえていないのよ？　こんな奴、ゴルディアス城までたどり着けるわけないわアルバイトすら続かないのよ？」


    　アスールと協会と勇者への不服を前面に出すアマリージョ。今日はとにかく目に映るものすべてに喧けん嘩かを売っているような勢いである。彼女の言うことはもっともであり、誰も否定はできない。こんな勇者であってもがんばって戦おうと決めたからこそ、もどかしい気持ちでいっぱいなのだ。


    「それでアスール。この勇者にはどのモンスターをぶつける予定じゃ？」


    「ああ、それが……」


    　ロホ博士の質問にアスール大帝は歯切れが悪く、顎あごをさすりだした。急に誰とも目を合わそうとせず、モンスター軍随ずい一いちの槍の使い手も今はやけに背中が小さく見える。先ほど道場で息巻いていた人物とは同じに思えない。


    「勇者の足止めをするように偵察班のベルデラには言ってあるが、早いとこモンスターの再配備をしなければいかんぞ。あの勇者の行動は読めん」


    　ロホ博士も状況を鑑かんがみて急せかすが、いかんせんアスール大帝は歯切れが悪い。


    「それが、レベル５ゴブリンより弱いモンスターが、いないのだ」


    「いない？　どういうことよ？」


    　アマリージョの眉み間けんに皺しわが寄る。整えられた眉まゆが不自然に釣り上がる。ロホ博士も鋭い目つきでアスール大帝を見み据すえる。


    「この三十年、モンスターを鍛えすぎて、総じてレベルが上がりすぎたのだ。こん棒を装備するような勇者とはレベルが釣り合わん」


    「あんた、何してんのよ？　馬鹿みたいに毎日訓練ばっかりしてるからそんなことになるんでしょうが！　まったく、これだから脳筋は！」


    「脳筋とは何か！　ならば貴様のところの魔法使いを配備したらよかろう！」


    「レベル１で魔法防御も期待できないニート勇者に魔法使いをぶつけられるわけないでしょう！　なんのための外勤班なのよ！」


    「ここで喧けん嘩かしても仕方なかろう！」


    　なんとか間にロホ博士が入ることで、二人を黙らせることには成功したが、アスール大帝の歯を食いしばる音が今にも響いてきそうである。


    　基本的に魔王軍には多種多様なモンスターが所属している。ゴルディアス魔王を頂点に直属の四天王がおり、その下には大きく分けて内勤班と外勤班がいる。内勤班はロホ博士やアマリージョが統率している研究班や魔法班、総務班など、城内において活動している者たちである。一方の外勤班はアスール大帝とベルデラ将軍が率いる、城の外で戦闘や偵察をする者たちだ。


    「アスールよ、外部のモンスター派遣会社には頼めないのか？」


    　モンスターは魔王軍所属だけではなく、この世界には独立したものも存在する。それらフリーのモンスターを雇っている民間の派遣会社も存在し、協会や魔王軍から委託されて勇者や町を襲おそうこともある。


    「外注はもちろん検討してみたのだが、今回のケースに適合する最低レベルのモンスターを扱うのはスライムカンパニーという会社くらいしか、うちと取引があるところはないのだ」


    「じゃあそこに頼んでスライムを大量に派遣してもらえばいいじゃないの」


    「それが、今週はちょうどスライムの感謝祭週間らしく、すべてのモンスターが休暇を取っているらしい」


    　アスール大帝の言葉に、ロホ博士は頭を抱かかえてしまった。


    　スライムの感謝祭とはなんのことだろうとエルブランコは疑問に思ったが、とりあえず今はそのまま議事録に書き留めた。


    　おそらくスライム界にも崇あがめるべき偶像がおり、それに感謝するために家でご馳ち走そうを作ったりキャンプファイヤーでも囲んで踊ったりするのだろうと、無理やり想像してみる。うん、楽しそうなイベントだ。


    「なんでうちにはスライムがいないわけ？」


    「スライムはあの独特の形状と個体数の多さゆえ、この城では生活できんのだ。寒さにも弱いからの。それで今は一括でスライムカンパニーという会社が管理しておる。しかし、困った。アスールよ、うちのゴブリンが手加減して勇者と戦うことはできんのか？」


    　ロホ博士がアマリージョの質問に答える。スライムにも生きていくために適切な環境というものがあるのだろう。


    「この三十年間、ずっと訓練に訓練を重ねてきたからな。おそらく布の服を着たレベル１の勇者など一撃であの世行きだ。ドラゴン装備が揃そろっていたら、スリリングな戦闘ができたというのに」


    「ちょっとあんた、協会がドラゴンシリーズを用意してなかったらどうするつもりだったのよ！　それにモンスターのレベルを上げすぎたって報告はさっき初めて聞いたわよ。全部あんたの責任じゃなくって？」


    「我々外勤班は訓練が日課なのだ！　毎日水晶の前でカチャカチャやっている貴様らは楽でいいがな」


    「何それ？　内勤班を馬鹿にしてるわけ？　私らが魔法を動力にしてなきゃ、あんたら脳筋はすぐにでも凍こごえ死んじゃうのよ？　ああ、いいわよ。今すぐ魔法の供給をやめてやるわよ。この城の温度が快適に保たれているのに感謝しない奴は、凍ったまま朝を迎えなさい！」


    　アスール大帝とアマリージョは仁に王おう立だちで激しく言い合っている。


    　内勤班と外勤班は反そりが合わないのだ。どちらも自分たちの仕事に誇りを持ちすぎていて、相手側の仕事を尊重しようとしない。顔を合わせるとこういう対立が起こってしまうのは、種族や形態が異なる魔王軍ではある種仕方のないことである。


    「まあ落ち着くんじゃ。わしらが争っていてはいい案も出んぞ」


    　ロホ博士が諫いさめるも、しばらく誰も発言しないまま無言の時が流れた。打開策をひねり出そうとするも、これといった案が出てこないのだ。


    　会議が完全に膠こう着ちやく状態となったところで、静寂を切り裂くように「ジリリリ」とテレフォネが奇声をあげた。


    　エルブランコも無言に耐えられず手持ち無ぶ沙さ汰たを解消するため、急いで水晶玉に手を差し伸べる。連絡してきたのは勇者協会であった。


    「ゴルディアスさんとこかい？　協会のネグロだがね」


    　協会からのテレフォネはいつも間が悪い。ネグロはこちらの状況に気を遣うことなく、いつも通り捲まくし立ててくる。


    「勇者に動きがありそうだと情報が入ったんだけど、ちゃんと対策をしてくれとるんだろうね？　こういうのって普通はそっちから報告をしてくるもんじゃないの？　協会はあんたらの情報屋とは違うんだけどね」


    　極めて無礼な口ぶりに、エルブランコの手は震ふるえた。すかさずロホ博士が静かに立ち上がり返答した。


    「ネグロ理事、貴重な情報をありがとうございます。こちらも今ちょうど対策を練っていたところでして、報告が遅れたことはお詫わびします」


    「あと、勇者がこん棒を買ったんだって？　うちがドラゴン装備を揃そろえてやったのに、あんたらが舐なめられてるからそんなもん買っちゃうんじゃないの？　勇者を成長させるのも魔王軍さんの仕事でしょうが。一体何をしとるんだ。城でペチャクチャ会議してるだけなら馬鹿でもできるんだけどね」


    　すでに協会にもその情報は入っているようで、勇者がこん棒を買った責任をすべて魔王軍に押しつけてきた。鉄の剣すら装備できない人間を勇者に選んでおいて、勝手すぎる。


    　アマリージョも親の敵かたきでも見るような目でテレフォネを睨にらんでいる。


    「選抜軍だってあんたらから立候補してきたんだからね。今さら無理でした、戦えませんってわけにはいかないんだよ。あんたらがどうなろうと知ったこっちゃないけどね、スポンサーも今回の勇者には期待して金を出してくれてるんだわ。その声はロホさんだっけ？」


    「ええ、ロホでございます。直ただちにポルデアン村周辺に、勇者包囲網を張る所存でございます」


    「はぁ、そうですか。あんたらのとこにも協会から補助金を出してやっとるんですよ。そのへん肝に銘めいじて、必死に働いてくださいや」


    　最後はネグロの舌打ちとともにテレフォネは一方的に切られた。


    　選抜軍になると協会から多少の補助金が与えられる。その補助金の用途なども追って報告する義務があり、勇者戦における金の流れも協会に握られているのだ。


    「勇者の装備が貧弱なことも協会にはバレておるようじゃ。すべてわしらの責任とは、どの口が言うのやら」


    　協会もこの勇者の行動は予想できなかったに違いない。そもそも鉄の剣すら重くて持てない勇者が、ドラゴンシリーズ一式を装備できたかどうかは懐疑的ではあるのだが。


    「とにかく、わしらが思っていた以上に事態は急せいておるようじゃ。適応レベルのモンスターがいないのなら、仕方がないわい」


    「博士、どうするっていうのよ。勇者は今にも出てきそうなのよ。スライムの感謝祭とやらが終わるまで足止めできそうにないわ」


    　何か決意したような物言いのロホ博士に、アマリージョがイライラした口調で返す。


    　協会がわざわざ連絡してくるくらいだ。勇者はすぐに出しゆつ立たつするのかもしれない。


    「わしが行こう」


    　ロホ博士がゆっくり立ち上がり、杖つえを握った右手を掲げてみせる。


    「ちょっと博士、いきなり最初の戦闘で四天王と戦うわけにはいかないでしょう？　相手のニートはレベル１なのよ？　しかも武器はこん棒。それにアホなのよ」


    「そうです、ロホ博士。手加減をするにも程度というものがあります。クソみたいな装備の勇者なんか、息を吹きかけるだけで全身の穴という穴から血を噴き出して死んでしまいますぞ」


    　初めてアマリージョとアスール大帝の意見が一致したようだ。


    「最初の敵として四天王が現れるのも新しかろう。大丈夫じゃ。勇者を倒すようなことはせん。きっちり勇者のレベルを上げさせて、なんとか冒険に出られるようにしてみるわい」


    　勇者に倒されずに、勇者のレベルを上げる。いくら博はく学がく多た識しきのロホ博士であっても、そんな相反したことを行うことなど不可能だ。


    「どうするっていうのよ？　ただ突っ立って、勇者のこん棒で殴られるだけっていうの？　結局それじゃ勇者のレベル上げにもならないし、根本的解決にはならないわよ」


    「その通り。勇者は何かしらモンスターを倒すことでしか経験値を得ることはできぬはずです。ロホ博士が倒されない限りは。……まさか博士、死ぬ気ではないでしょうな？」


    　アスール大帝は本気で心配するような視線を送る。


    「まだまだ死ぬわけにはいかんわ。それにこん棒で撲ぼく殺さつされるなんてまっぴらじゃ。魔王軍四天王のひとりロホ、そう簡単に勇者を倒すようなことはせん！」


    　勇者を倒すのか倒さないのか、なんだか答えがない禅問答のようなことを言っている。簡単に答えを導けないエルブランコも頭が痛くなる。


    「そこまでおっしゃるのなら、ここはロホ博士に任せましょう」


    　観念したように、アスール大帝はロホ博士の参戦を受け入れることにしたようだ。


    「まああなたが行くよりかは、博士が行くほうが安心だけどね」


    「な、なにを」


    　またアマリージョとアスール大帝が昔のことを掘り起こして揉もめそうになっているので、ロホ博士は咳せき払ばらいひとつで自分に注意を向けさせた。


    「とにかく、わしがポルデアン村に向かう。協会の手前もある。アマリージョとアスールは勇者が無事レベルアップできたと想定し、その後のルートとモンスター配備を練り直してもらえんか。エルブランコはこの件に関してゴルディアス様への申請書を作ってくれ」


    　アスール大帝は大きく頷うなずき、アマリージョはすでにワープの魔法を唱えている。ロホも足元から徐々に消えていく彼独自のワープの魔法で消えてしまった。


    　残されたエルブランコとアスール大帝も、無言で会議室をあとにしたが、二人とも心配で胃が痛くなってきそうだった。


    　エルブランコは何か忘れているような気がしたが、自室に戻って急いで申請書を作ることにした。


    



    　勇者の冒険の始まりは、その二日後であった。


    　すでに魔王城のモンスターたちの間にも「勇者がこん棒を買った事件」の噂うわさは広まっており、ランチのお供になる話題として猛威をふるっていた。


    　協会からの催さい促そくで魔王軍は焦あせっていたが、勇者は装備を揃そろえてから旅立ちまでゆっくりとしたものであった。親の心子知らず、といった感じであろうか。


    　魔王軍はその間に正式に会議を開き対策を練ったが、結局今の勇者にぶつけられる弱いモンスターは見つけられず、当初の予定通りロホが最初の戦闘に挑むことになった。スライムの感謝祭ももうしばらく続くようで無理は言えなかったらしい。


    　ゴルディアス魔王もロホ博士がどう戦うつもりなのか聞くことなく「ロホ博士なら大丈夫」と決裁をした。魔王が博士にどれだけ信頼を置いているのかよく分かる。


    　どんな勇者であれ、選抜魔王軍は戦わなければいけない義務と責任がある。そのための準備や対策がこれほど無意味に感じる勇者は珍しいだろう。


    　そんな勇者出しゆつ立たつの様子はエンターテインメント化され、全世界に生中継される。


    　この勇者の冒険には全世界からスポンサーが募つのられている。武器やアイテム、またはゆくゆく手に入れるであろう船や飛行艇にも企業によるスポンサーがついていて、裏では莫大な金が動いている。協会としてもその協賛金を無駄にしないためにも、あれやこれやとあらゆる手段を使って勇者の冒険を盛り上げようとしているのだ。


    　その全世界を巻き込んだビッグビジネスのとばっちりを受けるのが魔王軍というのも、なんとも世せ知ち辛がらい世の中になったものである。


    　村の門の外側にマスコミが殺到し、アナウンサーがマイクを持ち勇者の生おい立ちなんかを喋しやべりながら、勇者が村の門から出てくるところを今か今かと待ち構えている。


    　もちろんゴルディアス城内でもその生中継の映像は映し出されていた。


    　城の中庭に大きな水晶玉を置き、パブリックビューイング会場としてモンスターたちが集まっている。主に外勤班のモンスターが多く、すでに中庭は野生臭い。魔法使いなど内勤班の姿が少ないのは自分たちのオフィスでこの中継を見守っているからだろう。


    　エルブランコももちろん自室に水晶ディスプレイがあるので、ひとりで見ていてもよかったのだが、この歴史的な一瞬をひとりで見るのはなにかもったいない気がして、ウニベルを誘ってわざわざ中庭に出てきたのだ。


    　暑苦しい体臭の獣型モンスターたちに囲まれながら、隣ではウニベルが、仏頂面で頬ほおを膨ふくらませて立っている。


    「先輩、今日もお忙しい中、私を忘れないでいてくれてありがとうございます」


    「お前、まだ根に持ってるのか。何度も謝ってるだろう。すまなかった」


    　ウニベルはこの二日間、研修の合間もずっとエルブランコに対して不機嫌を通していた。


    　というのも、先日アスール大帝とベルデラ将軍にメッセージボールを届けるように指示したまま、彼女の存在をすっかり忘れていたことを根に持たれているのだ。


    　ウニベルはアスール大帝へ届けたまではよかったものの、ベルデラ将軍はすでにポルデアン村へ偵察に向かっており、城内を捜し回っても見つかるわけもなく途方に暮れていたそうだ。


    　エルブランコは緊急会議が終わったあとは自室に戻って申請書を書いていたため連絡がつかず、結局ルビアに泣きつき、「エルブランコは部下をほったらかしにして遊びまわっている」という大盛りのレッテルを貼られる羽目になったのだ。これでさらに魔法使いの間での評価がダダ下がりである。


    「あら、今日はウニベルをほったらかしにしていないのね」


    　荒くれた獣たちのなかにはそぐわない柑かん橘きつ系けいの香りがぷんと漂った。


    「ルビア姉さん！　姉さんも観戦に？」


    「ほったらかしにしたわけじゃない！　なんでお前もこんなところに来るんだよ」


    「私の勝手じゃない。ね、ウニベル」


    　ついさっきまですぐそばにいたウニベルは、今はルビアの左腕に絡みついてべったりである。


    　そんなルビアは、今日はマントを閉じてポンチョスタイルだった。あのダイナミックな胸に気を取られないので中継に集中できるというものだ。


    　さて、肝心の勇者の生中継であるが、カメラはポルデアン村の門をバックにアナウンサーが延々と原稿を読む状態が続いている。


    「一体どうなるのかしらね。勇者がこん棒を買ったって噂うわさ、広まってるわよ」


    　ルビアも中庭に置かれた大きな水晶玉を、少し紅潮した顔で見つめている。たぶんこいつもひとりで見るのがもったいなくてここに来たのかもしれない。クールビューティーを気取っていながらも、実はそうでもないのかも。


    「それより、相手がロホ博士なんだぞ。一体、あの勇者にどう仕掛けられるおつもりなのか。倒してもいけない、倒されてもいけない。さらに勇者のレベルも上げねばならない。不可能の三重苦だ」


    「『スライムの首に鈴をつける』とはこのことね」


    　またルビアがわけの分からないことわざを放り込んできた。首のないスライムに対して鈴をつけるなど不可能だ、という意味だろう。


    　いるんですよね、難しいことわざや慣用句を会話に盛り込んで意識の高さをアピールする奴。


    「私は勇者がフルボッコのスッテンテンにやられるところが見たいです！」


    　ウニベルは嬉しそうにはしゃいでいる。


    　エルブランコはなんて言っていいのか、とりあえず隣で無邪気に笑っているウニベルを軽く睨にらみつける。一瞬肩をすくめては、すぐぷいっとルビアのほうを向いてしまった。ああ、また上司としての評価が下がるなと思う中間管理職のエルブランコである。


    　モンスターの立場としてウニベルの発言は至極もっともであるが、それを是とできない事情もある。決してロホ博士に負けてほしいというわけではないが、どうやらこの勝負は出口のない迷路のような閉へい塞そく感かんがある。ロホ博士が負けるはずはないのだ。


    　ああ、まさに「スライムの首に鈴」だ。


    　とにかく初戦で勇者を殺してしまっては、前回以上の大失敗になる。もうロホ博士の伊だ達てに重ねていない年齢と経験に頼るしかない。


    　ポルデアン村の門を映し出す映像に、アナウンサーは「まもなくまもなく」と繰り返している。どうやら用意した資料はすべて読み上げてしまって尺しやくが余ったのだろう。


    　画面の下には「まもなく勇者登場！」とテロップが打たれている。


    　その映像を眺めているゴルディアス城の気の短いモンスターたちは待ちきれずに股をもじもじさせて、大きなあくびをし始めた頃、ようやく画面に変化が起き始めた。


    　何やら村の中が騒がしくなってきたのだ。


    「いよいよ、まもなく、まもなく勇者マヨールが現れようとしております！」


    　アナウンサーも興奮で声のトーンが一段階上がっている。


    「レッツゴーマヨール！　（チャッチャッチャチャチャ）レッツゴーマヨール！（チャッチャッチャチャチャ）」


    　村の中から妙な掛け声と手拍子が漏もれてきた。


    「聞こえますでしょうか！　このコールが！　村人たちが勇者マヨールを送り出すために鬨ときの声をあげております！」


    　レッツゴーマヨールの掛け声の後に続くのは村人たちの手拍子である。初うい陣じんに向かう勇者を鼓こ舞ぶするかのように、門の内側からその声と手拍子は次第に大きくなっていく。


    「感動的な光景であります！　遅咲きの大器として誕生した勇者マヨール。父の果たせなかった夢を叶かなえるため、今ここに出陣！」


    　エルブランコはその声を聞くだけでなんだか恥ずかしくなって、むしろ狂気を感じた。


    　一緒に見ているモンスター軍も半分は同じ感情なのかやや引き気味で、あとの半分は大声で笑っている。ウニベルにいたっては面白がって一緒に手拍子をしている。


    　どうやらこちら側で感動なんかしている者はひとりもいない。


    「門が開こうとしています！　今ここに、勇者マヨールの勇敢な姿が！」


    　とまで言って、カメラが徐々に開いていく門を捉えた。


    　そこから現れた勇者の姿が見えたと同時に、アナウンサーは「え？」と漏らして固まってしまった。無理もない。エルブランコは大きなため息と、まわりから起こると予想される大爆笑に備えるため耳を塞ふさいだ。


    　世界中が目にした勇者は、布でできた簡素な服を着込み、左手には鍋の蓋ふたをちょこんと摘つまみ、右手にはなんの高揚感も生み出さない木のこん棒である。


    「ゆ、勇者マヨールの登場、ですか？」


    　思わず疑問形にしてカメラマンと目を合わせているアナウンサーが気の毒でならない。


    　珍妙な勇者の格好に、誰もが目を疑った。


    「マヨールがこの冒険に選んだ装備は、こん棒です！　なんと大胆な勇者でありましょう！　待ってろゴルディアス、お前などこのこん棒で十分だ！　そんな気概が見えてまいります。なんとも末恐ろしい、まさに希代の大勇者がここに生まれたのかもしれません。私たちは歴史の目撃者となり得ました！」


    　これがアドリブだったらたいしたものである。多少の動揺は見られたが、うまくこのダメ勇者の奇行を盛り返してしまった。実際は鉄の剣すら重くて持てなかったんですけどね。


    　一緒に出てきた村人たちも半なかばやけくそに、勇者を取り囲んでは「レッツゴーマヨール」と叫んでは、チャッチャッチャチャチャと頭上で手拍手を繰り返す。


    　勇者を送り出すというより、やけくそで踊っているだけのように見える。


    　一方でゴルディアス城のモンスターたちは腹を抱かかえて大笑いである。転げ回っている者もいる。一緒に「レッツゴーマヨール」と手を叩たたいている輩やからも増えてきているので収しゆう拾しゆうがつかない。


    　ここに集まってきているモンスターたちは、今回の魔王軍や協会の事情をあまりよく理解していない者ばかりであった。とにかく純粋に勇者の初うい陣じんを楽しみたいという単純なモンスターばかりなので、勇者をバカにしてただ盛り上がりたいだけなのだ。


    「手元の資料によりますと、勇者は北にあるトリステ洞どう窟くつを通ってアルト山脈へと入っていく予定となっております！　本日の中継は、勇者の初めての戦闘までをお送りすることになっておりますが、果たしてモンスターを無事倒すことができるのでしょうか」


    　勇者を取り囲んで踊っていた村人たちは、いつの間にやら雲うん散さん霧む消しように村へと帰っていった。


    　ぽつりと残された勇者は、どこか寂しげで行くあてをなくして立ち止まる。勇者の孤独を促進させるように、村の門も呆あつ気けなく閉じられた。


    　がんばれ勇者、とエルブランコも心の中で小さく声援を送った。


    　横のウニベルは拳こぶしを振り上げながら「かっとばせーマヨール！　モンスターたーおーせー！　オー！」とオリジナリティ溢あふれるコールを叫んでいる。しまいにはこれに追つい随ずいするモンスターが増えてきて、ウニベルが応援の中心になり始めた。


    　しかしウニベル、お前はいろんな事情を知っているわけだからモンスターたちと一緒になって盛り上がるのはどうなんだ。


    「動かないわね」


    「ああ。腰を抜かしていなければいいが」


    　ウニベルはモンスターたちの輪の中に飛び込んでいったので、いつの間にかエルブランコはルビアと二人きりになってしまった。


    　さて、その勇者だが門の前から一向に動こうとしない。映像もさっきから変化がなく、まるで静止画のような光景が映し出されるだけであった。


    「どうしたのでしょう、これから魔王討伐に向かうために気合いを入れているのでしょうか。育った村を背に、これからひとり冒険に出るのです。無理もありません。武者震ぶるいです。どんな敵が待っていようと、俺は必ず魔王を倒してここに戻ってくる。そう宣言しているように見えます！」


    　いや、ただどうしていいか分からないだけだろう。目が完全に泳いでいる。


    「ロホ博士には同情するわね。この状況をどうコミットさせようというの？」


    　ルビアも呆あきれ気味に呟つぶやいた。


    　すでにアナウンサーは用意していた場つなぎの資料も枯こ渇かつ、得意のアドリブももう精いっぱいで歯ぎしりの音すら聞こえてきそうだ。放送事故寸前になって、みなが別の意味でハラハラしたところで状況は一変した。


    　この閉へい塞そく感かんを救ったのは、ロホ博士、その人であった。


    「待ってました！」


    　どこかで誰かが叫んだ。


    　それを合図にモンスターたちはやんややんやと好き勝手に歓声をあげる。ピーピーと指笛が聞こえる。「レッツゴーロホ！」なんてかぶせてくる奴もいる。


    　ウニベルはトラ型のモンスターに肩車されて、杖つえを突き上げてモンスターたちの応援を扇動し始めた。エルブランコは他人のふりを決め込むことにした。


    　現場ではアナウンサーもようやく次の展開に向かえると安心したことだろう。勇者の五十メエトル先くらいで次元が歪ゆがむ様さまを見つめ、カメラもじっとそちらのほうを捉えている。


    　ロホ博士のワープの呪じゆ文もんである。台風の目のようなものが地上すれすれにできあがり、草むらがそこを中心に放射状に揺れ始める。


    　その中心から一気にロホ博士が、地面から生はえてくるように現れた。


    　これにはロホの登場を予想できたモンスター軍のほうからも歓声が沸く。


    　アナウンサーも奇声じみた金切り声で場を盛り上げようとしている。


    　このロホの出現に一番驚いたのは勇者であろう。鍋の蓋ふたを身体からだの前に持っていき、ディフェンシブ一辺倒な体勢をとった。


    「あれで防ぎきれるとでも思っているのかしら？」


    「藁わらにもすがる思いなんだろうな」


    「いや、『窮血鬼、十字架を折る』ということもありえるわよ」


    　吸血鬼は窮地に陥おちいると天敵の十字架さえも折ろうと必死に抵抗する、みたいなことわざ？


    　今もルビアはなぜか勝ち誇ったかのようにエルブランコの反応を横目で見てくる。難しいことわざ知ってるじゃないかとでも褒ほめてほしいのだろうか。


    　ルビアはいつからこんな面倒くさい女になってしまったのだろうか。同期といえど絡みにくい。苦手意識がさらに強くなりそうだ。


    「なんと、現れたのは魔王軍の四天王のひとり、ロホ博士です！　まさか、勇者マヨールの相手をしようというのでしょうか！　これは勇者にとってはかなりの難敵です！」


    　エルブランコが視線を映像に戻すと、アナウンサーは声こわ高だかにロホ博士のことを紹介していた。


    　ロホ博士はそのアナウンサーの言葉が終わるのを待ち、一歩ずつ勇者に近づく。勇者が及び腰で後ずさっているので、その距離は結構なものになっていた。


    「ロホ博士、一体どう戦うつもりなんだ。あんな勇者、息を吹きかけるだけでぶっ飛んでしまうぞ」


    　心配というわけではないが、エルブランコはどこか落ち着きのない声を漏もらした。


    　ロホ博士は黒いローブの上からきらびやかな赤いマントを羽は織おっている。右手には大きなドクロがあしらわれた杖つえ。そのドクロの口からは今にも魔法の炎が吹き出しそうな威圧感がある。


    　見た目の通りロホ博士の戦闘スタイルは魔法である。戦術的にはアマリージョと似通ったところがあるが、彼女が攻撃的な魔法を得意としているのに対し、ロホ博士はどちらかというと援護回復や相手を弱体化させる魔法を心得ている。だからといって戦闘に不向きというわけではなく、敵を弱体化させ一気に狩るのが彼のスタイルであった。


    　ただ今回のケース、相手はすでに半はん端ぱないくらい弱いのである。あのこん棒スタイルはブラフではない。アホが行き着いたピリオドの向こう側なのである。


    「魔法を使うみたいよ」


    　ロホ博士は杖を持った腕を、地面と水平に持ち上げた。何かを囁ささやいている。


    　映像が一気にロホ博士の口元へとズームされた。


    「あの呪じゆ文もん、何かを召還する気だ」


    　エルブランコはその声こそ聞き取れなかったが、独特の口の動きには見覚えがあった。次元を超えて、ロホ博士が飼い慣らしているモンスターをここに召還する気だ。


    　杖の先が指し示した空間が再び歪ゆがむ。今度は十字に空間が割れたと思えば、そこから大きな球体がドスンと落ちてきた。


    　タマゴである。ロホ博士の腰辺りまである大きなタマゴ。


    「タマゴ、だな」


    「ええ。タマゴね」


    　エルブランコも初めて見るモノであった。それは魔法使いのルビアも同じようで、長いまつ毛をパチクリさせながらそのタマゴが何であろうか見極めようとしている。


    　するとロホ博士が満を持して喋しやべりだした。


    「わしはゴルディアス魔王軍四天王のひとり、ロホ。勇者が現れたと聞いて来てみれば、なんてことだ、まだまだひよっこではないか。お前みたいな者が、我らゴルディアス軍に立ち向かうなど笑しよう止し。お前に勇者としての資格があるのかどうか、試させてもらうぞ」


    　威厳たっぷりに宣戦布告し、杖つえを思いっきり勇者のほうへかざした。


    　それだけで勇者はさらに五歩ほど下がり、すでに閉じられた村の門にコツンと背中をぶつけた。まさに背水の陣。


    「さあ勇者よ。これはレッドドラゴンのタマゴだ。お前がひよっこならば、こちらはタマゴで十分！　さあ、早く倒さないと孵ふ化かしてしまって、お前だけではなくポルデアン村ごと地獄の業ごう火かで焼き払ってしまうぞ！」


    　なんということでしょう！　あのタマゴはレッドドラゴンであった。推定レベル73。普段ならばラストダンジョンに配備されているレベルのモンスターである。


    「なんてことなの。あれが孵化してしまえばポルデアン村なんて一瞬で地図上から消え去ってしまうわ！」


    「まさかロホ博士、本当に勇者を潰つぶしてしまう気か？　いや、見ろルビア。博士がさらに呪じゆ文もんを唱えている。あのごにょごにょした口の動き、デフダウンの呪文！」


    　エルブランコは水晶ディスプレイのほうを指さした。前方で肩車されているウニベルが視界に入って非常に邪魔である。


    　デフダウンとは対象のディフェンス能力を下げてしまう魔法である。裸同然の勇者をこれ以上脆もろくしようとするロホ博士は鬼かと思われた瞬間、その魔法は静かに収束してしまった。


    「あれ？　エルブランコ君、見えた？」


    「途中でやめた？　いや、違う！」


    　勇者に向かって魔法が唱えられた様子はない。勇者はというと、膝ひざを震ふるわせながらまだ何も行動を開始していない。魔法を食らった様子もない。ただの屍しかばねのようである。


    「杖の先をよく見ろ、ルビア。ロホ博士はデフダウンの魔法をレッドドラゴンのタマゴに放っているぞ！」


    　ロホ博士の杖から一筋の青白い光が微かすかに見える。その光線の先はタマゴに向かっており、なんとロホ博士は味方のモンスターに弱体化の魔法をかけていたのだ。


    「さあ勇者よ！　早くしないとレッドドラゴンが孵化して、村ごと地獄の業火で焼き尽くしてしまうぞ！　その前に、このタマゴを攻撃して倒してしまうことができるかな？」


    　勇者がこれからすべきことをロホ博士がすべて説明してしまった。まさにチュートリアル。これぞ勇者初心者も安心のバックアップ態勢である。


    「博士はわざとレッドドラゴンのタマゴの防御力を下げることにより、今の勇者でも太刀打ちできるような状態を作っているのだ！　孵化するまでレッドドラゴンは攻撃もできない。防御力が下がった無抵抗のタマゴを一方的に殴り続ければ、あの勇者でもレッドドラゴンを倒せるかもしれない！」


    　ロホはタマゴからは一歩下がり、デフダウンの魔法をかけ続けている。


    　すでにレッドドラゴンのタマゴは薄皮一枚程度の防御力になっていることだろう。ロホは味方のモンスターを弱体化させることで戦闘バランスを均整化させ、勇者でも倒せるモンスターを作りあげているのだ。


    「勇者を間接的にサポートすることによって、レベル上げをさせようとしているのか。お見事です、ロホ博士」


    　エルブランコは舌を巻き、上司のアイデアを素直に讃たたえた。


    「おいおい、そこまでして勝ちてぇのかよ！」


    「ブーブー！」


    　モンスターの中からは勇者に対するブーイングが起こる。


    　不利な状況に追い込まれつつあるレッドドラゴンに同情を示し始めたのだ。


    　無理もない。このレッドドラゴンは生まれる前にこん棒でぶっ叩たたかれて負けてしまうのだから。せめて勇者がドラゴンスレイヤーを装備していれば、まだレッドドラゴンも報むくわれたのだが。


    　ウニベルも煽あおるように大声をあげてブーイングしていたが、今度は「レッドドラゴン、オレ！」のコールを始めた。状況に応じて応援する対象を切り替える姿は、まさに賑にぎやかしの鑑かがみである。


    　エルブランコは部下の自由な行動が気になって映像に集中できなくなってきた。


    「それでも勇者は動こうとしないわ。早くタマゴを叩かなければ、自分の首を絞めることになるのが分かっていないのかしら。早く、ロホ博士の優しさに気づいて！」


    　隣のルビアは興奮してきたのか、いつの間にやらマントを脱いで腰に巻きつけ、上半身はビキニ一枚になっている。露あらわになったブリリアントな胸の前で両手を合わせて祈る姿に、エルブランコは思わず吸い寄せられそうになる。


    　ああ、まわりには気が散ることばかり。こんな時こそ冷静にならねばならぬと、エルブランコは水晶ディスプレイをじっと見つめた。


    　対する勇者は両手でこん棒を握って、背中は村の門で逃げ場はすでに消えてしまっている。前に進むしかない状況にもかかわらず、それすらしない。完全にびびっているのだ。


    「さあ、勇者よ！　かかってくるがいい！」


    　ロホ博士もなんとか勇者をおびき出そうと声をかけるが、断じて動こうとしない。動かざること山の如ごとし。これは勇者の牛ぎゆう歩ほ戦術かとも思ったが、そんなはずはない。


    「早くしないと、タマゴが孵かえってしまうぞ！　そうなったら、おぬしでは太刀打ちできなくなってしまうのだぞ！　わしにも止められん！　いやマジで！」


    　ロホ博士は焦じれて、必死の説得である。普段聞かないような言葉も出てしまっている。


    「勇者マヨール！　今こそ戦闘の始まりです！　さあ、颯さつ爽そうとモンスターを倒すところを見せてくれ！」


    　アナウンサーも焦じれている。しきりにハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐっている。


    「これではロホ博士の献身も無駄になってしまうぞ！　なんとかこの思いに気づいてくれ！」


    　エルブランコはとっくに焦れている。


    「まずい、孵ふ化かするわ！」


    　ルビアが胸を揺らしながら叫ぶ。


    　タマゴにヒビが入ったのだ。


    　ロホもその瞬間を見逃しておらず、タマゴの変化に一瞬顔をしかめた。


    　中庭で見つめるモンスターたちの間でもただごとじゃない空気が漂い始めた。


    　もはや誰も手拍子をしたり囃はやし立てたりする者はいない。水晶ディスプレイを見つめ、渦巻く緊張感に身を任せている。


    　やや間があり、アナウンサーたちもようやく気付いたようだ。


    「まさか、レッドドラゴンが孵化しようとしているのでしょうか？　今のところ、もう一度リプレイもらえますか？」


    　大きなタマゴのてっぺん部分に一筋のヒビがいくところが、アップで何度もリプレイされる。


    「勇者はこう考えているのでしょうか。俺の初うい陣じんにタマゴでは物足りない。ああ、そうだ、孵化してしまえ。勇者の相手にはレッドドラゴンこそ相応ふさわしい、と！　なんとも大胆！　これぞ真の勇者だ！」
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    　そんなことは絶対ない。ただびびりすぎて動けないのと、レッドドラゴンが孵ふ化かしてしまうことへの危機察知能力が圧倒的に欠けているのだ。


    「ロホ博士がまた違う魔法を唱え始めたぞ！」


    　モンスターの誰かしらがそう叫んだ。中庭も一段と緊張が張り詰めている。


    「あれは、スロウダウンの魔法！」


    　今度はいち早くルビアが気づき、声をあげた。


    　スロウダウンとは対象の素早さを遅くする魔法である。ロホはこれをまたしてもレッドドラゴンのタマゴに向けて唱えたのだった。


    「これ以上は待てないのだ。なんとしてもレッドドラゴンの孵化を遅らせる必要がある！」


    　エルブランコも気が気でなくなってきた。できるものなら今すぐあそこに飛んで、勇者のケツを蹴けっ飛ばしてやりたい。


    　もはやロホもなりふり構っていられないのか、堂々とスロウダウンを唱え、タマゴの周りが一気にどす黒い空気に包まれてしまった。ロホの焦あせりからも孵化が間近に迫っていることが察せられる。


    　アナウンサーも空気を読んでか、今の不自然な現象には触れずに流してしまった。報道しない権利。プロである。


    「どうした勇者よ！　早く、このレッドドラゴンを倒してみせろ！　マジで孵化するぞ！」


    　普段から冷静で声を張るようなタイプではないロホだが、今はよほど焦っているのか声がよく通っている。集音マイクを掲げている音響スタッフも大助かりだろう。


    「さあ勇者、とりあえず一撃、一撃だけでも加えてみてもいいのではないでしょうか。攻撃は最大の防御です！　こん棒を振り上げて、あのタマゴへどうか一撃を！」


    　もはやアナウンサーの必死の言葉は、視聴者を無視した勇者へのアドバイスであった。


    　誰もが焦り、そして苛いら立だちを隠せなくなってきた頃、ようやく状況が一変する事態が起こる。


    「ええい、勇者が来ぬのならこちらから仕掛けるまでよ！　行くがよい、レッドドラゴン！」


    　もう待てないと行動を起こしたのはロホ博士のほうであった。


    　すると今にも孵かえらんとするタマゴに向けて何やら唱え、杖つえを突き出した。


    　杖からは衝撃波がほんわか発射され、タマゴが勇者に向かって転がり始めた。それは割れないようにギリギリに調整された威力で、これぞロホ博士にしかできないちょうどいい案配の衝撃波だった。これぞまさに職人技という絶妙の力加減である。


    　タマゴが勇者に向かって転がり始めた。カメラマンは並走しながらその様子を追う。


    　ゆっくりゆっくり、丁てい寧ねいに、タマゴは転がっていく。


    　勇者は胸の前でこん棒を大事そうに握りしめ、今まさに自分へ向けて転がってくるタマゴを恐ろしそうに目をひんむいて見つめている。


    　ファーストインパクト。


    　極めてゆっくり転がるタマゴが、へっぴり腰で突っ立っている勇者にぶつかった。


    　ちょうど前方へ突き出していたこん棒の先に触れ、軽くぽこんと音がしたと思うと、タマゴがその接触地点から一気に放射状にヒビ割れてしまったのだ。


    　──孵ふ化かする！


    　誰もがそう思った。この村はもう終わりだ。タマゴから生まれ出たレッドドラゴンにすべて焼かれてしまうのだ。


    　村の中からもこの中継を見ているのであろう村人から悲鳴があがった。アナウンサーもマイクを離して避難の体勢を取る。カメラマンはわずかに残るジャーナリズムとプロ意識が相まって、歯を食いしばりながら今起こっている状況を映し続けている。


    　ただ騒ぎたいだけだったモンスターたちも息を飲み、中庭は静寂が支配する。


    　誰もが覚悟を抱きつつ、何かが起こってしまう瞬間を待った。


    　その中でただひとり、この状況に胸を撫なで下ろす者がいた。ロホ博士である。


    　カメラはその顔を遠くからしか映してはいなかったが、にやりと口元が緩ゆるんだようであった。自じ暴ぼう自じ棄きな笑みではなく、狙ねらい通り、という確信じみた表情。


    　その瞬間。レッドドラゴンのタマゴは、勇者のこん棒にぶつかった地点から放射状にひびが大きく広がった。そのひびの隙すき間まからはまばゆい光が漏もれ、そしてタマゴは一気に粉々に砕け散ってしまった。


    　砕けたタマゴから放たれる光で辺り一体が覆おおわれ、その眩まぶしさから誰もがその光景を直視できないまま、時間が過ぎるのを待った。


    　エルブランコとルビアも光で真っ白になってしまった映像が回復するのを待つ。モンスターたちも息を飲んで、これから起こるであろう事態をただただ大人しく待っている。


    　誰もがその場にレッドドラゴンが現れたと思っていた、そのとき。


    「なんと、勇者よ。まさかレッドドラゴンを仕留めるとは！　むむぅ、少し舐なめておったかもしれんな」


    　映像よりも先に、音声が飛び込んできた。ロホ博士の声だった。その芝居がかった台詞せりふに、どれほどの視聴者がその意味を把握できただろうか。


    　正常な状態に戻った映像に映された勇者は、こん棒をつき出した体勢のまま固まっていた。そしてその前で粉々に割れてしまったタマゴ。


    　そこに凶悪なレッドドラゴンの姿はなかった。


    　孵化したのではなかったのだ。


    「ゆ、勇者マヨール、完勝です！　見事にレッドドラゴンが孵化する前に倒してしまいました！　なんということでしょう！」


    　いち早くその状況を理解できたのはアドリブ上手のアナウンサーであった。


    　やがて徐々に沸わき起こる歓声。


    「レッドドラゴンを倒したの？」


    　まだいまいち理解が進んでいないルビアが独り言のように呟つぶやいた。


    「ああ。あの勇者のこん棒による偶然の一撃が、会心の一撃となったようだ。ロホ博士のデフダウンによってレッドドラゴンの防御力はほぼゼロに近いところまで下げられていたからな」


    「ロホ博士が無理やりタマゴを転がして、勇者のこん棒にぶつけたってことね？」


    　ルビアが納得した様子で、エルブランコに問う。


    「孵ふ化か寸前のレッドドラゴンを倒させるには、ああするしかなかったのだろう。さすが百ひやく戦せん錬れん磨まのロホ博士。お見事でした」


    　エルブランコは画面に向かって一礼した。


    　さっきから大暴れのウニベルはというと、モンスターたちとハイタッチを繰り広げている。勇者の勝利を祝っているのか、ロホの見事な采さい配はいを讃たたえているのか、どちらでもいいのだろう。


    「今日はこれくらいにしておこう。しかし勇者よ。レッドドラゴンを倒したくらいで図に乗るな。トリステ洞どう窟くつで再び会おうぞ！」


    　ロホは最後にトリステ洞窟でのアポを取り付け、ワープでその場から消えてしまった。その老ろう獪かいな顔にもやり尽くした達成感がにじみ出ていた。


    「これから勇者にインタビューを行いたいと思います！　歴史的大勝利について、今の感想をお願いします！」


    　報道陣は一気に勇者に駆け寄った。マヨールは突きつけられたマイクに向かって、ひきつった笑いを浮かべながら「すべては作戦通り」という旨のコメントを、声を震ふるわせながら語り、本日の勇者ライブ中継は終了した。


    　世間の勇者に対する評価は、見事にまっ二つに分かれ、翌日からよくも悪くもこの勇者の初うい陣じんは大きな話題として世界中を駆け巡ったのである。


    



    　とあるゴシップ誌の「今週の勇者」コーナーによる採点と評価をここに記しておく。


    　勇者マヨール・採点４・５／10。二代目の勇者という血統による当初の期待値をそのまま受け入れるまでの評価は厳しい。戦闘に関してもレッドドラゴンを倒すというジャイアントキリングを演じるも、その受け身の戦闘内容には苦言を呈せざるを得ない。武器にこん棒をチョイスするという大だい胆たん不ふ敵てきさは歴代勇者に比べても胆力の太さを強調させたが、その大胆さを戦闘に生かすことは最後までできなかった。四天王のロホ博士のミリタリーバランスの読み違いに助けられたことのみが勝因となる。今後勇者が自身の評価を上げていくには、もう少し勇者としての威厳と能動的行動に期待したい。

  


  
    第二章［勇者、魔法を覚えない］
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    　ゴルディアス城最上階の会議室。


    　外は青空が広がり、大地に積もった雪を解かし始めている。空気が透き通って、海の向こうの大陸まで見渡せそうだ。


    　そんな清すが々すがしい朝というのに、週の頭からいきなり幹部会議の予定が入っている。そのためエルブランコは休日返上で本日の会議で発表する資料の作成に追われた。


    　というのも、一部の資料の分析をウニベルに研修がてら任せてみたのだが、提出してきたものが「勇者、一歩も動けず超ダサい（笑）」とか「ロホ博士、ファインプレー（^ ^）ヤッタネ！」とかで、結局エルブランコがすべてやり直す羽目になった。


    　おかげで昨晩はほとんど眠れていない。会議が始まる一時間前から会議室入りして資料の最終確認をしていたエルブランコであった。


    　今日の会議の議題は「勇者の初戦闘における反省と今後の展望」である。


    　実際に戦ったロホ博士による報告がメインとなるが、その際のデータ作成をエルブランコが受け持ったのであった。ことデータ算出に関してロホの要求は細かく、重箱の隅を突つくようなものまで用意しておく必要があった。


    「エルブランコ、早いではないか」


    　背後から急に声がかかり、思わず声を出してしまいそうになる。いつの間にかロホ博士がワープで会議室に現れていた。


    「ロ、ロホ博士。おはようございます。ご依頼のデータの最終チェックをしておりまして」


    「ああ、ご苦労。休日中は勇者に動きはなかったみたいじゃな」


    　魔王軍といえど基本的に週休二日制が敷かれている。モンスターだからといって休息は不要というのはナンセンスである。もちろんすべてのモンスターの休みを週末に固定することはできないのでシフト制が敷かれているのはいうまでもない。


    　ここゴルディアス魔王軍でも、仕事と私生活を共存させるためにモンスターたちのワークライフバランスが考えられているのだ。


    「ええ、この土日はポルデアン村の自宅からは出てきていません。あと、勇者協会から是正指導が入った武器屋と防具屋は、例の装備を勇者宅に無償で届けたみたいです」


    　例の装備とはドラゴンシリーズ一式である。勇者に売るために協会から卸されたこれらの装備類を、こともあろうに勇者に売らずに他の店へ転売して儲もうけようとしたのだ。


    　この報を聞いた勇者協会は激怒、直ただちに査察に入り契約の不履行を理由に今後一切の支援を断絶することを通知した。


    　そんなことをされたら商品がろくに入荷されなくなり商売はあがったり、事実上の廃業となる。額ひたいを床にこすりつけてなんとか許しを請こうた武器屋と防具屋は、自腹をはたいてドラゴンシリーズを買い戻し、予定通り勇者に提供することを条件に協会との関係を保ったということであった。


    「ほう。勇者もこれで装備がまともになり、さらに先日のレッドドラゴン討伐によるレベルアップも相乗していっぱしの勇者にはなったようじゃな」


    「ええ。レッドドラゴンを倒した経験値は莫ばく大だいで、勇者のレベルは一気に23まで上がったと思われます。これは会議のときにあらためてご報告を」


    「レベル23？」


    　今度はまた別の女性の声が、背後から聞こえた。大魔法使いアマリージョだ。いつの間にやら彼女もワープでこの部屋に飛んできたみたいだった。


    「最初の戦闘でそんなに勇者のレベルを上げちゃって、これからどうするのよ。ちょっと極端すぎるんじゃない？」


    「しようがなかろう。あの勇者が倒せるモンスターがいなかったのだ。孵ふ化か前のレッドドラゴンのタマゴなら攻撃をすることもないので、あの勇者が無傷で倒せる唯一の敵じゃった」


    　朝から老人と露出女がやり合っているのを見ているだけで、エルブランコは程よく目が覚めてきた。四天王の言い争いこそが週の初めの清涼剤になるとは。


    「おはよう」


    　そんな騒動を知ってか知らぬか、正面の扉からゴルディアス魔王が入室された。その後に続き、アスール大帝とベルデラ将軍、さらにはニコニコしながらウニベルも入ってくる。


    「そこで三人と会ってね。一緒に来たんだ。ロホ博士とアマリージョは朝からまた揉もめているのかい？」


    「すいません」


    　アマリージョはしおらしく魔王には謝ったが、ロホへの敵対の視線は崩さなかった。


    「ゴルディアス様にオロ君かわいいねって褒ほめられちゃった！」


    　胸のポケットからはみ出ている豚の人形をふにふにさせながら、ウニベルは朝からご機嫌のようだ。そんなことよりもせめて「おはようございます」くらい言えないのか。


    「あれ？　まだ報告書やってたんですか？　私がわざわざ手伝ったのに。そういえば先輩って私のこと全然褒めてくれないですよね」


    　ウニベルが頬ほおを膨ふくらませて不機嫌を表した。面倒くさい奴だ。


    「はいはい、ありがとうございました。君のおかげで捗はかどりましたよ」


    　君が作ってくれたふんわりゆるゆるの分析のおかげです、なんて魔王の手前、部下にそんな嫌味を言うことはできないので、愛憎渦巻く笑顔をウニベルに浴びせた。


    「月曜からテンション高いですね、先輩」


    　君にはそう見えるのかい。上司の心、部下知らずとはこのことである。


    　アスールはいつも通り上半身裸で首に鎖を巻いた姿だが、今日は珍しく兜かぶとをかぶっている。左目が隠れてしまう斬新なデザインのもので、頭頂部からは連つらなった羽根がたくさん飛び出していた。戦闘用としては、少しデザイン性に偏かたよりすぎな気がする。防御力も低そうだ。


    「アスール大帝が新しい兜かぶとを買ったんだって」


    　魔王が雑談よろしく話を振ってきた。


    「ゴルディアス様、買ったのではなく、発掘してきたのですよ。フリオ火山の発掘隊に同行していたところ、宝物庫を偶然見つけましてな。その中にあった逸品ですぞ」


    　アスールは自慢げにその兜の羽根を撫なでながらロホに見せつけた。


    「おぬし、その宝物庫から勝手に持ってきたのか？　呪のろわれていたりしないのか？」


    　モンスターであってもきっちり平等に呪われてしまうのがこの世界である。もちろんモンスターだって風邪をひくし、虫歯にもなるし、うつ病にもなる。そういうことだ。


    「大丈夫ですよ。早くこの兜で勇者と戦いたいものだな」


    「いい年した大人が、兜ひとつでテンション上がっちゃって。まるで誕生日プレゼントをもらった子どもね」


    　ロホとやり合っていたアマリージョは、今度はアスールに吹っかける。


    「アマリージョ。おぬしもなんだその露出の高い格好は。私のことをとやかく言えるのか」
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    「ふん。せいぜい私の体を見て鼻の下でも伸ばしてなさい」


    　アスールはそんなことを言われて、どこを見ればいいのか視線が迷子状態に陥おちいっている。


    　アマリージョはきわどいハイレグのワンピース型水着のような格好で、まるで常とこ夏なつ気分である。エルブランコも直視するのが憚はばかられるくらいだ。


    「まあそれくらいにして、そろそろ始めようか。次いつ勇者が動き始めるかも分からないしね」


    　魔王がアスールとアマリージョの定番の言い争いを見届けると、話を切り出した。


    　今日も魔王は顔半分が隠れる兜かぶとをかぶっているので表情は見えないが、声は明るい。


    「まずは、ロホ博士。先日の勇者戦は見事だったね。弱い敵への対応策として、あの戦術はよかったと思うよ。最後レッドドラゴンが孵ふ化か寸前までいったのは、僕も肝を冷やしたけどね」


    　魔王の講評にロホは黙って頭を下げた。


    「ではまずは私からその件で報告を。萎い縮しゆくしてしまって何も行動を起こそうとしない勇者には私もいささかまいりました。レッドドラゴンには申し訳ないことをしてしまいましたが、限界までデフダウンで防御力を下げ、スロウダウンで孵化を遅らせました。かろうじてあの勇者のこん棒の攻撃力でも一撃で仕留めることができ、孵化するまでには至らなかったわけであります」


    「それで、あの一戦でアホ勇者のレベルが23まで上がった、と。それも報告してよね」


    　アマリージョの指摘に場がざわつく。


    「それは私のほうから。お手元の資料をご覧ください」


    　エルブランコが立ち上がった。あらかじめ机上には人数分の資料を配って置いてある。


    　横でウニベルが「あれ？」と漏もらした。資料の中に自分が書いた文章がないことに気付いたのだろう。すぐに膨ふくれっ面つらでエルブランコのスーツの裾すそを引っ張ってきた。


    「ちょっと先輩、私の書いた分析が載ってないですよ！　一生懸命書いたのに。これってパワハラじゃないですかぁ？」


    　いざ報告をと思っていたエルブランコに、ウニベルがまさかの一撃を加えてきた。


    「なに？　パワハラだと？」


    　ウニベルの不用意な一言にアスールが食いついてしまった。


    「いえ、パワハラではなく、その、研修の一環としてウニベルに分析の練習をさせただけでして、決して部下にそのようなことは……」


    　しどろもどろで答えるエルブランコ。魔王軍のコンプライアンスに基づきパワハラは当然禁止になっている。多くの部下をまとめる四天王たちも敏感になる案件なのだ。


    「ならいいのだが、ウニベル君も何かあったらパワハラ相談窓口に行くように」


    　アスールが一段と厳しい視線をエルブランコに向けてきた。


    　ウニベルも慌てて「大丈夫です！」なんて言っている。ノリで言ったことが大事になりかけて、若干の罪悪感が芽め生ばえたのかエルブランコには「嘘うそですよ、嘘」なんてぺろっと舌を出してフォローを入れてきた。こういうことはネタでもほんと勘弁してもらいたい。


    「エルブランコ、報告を頼む」


    　ロホからは特に問題ないというように、エルブランコに報告を要求した。


    「あ、はい。えっと、勇者のレベルに関してです。レベル１の勇者マヨールが孵ふ化か前とはいえレベル73のレッドドラゴンを倒したわけですから、経験値は莫ばく大だいなものになりました。結果、勇者は23までレベルアップいたしました」


    「勇者のレベルアップによって我々も通常の戦闘を仕掛けられるようになったと、私はそう考えていますが、違いますか」


    　アスールが口を挟んできた。勇者のレベルが上がり、満を持して自分たちが鍛えたモンスターを投入できると勇んでいる様子である。


    「ええ。レベルも上がり、協会の介入で装備品もドラゴンシリーズが勇者のもとに渡りました。見た目だけでは、歴代勇者より出足は好調と考えられます」


    「見た目だけとな？」


    　食いついたのはロホ。エルブランコとしても想定内の質問である。


    「はい。戦闘後の勇者を分析したところ、レベル自体は23まで上がりましたが、実際は歴代勇者の平均的なレベルアップに伴う成長曲線を大きく下回っていることが判明いたしました。これは三十歳という年齢では成長の伸びしろが少なく、レベルアップに伴う能力増加量が著いちじるしく小さいのです。こちらをご覧ください」


    　会議室に設置されている水晶ディスプレイのスイッチが入れられた。そこには放物線のグラフが映し出される。


    　魔王と四天王はそれぞれ体をひねってそのグラフを見上げた。


    「Ｘ軸がレベル数、Ｙ軸が総合的に算出した勇者の能力値です。この赤色の曲線が、歴代の勇者のレベルに対する能力値の平均値になります。綺き麗れいな右肩上がりになっております。通常はレベルが上がれば能力もそれに比例して上がっていくのです」


    　エルブランコは手元のボタンを押し、水晶に映るグラフを操作しながら説明を加えていく。


    「そして、レベル23時点でのポイントはここ、攻撃力や防御力などを統括した能力値は１３２です。これがレベル23の歴代勇者の平均的な総合能力とお考えください」


    　レベルを示すＸ軸の23のところから垂直に波線が伸び、赤色のグラフと交わったところで点がプロットされ、１３２と表示された。


    「続いて勇者マヨールの現在の能力値です。こちらをご覧ください」


    　エルブランコの淡々とした説明で、他の者たちもある程度どういった結果がもたらされるかは予想できただろう。マヨールの能力値はこの歴代勇者の平均値１３２には及んでいないということを。アスールはそれでも１００くらいかなと甘く見積もり、もともと勇者への評価が低いアマリージョは70くらいと厳しめに予測した。


    「なんと、36です」


    　平均を表すグラフから大きく下に逸それた、かなり下のポイントに星印が打たれた。


    　ホンマかいな。それが全員の共通した思いであったろう。


    「エルブランコよ。36というと、おそらく今までの勇者は旅立ちの時点、すなわちレベル１でもそれくらいの能力値があったと思うが、これはどういうことじゃ？　計算間違いの可能性が極めて高いと言わざるを得んぞ」


    　ロホの指摘は至極もっともであった。


    　この魔王軍がデータの目安として算出している能力値とは、攻撃力・防御力・体力・素早さ・魔法力のポイントをすべて足したものである。今までの勇者はレベル１の時点でだいたいは30前後の能力値があり、そこに加えて装備品による能力補正が行われていた。


    「博士が危き惧ぐされるのもごもっともですが、ようやく協会より手配された勇者の初期ステータス情報によりますと、マヨールのレベル１の能力は、７でした。これは史上まれに見る低ポイントです。しかしレベルが上がるごとに加速度的に向上する可能性もあったのですが、それもまったくの期待はずれ。おそらく人間というものは齢よわい三十を越えると、ほとんど成長は止まってしまうようです」


    　協会はこの初うい陣じんが終わったあとに、追加資料として勇者のステータス情報を送りつけてきたのだった。やはり嫌がらせ以外の何物でもない。


    　報告の最後に「残念ながら」と諦あきらめムードで締めくくると、一斉にため息が漏もれた。


    「となると、このアホ勇者は未いまだレベル１程度の能力しかないってこと？」


    「はい。そして今後も成長曲線は非常に低いところで収束していくと予想され、これ以上の劇的な能力アップは期待できないと思われます」


    　アマリージョの疑問に対しても回答は用意してある。グラフに勇者の成長予想の曲線を追加で表示させた。それはＸ軸とほぼ平行に推移していく、平均値とは遠く離れた非常に残念なものだった。


    　アマリージョはがっくり肩を落とし、大きく椅い子すにもたれかかった。アスールはうなだれ、ロホは窓の外に目をやる。ウニベルでさえもぽかんと口を開けたままだ。ベルデラは早くもいびきをかいている。


    「エルブランコ、報告ありがとう。これは困った勇者だね」


    　ゴルディアス魔王は元来の優しさからか、仄ほのかに笑ってみせたがこれ以上フォローもできないようで腕を組んで唇くちびるを真一文字に結んでしまった。


    「そうなると、装備品での能力値底上げしかこの勇者の強化は図れないということですな。協会のドラゴン装備斡あつ旋せんも、今となっては理に適かなっていたということじゃ」


    　認めたくはないが、協会の行動を全面的に否定するわけにはいかなくなった。


    「もうひとつバッドニュースを付け加えなければなりません。この勇者、魔法力がゼロなんです。おそらく、今後も魔法を覚えることはないと断言できます」


    「一体こいつはどうやって冒険をしようというのか！　もう勘弁ならんぞ！」


    　アスールが机をドンと叩たたき、立ち上がってしまった。


    「大帝、落ち着いて。でもこれで一応うちのモンスターを配備できるってことでしょう。僕たちが焦じれても仕方ないし、根気よく勇者を育てていくしかないんじゃない？　ねえ、博士？」


    　いつもの光景である。四天王が興奮し、魔王がその場を収める。これがゴルディアス魔王軍のいいところでもある。勇者の困った事案はさておき、エルブランコはそう思う。


    「ゴルディアス様にそうおっしゃっていただければ、私も苦労して戦った甲斐がございます。アスール大帝も、今一度モンスター配備の案を練ってもらいたい。ベルデラ将軍の隊は、もうしばらく勇者の偵察をお願いする。アマリージョにはこの勇者の成長レベルを鑑かんがみて、トリステ洞どう窟くつのトラップ配置を頼む」


    　ロホ博士が今後の行動指針を提案し、とりあえずはそれに則のつとって動くことを了承した。


    　今回の勇者ばかりは今まで積み重ねてきた戦闘データが一切役に立たない。誰もが手探りでやっていかねばならないのだ。四天王でさえ不安になって当然である。


    　ロホの締めで会議がはねようとした矢先、お馴な染じみの「ジリリリ」という不協和音が鳴り響いた。タイミングがいいのか悪いのか。


    「は、はい。ゴルディアス魔王軍です！」


    　小走りで水晶玉に駆け寄ったウニベルが今日はそつなく元気よく応答する。そつなくこなすウニベルに、エルブランコは逆にいやな予感がした。杞憂であってほしいが、こういう予感はよく当たるのである。


    「勇者協会のネグロだがね」


    　協会のネグロ理事だ。良い知らせではないと、直感が囁ささやく。


    「勇者のレベルの件、まだ報告がないようだけど、どうなってんの？　23まで上げちゃったんだって？　これからどうするつもり？」


    　矢や継つぎ早ばやに思ったことを大声で捲まくし立てていく。こちらの言い分なんか最初から聞く気がないのだろう。それを感じ取ったロホも、何も答えようとしない。ウニベルは左手は水晶に、右手で耳を塞ふさいでいる。


    「報告も遅いし、目標設定もまったくなっちゃおらんし、まったく勇者育成計画通り進んでいないじゃないの。魔王軍のコンプライアンスとか危機管理体制はどうなっとるんかね」


    「ネグロ理事。休日を挟んでおったので報告書の提出が遅れただけです。今日中にはお送りしようと思っていたところでございます」


    　ロホがうんざりした表情で弁解する。


    「勇者はいつ動くか分からんいうのに、あんたらんとこはきっちり週末を休んでいらっしゃったの？　いやあ、いい身分ですね。協会は勇者が出てきてからはみんな自発的に休日返上で働いてるんだわ。魔王軍は福利厚生がしっかりしていらっしゃるようだ。私も魔王軍で働かせてもらいたいもんだね、ほんとに」


    　ネグロの容よう赦しやない言いように、会議室に殺気が張り詰めた。


    　魔王軍は協会の下請けとでも言いたいのか。このネグロには魔王軍に対してのリスペクトが一切感じられない。


    　暦こよみ上、昨日は休みだったかもしれないが、エルブランコも寝ずに今日の資料を作っていたし、おそらく四天王たちものほほんと休日を過ごしていたはずがない。誰もが勇者との戦いに向けて二十四時間体制で気持ちを保っていたはずだ。ネグロのこの言いぐさは遺い憾かんである。


    「おっしゃることもごもっともですが」


    「言い訳はもういい。これ以上あんたらんとこに全部任せちゃおれんので、こっちから人材を派遣するから。監査役として」


    　好き勝手喋しやべらせておくととんでもないことを言い出してきた。


    　会議室ではアマリージョの眉まゆが吊り上がり、アスールの奥歯を噛かむ音が聞こえてきた。


    　そもそも協会が魔王軍の仕事に口だけではなく人材まで派遣してくるというのは前ぜん代だい未み聞もんのことだ。協会と魔王軍の関係は互いに不ふ可か侵しんであることは暗黙の了解として守られてきた。


    　それをネグロは堂々と侵犯してこようとしている。


    「監査役に逐一報告して、指示を仰いでくださいや。モンスターの頭ではろくな対策も考えられんのでしょ？　人間様が知恵を貸してやろうと言うとるんだわ。ありがたい話でしょうが」


    　すでに決定事項というように、ネグロは言い切った。


    　まさか協会がここまで魔王軍に介入してくるとは、エルブランコも信じられなかった。このモンスターの本拠地であるゴルディアス城に人間がやってくるというのか。


    「そもそもこの仕事の体たらくぶりは魔王さんの教育が悪いんじゃないのかね？　これ以上失敗したらどうなるか、聡明なるゴルディアス魔王さんなら、お分かりのはずでしょうに」


    　ネグロはこともあろうに、魔王に向けてまで暴言を吐いた。


    「ネグロ理事。よく分かっていますよ。我々も決して失敗しようとして、こうなったわけではありません。最善を尽くしているのです」


    　魔王の声は相手を諭さとすように穏やかであったが、口元は笑っていない。魔王のまわりの黒いオーラがいっそう濃くなったような気がした。


    「じゃあその最善が足らんのじゃないかね。最々々々々々善くらい尽くしきってほしいもんですな。うちの新人のほうがもっとまともな仕事をしてますよ。言い訳考えるためだけに会議でも開いてるんじゃないの、あんたらは」


    　ここでプツン、とテレフォネが切れた。


    　また一方的に切られたのかと思ったが、ウニベルが水晶玉から手を離して、こちらから通信を切ってしまったのだ。さっき感じたエルブランコのいやな予感が的中してしまった。


    「なんなんですか、このジジイ！」


    　そのままペチペチと黒い水晶玉を叩たたきまわしている。


    　さすがに部下の乱心を放置するわけにはいかず、エルブランコは止めに入る。


    「ウニベル！」


    「先輩。だって、あそこまで言われる筋合いないですよ！　私たち、ちゃんとやってるじゃないですか！」


    　大声で不満を訴えるウニベル。ネグロの言いぐさに対し、それは誰もが感じていることだ。


    「こうなったら勇者を立派に育てて、協会を見返してやりましょう！　ギャフンと言わせてやりましょうよ！」


    　ウニベルの言葉は魔王軍の一致団結を促すほど、決意に満ち溢あふれていた。ネグロによって沈滞ムードとなりそうになった会議室の空気を、ウニベルが一瞬でポジティブなものに変えた。


    　アマリージョやロホ、アスール、居眠りをしていたベルデラでさえも、ウニベルの言葉に、何か決意が灯ともされたような表情になる。もちろん、エルブランコも。


    　ウニベルの言動で焦あせっていたエルブランコも、どこか吹っ切れたような四天王たちを見て、同じように覚悟を決めた。


    　そんな気合いが入った四天王たちと若い二人を見て、魔王は頷うなずく。


    「ウニベルの言う通りだよ。協会を見返すくらいの大成功を収められるよう、がんばっていこう！」


    　最後に魔王がこう締め、会議は閉じられた。


    



    　エルブランコは議事録と部屋の片づけのために会議室に残っていた。


    　ウニベルには研修資料の熟読を指示し、先に帰した。


    　会議室ではゴルディアス魔王もなかなか席を立とうとしなかったため、エルブランコは萎い縮しゆくしたまま作業を続ける羽目になった。


    　さっきのウニベルの行動は、決して褒ほめられたものではない。勝手に協会からのテレフォネを切ってしまったのだから。


    　その責任は上司のエルブランコにあり、そのことについて魔王より咎とがめられるのではと、内心穏やかではなかった。


    「エルブランコ」


    「はい」


    　呼びかけられただけで背せ筋すじが伸び、今やろうとしていたことすら飛んでしまった。


    「僕は考えが甘いのかもね。優しすぎるのかもしれない」


    　エルブランコはまったく予想していなかった魔王の弱気とも取れる言葉に、ただ呆ぼう然ぜんとすることしかできなかった。


    「僕だって勇者のことを批判したいのはやまやまだよ。それに協会のこともね。こんな能力的に足りない勇者を送り出してきて、さあ対応しなさいってこっちに丸投げ。それでやることなすことすべてにケチをつけられる」


    　エルブランコは黙って聞くことしかできない。


    「さっきウニベルが言ったことは、そもそも僕が言うべきことだよ。新人の彼女に代弁させちゃったね。魔王として、責任者として恥ずかしいことだよ。そう思わないかい」


    　魔王としての資質を問われて、エルブランコは背中に汗が流れるのを感じた。


    　これは試されているのだろうか。魔王秘書という立場は、四天王ほど権力もないし、もちろん実力もない。支城勤務だった自分をゴルディアス魔王が抜ばつ擢てきした意図は今でも分からない。


    　やはりゴルディアス魔王はすべてお見通しなのだ。部下の教育もままならず、魔王の問いかけにも満足に答えられない自分を試されている。ネガティブ思考が止まらない。


    「私は、ゴルディアス様がいるからこそここで働けるのです。ゴルディアス様は、ゴルディアス様らしく、ゴルディアス様であっていただきたいと思います」


    　何を喋しやべっているのか分からないまま、勝手に口が動いた。


    　それは魔王にとって失礼なことなのかも選別できぬまま紡つむがれた言葉だったため、エルブランコはよりいっそう焦あせった。


    「ありがとう、エルブランコ。君も四天王とウニベルの板挟みになってつらい立場だけど、がんばるんだよ。経験はなによりも貴重だ」


    　魔王は優しく微ほほ笑えみ、静かに腰を上げて会議室から退出していった。


    　なぜか礼を言われ、エルブランコは混乱から恍こう惚こつへの感情のシフトについていけずに、気持ち悪くにやけてしまった。口の中はカラカラで、膝ひざはカクカク震ふるえている。


    「ああ、議事録を書かなくては」


    　今すべきことを確認することで現実に戻ってこられた。


    　やはりゴルディアス魔王は偉大な方だ。魔王という立場でも決して奢おごらず、最善策をいつも考えていらっしゃる。部下に仕事を押しつけず、長として何ができるのか、どうすれば部下たちが気持ちよく仕事ができるのかを考えておられるのだ。それは甘さではない。


    　エルブランコは魔王が自分に与えてくれたように、部下のウニベルにも同じようにしてあげなければいけないという使命感が生まれてきた。


    　ウニベルのさっきの決意の言葉は、嘘うそではないはずだ。彼女も真ま面じ目めに仕事に取り組もうとしているのだ。


    　エルブランコも魔王に仕える意味と、自分にできることを考え、机に向かった。


    



    　協会の対処は早かった。


    　まるで報告書一枚送ってこない魔王軍に対する当てつけのように、翌日には監査役を名乗る人間をゴルディアス城に派遣してきた。


    　魔王軍にただひとり乗り込んできたのは女であった。この招かれざる協会からの使者が飛行船で魔王城のフライポートに降り立つのを、エルブランコとウニベルが迎えた。


    　その使者は、黒のパンツスーツを着こなして、一歩一歩丁てい寧ねいに飛行船のタラップを下りてくる。風で髪がなびかないように、さっと後ろでまとめる動きも自然で嫌味がない。


    　人間の女性はこんなにも華きや奢しやなのかというくらい、ジャケットを着ていても腰の辺りが折れそうなほど細く見える。踵かかとの高いヒールが鳴らす音は、アマリージョのそれとはまたトーンが違って聞こえた。


    　上下しっかりと引かれたアイラインと、目尻から黒目にかけての濃い色のアイシャドウが、ひと目で気の強い女性を想起させる。魔王軍にひとりで乗り込んでくる意気込みが、このきつめのメイクを選択させたのかもしれない。


    　人間とモンスターの見た目と年齢は一致しないが、外観だけではエルブランコと同世代といっても過誤ではない。


    　エルブランコにとって人間の女は、アマリージョでもルビアでもない、もちろんウニベルとも違った、透き通った存在に見えた。


    「国際勇者協会から監査役としてやってまいりました。プルプラと申します。よろしく」


    　プルプラと名乗る使者は口角だけを持ち上げながら、右手を差し出しエルブランコに握手を求めた。雰囲気だけではなく、手のひらも凍いてつくくらい冷たかった。


    「ようこそ、ゴルディアス城へ。お疲れでしょう、部屋を用意しています」


    　エルブランコも彼女の凜りんとした振る舞いに負けないよう、冷静を繕つくろった声を出して迎えた。


    「私は上の指示で来ただけです。無駄な気遣いは必要ありません。そんなことより、すぐに会議を開いてください」


    　今こうして会話しているのも無駄と言わんばかりに、プルプラは出迎えを置き去りにして歩いていく。エルブランコは人間の女の不穏な態度に、眉まゆ根ねを寄せる。


    「かっこいい……」


    　エルブランコの後ろで隠れていたウニベルの呟つぶやきは、飛行船が飛び去る音によってかき消された。


    



    　プルプラは城に到着してすぐに会議の開催を要求した。協会の使者からの要請で集められた四天王たちはいつもと違う空気を嫌というほど感じ取っていた。


    「ようこそいらっしゃいました。長旅ご苦労様です。ここは寒いでしょう」


    　会議室に入るプルプラを最初に労ねぎらったのはゴルディアス魔王であった。なにも魔王自らと、先ほど軽くあしらわれたエルブランコは少し顔をしかめたが、すぐ平常心を装う。


    「国際勇者協会からネグロの命で参りました、プルプラと申します」


    　招かれざる客は冷静に軽く頭を下げる。魔王と四天王に囲まれているこの状況でも物もの怖おじしている様子はない。


    　別々の神が創りしモンスターと人間。それが今、同じ場所で相まみえている。魔王軍と、勇者協会の人間として。こんなこと、過去の議事録を読み返しても前ぜん代だい未み聞もんのことだ。


    「どうぞ」


    　ロホ博士に席を勧められ、プルプラはひとつも愛想を見せず席に着き、バッグから資料を取り出し読み上げ始めた。


    「早速ですが、協会の意見を伝えさせていただきます。ゴルディアス魔王軍の勇者育成計画が結果に結びついていない件に関して」


    　いつもの会議では雑談やロホの開会の挨あい拶さつがあるのだが、今日はいきなりトップギアに入れられた気分で、エルブランコもまだ場のスピード感についていけず、ようやく議事録のノートを開いた。


    「先日の戦闘では能力の低い勇者に対し、ロホ博士が講じた対策は一定の評価に値する。ただ、その結果が勇者のレベルをいたずらに上げすぎることになったことが問題である」


    　プルプラは何枚も重ねられた資料を、ただ読み上げていく。できるだけ自らの感情を挟まないような棒読み具合である。


    「しかしプルプラ殿。勇者のレベルは23まで上がったのは事実じゃが、それでも能力値はそこまで上がってはおりません。表面的なレベルだけを切り取っても、なんの解決策にはならんと思いますが」


    　ロホが勇者のレベルに対する能力値の低さについて言及する。もちろん協会もこのことは承知しているはずである。


    「その表面的な見た目が重要なのです。勇者の成長を測る一番分かりやすいバロメーターがレベルです。マスコミを通じて勇者の成長を追いかける人間たちは、能力値のような詳細なデータには触れる機会がないのが一般的です」


    　プルプラはロホを睨にらみながら、断言する。その目は誰にも有無を言わせないような凄すごみがあった。


    　アマリージョは髪をかき上げながらこの様子を不満そうに見つめている。プルプラの歯に衣きぬ着せぬ物言いに爆発するのではなかろうかという緊張感を、エルブランコは感じ取った。無言なだけに、より恐ろしい。


    　プルプラは構わず、資料をめくって読み続ける。


    「魔王軍の勇者育成計画案によると、レベル５ゴブリンを勇者にぶつける予定になっている。レベル５ゴブリンならば現在の勇者とは拮きつ抗こうした勝負になると思われるが、その戦闘を見せられる人々の反応が危き惧ぐされる。レッドドラゴンを倒してレベル23に上がった勇者がゴブリンと戦うことにより、熱狂やスリルが生まれるとは到底思えない」


    　プルプラ、いや、協会にとって勇者の冒険はあくまで見世物としての側面を期待しているという旨むねの発言である。


    　魔王を倒して世界を救おうという勇者の気持ち、さらには勇者と戦い敗れることによって転生を願うモンスターの気持ちは無視している。


    「勇者が自分よりレベルの低いモンスターを倒したところで、勇者が得る経験値は微々たるものである。勇者がこれ以上にレベルを上げるには、レベル24以上のモンスターを倒すことが必須であり、魔王軍の計画では具体的な対策としては機能していない。以上です」


    　プルプラは資料を閉じ、全員を見渡した。


    　確かに勇者のレベルだけが上がりすぎると、それ以上にレベルアップさせるのが難しくなるのだ。単純にレベルだけを合わせてモンスターを配備するわけにはいかない理由は、勇者の能力値の低さに起因している。


    「あの勇者はレベルに応じた能力値が低すぎるのよ？　レベル２であっても３であっても、同レベルのモンスターとは釣り合わないの。たまたま今回議論になっているレベルが23なだけで、招いた結果は同じことよ」


    　アマリージョがついに切り込んだ。今回ばかりは四天王の間で言い争う余裕はなく、共通の敵である協会を説き伏せる必要がある。


    「最初に言いましたよね？　だからこそ表面的な指標であるレベルが重要なのです。今後、勇者がレベルを上げるためにはこのレベル５ゴブリンを何百匹倒さなくてはいけないのですか？」
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    　屹きつ然ぜんと言い切るプルプラに、アマリージョが畳みかける。


    「あのアホが勇者に立候補してきた段階で調査はしなかったの？　それとも成長力が低いと分かってて、勇者に任命したの？　あんたたちの仕事のほうがザルなんじゃないの？」


    「そんなこと、私があずかり知るところではありません」


    「それに協会が勝手にドラゴンスレイヤーなんか武器屋に斡あつ旋せんするのが悪いんでしょうが。勇者がこん棒を買うことになったのは、あれが原因でもあるのよ。せめてそのことを事前に私たちに報告いただければ、いくらでも対策をして差し上げたんですけど」


    「私に言われてもどうしようもありません。すべては上が決めたことですから」


    「あんたには自分の意見ってもんがないの？　資料読み上げるか、上の指示ですって、その程度の仕事しかできないのならここに来る必要あって？　あんたの替わりにその資料を送ってくるだけで済んだ話でしょう！」


    「やめんか、アマリージョ！　ゴルディアス様もいらっしゃるのだぞ」


    　ロホが制するも、プルプラ本人は特に意にも介していない様子だった。


    「あなた方は思いついたことを適当に発言するだけでいいでしょうが、これをまとめて協会に報告するのは私なのです。計画の再検討をお願いします」


    　計画案再考を命じられた四天王たちはプルプラの主張に返す言葉が見つからず、黙り込んでいる。


    「勇者、協会、スポンサー、視聴者、すべてがあなた方の仕事の影響を受けるのです。それを意識しない一方的な仕事はただのエゴです」


    　プルプラの独壇場となった会議は、結局具体的な解決策を提示できないまま閉じられた。


    　アスール大帝からは、さらに強い装備を与えることで能力を補正していく方策が提案されたが、それも一時的な解決策にならないと保留となった。ドラゴンスレイヤー以上の装備となると、現実的にも厳しい。


    　急きゆう遽きよ開かれた会議とはいえ、完全にプルプラにしてやりこめられた形になり、魔王軍幹部たちは慚ざん愧きに堪たえない思いで会議室をあとにすることとなった。


    



    「はぁ、かっこいい」


    　人間の女に敗北を喫きつすることとなった会議が終わり、エルブランコとウニベルは午後から研修を行っていた。今日のテーマは「勇者の資格」について。


    　エルブランコが黒板の前で講義をしているが、さっきからウニベルは頬ほお杖づえをついたまま、なんだか浮き世離れしたうわ言を呟つぶやいていた。


    「おい、ウニベル。ちゃんと聞いてるのか？　勇者が協会から任命されたときに、ゲラ神より与えられる三種の神器を答えてみろ」


    　急に質問されて目の前で風船が割れたように正気に戻ったウニベルは、目をパチクリさせて慌てて勇者法のテキストをめくり始めた。


    「さっき説明しただろう。まさか聞いてなかったのか？」


    「ええっと、勇者の聖水と、勇者のブレスレット？　あとひとつは……。勇者の鎖くさりガマ？」


    「どこに鎖ガマを振り回すオリエンタルな感じの勇者がいるんだ！　勇者の短剣だ！」


    「そうそう、短剣でした。魔王にとどめを刺すことができる唯一の武器です」


    　ウニベルはペロッと舌を出す。そんな茶目っ気を添えたところで不正解は不正解です。


    　先日、協会のネグロ理事に対して決意の気持ちを表したのを見て、彼女なりに真剣に仕事に取り組もうとしているのだなと評価しようとしていたところで、この珍解答である。


    　まだウニベルが部下として配属されて数日だが、彼女はボケてるのか本気なのか、その境目が非常に見分けづらい。自分が真ま面じ目めすぎるのかと悩む日々だが、答えは出ず妙な疲労感だけが蓄積していく。


    「さっきからかっこいいだとか妙なこと言ってないで、ちゃんと勉強するように」


    「あ、聞こえてました？　プルプラさんってかっこよくないですか？　なんかできる女って感じ？　はぁ、かっこいい」


    　また頬ほおを紅潮させてぽわんとし始めた。もうちょっと研修をしているこちらの身にもなってもらえませんかね？


    「でも、なんだか上司の命令に従ってるだけっていう空気がプンプンしてましたよね。もっと自分の言いたいこと言えばいいのに。仕事って個性を殺すことなんですかね？」


    　ウニベルがもっともらしいことを言いだした。


    「わけのわからんことを言ってる暇ひまがあったら、勇者法を熟読しなさい」


    　普段から言いたいことを言ってるウニベルには理解できないのだろう。組織としての方針や上司の命令は絶対であり、それに従うことは当然だ。しかし、それが自分の意見と異なっていたら、自分の個性を殺してまで従うことが正しいのだろうか。


    「命令に従うにしても上と下の信頼関係って大事ですよねぇ」


    　またウニベルがポツリと呟つぶやく。誰と誰の信頼関係を言っているのやら。まったくこいつの皮肉っぽい言葉は一向に直らない。


    「あ、先輩。もしかして先輩のことをかっこいいって言ったと思ってました？　もう、そんなわけないですからね！　超ウケる！」


    　机の下で足をばたばたさせて本気で超ウケている。


    「次のページ！　『勇者の権利』のところ！　最初から読んでみろ！」
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    　勇者の次の行動は唐突なものだった。


    　勇者の出しゆつ立たつを伝えたのはポルデアン村に駐留している偵察隊からの一報であった。プルプラがやってきた翌日、それも深夜三時をまわる頃だった。


    　ロホ博士は夜中というのにひとりラボで仕事をしていたらしく、眠っていたエルブランコに連絡を取り、他の四天王へ連絡を入れさせた。緊急会議を開くのである。


    　魔王へは時間が時間なので、連絡は自じ粛しゆくし、四天王全員が早々と会議室へと集まった。


    　城内に泊まっているプルプラの部屋にもメエルを入れてみたら、すぐに返事があり出席するとのことだった。彼女もこんな時間まで仕事をしていたのかもしれないと思うと、眠っていた自分が恥ずかしくなる。


    　ちなみにウニベルにもメエルを送ったが、なにも反応はない。


    　午前三時二十分。エルブランコが会議室へやってきた。


    　四天王はすでに会議室に集まっていたが、プルプラの姿はまだ見えない。予想外だったのはウニベルがすでに着席していたことだった。


    「先輩、遅いですよ。勇者、もう村を出ちゃいましたよ」


    　水晶ディスプレイには、その勇者の姿が生中継されていた。ドラゴン装備を身に纏まとい、一応の勇者らしさは醸かもし出していたが、その装備の重さに動きは鈍そうだ。


    「早いな。お前、起きてたのか？」


    「夜更かしはお肌の天敵なんですけどね。先輩も早くワープの魔法、覚えたほうがいいですよ」


    　ワープに関しては、立つ瀬がない。部下に言われたことでいつもより深めにへこむ。


    　さすがに夜中ということでウニベルはすっぴんのままのようだ。前髪をヘアピンで留めているので額ひたいが丸出しになっていて、いつもより幼く見える。


    　エルブランコも席に着き、水晶ディスプレイを見上げた。


    　今回はマスコミのカメラではなく、偵察隊による映像なので多少画質は粗い。深夜ということもあり、視認性もよくない。この俯ふ瞰かんする映像を見る限り、空を飛べるデーモンがカメラを持っているのだろう。


    　四天王はそれぞれが自由に映像に見入っている。魔王が出席していないこともあり、服装もラフだ。アスール大帝は寝間着の上にマントを羽は織おっただけの格好だったし、アマリージョも珍しくロングマントに身を包んでいる。ワニ型モンスターのベルデラ将軍も夜には強いのだろうか、目を大きく開けて映像に見入っている。


    「このまま洞どう窟くつを目指すのかしら。まずいわね」


    　アマリージョが口元を押さえながら呟つぶやいた。


    　勇者が村を出て街道沿いに北のトリステ洞窟のほうへ向かって歩いているところで、会議室の扉が開き、プルプラが入ってきた。昼間と変わらずしっかりとスーツを着て、その上からストールを羽織っていた。化粧もバッチリだ。


    「結局、ゴブリンをぶつけることになるのね。やっぱり初動対応の遅さがネックだわ。決裁ルートの短縮化も考え直す必要があるわね」


    　午前三時だというのに、プルプラは相変わらずトゲのある口調だ。


    「ゴブリン隊には単独で勇者に襲おそいかかるよう指示してある。さすがにこのドラゴン装備の勇者なら、トリステ洞どう窟くつで死ぬことはあるまい」


    　壁にもたれかかりながら、生中継を見ていたアスールが自信ありげに言う。


    「いや、まずいのはゴブリンではなく、トリステ洞窟のトラップだ。あれが問題になる」


    　普段は寡か黙もくなベルデラが突然口を挟んできた。罠わなを使った戦法に精通したベルデラからすると黙っていられなかったのだろう。


    　横でウニベルは「喋しやべった！」と小さく驚きの声をあげた。ベルデラに聞こえなかったろうかと、エルブランコのほうがヒヤヒヤする。


    「ああ、洞窟深部に進入するための通路が氷の壁で塞ふさがれていて通れないというやつだな。あれがどうした？　あんなものファイアボールの魔法で……いや！」


    　アスールが言うファイアボールとは炎の玉を相手にぶつけて攻撃する初級魔法だ。氷の壁攻略には必須の魔法である。


    「そうよ。あのアホ勇者、魔法はまったく覚えていないの！　このままではトリステ洞窟の攻略は不可能だわ」


    　アマリージョが眉み間けんに皺しわを寄せながら、断言した。


    　勇者はレベルが23まで上がったにもかかわらず、魔法力はゼロのままであった。


    　一転して慌ただしくなった会議室で、その喧けん騒そうをプルプラはじっと見つめている。助言をするわけでもなく、魔王軍がこの状況に対してどう対処していくのかを見極めているようだ。


    「アイテムで補うしかあるまい」


    　ロホが具体案を出した。アスールとアマリージョもそれしかないと頷うなずいて見せる。


    「炎の結晶玉、か。それをどうやって勇者に与えるか」


    　ベルデラの低い声が響く。ウニベルは珍しいものでも見るような目で、将軍を見つめている。


    「モンスターにドロップさせるしかないじゃろう」


    「よし、すぐに配備中のゴブリン隊に連絡しよう」


    　ロホの意見にアスールがすぐさま同意した。


    　炎の結晶玉とは、見た目はガラスの球体なのだがその中にファイアボールの魔法が閉じ込められている。これを投げつけることによって、魔法と同等の効果が生まれるという便利なアイテムだ。氷の壁に向けてこれを投げつければ、魔法が使えなくても突破できる。


    「さて、誰が炎の結晶玉をポルデアンまで届けようか？」


    　今夜はベルデラもよく喋しやべる。ワニは夜行性なのだろうか。


    「私が！」


    　エルブランコがすぐさま反応した。


    　会議で議事録を取ったり、データを作成したり、使いっ走りをしたり、仕事は雑用ばかり。アスールやベルデラのように戦闘能力が秀ひいでているわけでもなく、ロホやアマリージョのように高等魔法が使えるわけでもない。それなのに、魔王の秘書としての大だい抜ばつ擢てきに対する恩返しができる機会をどこかで探していた。魔王のためにできることを求めていた。


    　静観しているプルプラへの牽けん制せいもあったかもしれない。いいところを見せなければという、同世代に見える協会の監査役に対してのプライド。


    「私が届けます。四天王の方々の手を煩わずらわせる案件ではございません」


    　立ち上がり、そっと右胸に手を置き、申し出た。


    「あなた、あそこまで飛べるの？」


    　アマリージョが言いたいのは、ワープの魔法が使えるのか、ということだ。


    「いえ、あいにくワープは……」


    　エルブランコは決して魔法力が低いわけではないが、その習得バランスがいびつであることは、四天王たち上司からも常々指摘されていることであった。魔法というのは魔法力だけではなく個人との相性があり、どうしても得え手て不ふ得え手てが出てしまう。


    「あなた、ワープの魔法も使えないの？　一応幹部なんですよね、ここにいるということは？」


    　プルプラはエルブランコを睨にらんだ。


    　ワープを使えないという最大のコンプレックスを人間であるプルプラにまで言及されて、エルブランコは恥ずかしそうに顔をそらし、テンションが最低のところまで下がってしまった。


    「仕方あるまい。事態は急せいておる。わしがワープで……」


    「ロホ博士が直じき々じきに行くとおっしゃるの？　こんな夜中に幹部が動くとなると時間外手当が高くつくでしょう？　人件費の高こう騰とうは是正対象として協会の指導案にも含まれています」


    　即座にプルプラが魔王軍の財政面から口出ししてくる。


    　財政面までとやかく言われる筋合いはないと思ったが、協会から選抜魔王軍にも補助金が出ているので反論しにくい部分でもあった。


    「え？　手当が出るんですか？　それじゃあ、私が行きまーす！」


    　そのとき、場にそぐわない能天気な声をあげたのは、ウニベルであった。手当という言葉に釣られたのだろう。単純な奴である。


    「私なら先輩が使えないワープも使えますし、ポルデアンなら昔旅行で行ったことがあるので場所も分かります。それに私は研修の立場ですので手当もお買い得ですよ！」


    　右手を大きく挙げ、元気いっぱいのウニベル。


    　エルブランコは部下の行動に反射的に顔を上げた。


    「お前、大丈夫なのか。こんな夜中にひとりでポルデアンまで行くなんて」


    「私なら大丈夫ですよ。これまでの仕事っぷり見てないんですか？」


    「お前だから心配なんだよ」


    「アイテムをゴブリンさんたちに届けるだけでしょ？　ちゃちゃいのちゃーですよ」


    　それを言うならちょちょいのちょい、だ。自分だけがワープが使えないという完全な敗北感に部下への心配が入り交じる。


    「それがいいわ。炎の結晶玉を運ぶくらいなら、その子でもなんとかなるでしょ」


    　アマリージョはどうやら賛成らしい。


    「しかし、ウニベルはまだ入って間もないですし……」


    「まあそう言うなエルブランコ。部下の自主性は尊重してやらんか。それが上司の仕事でもあるぞ。そもそもお前がワープを使えないからだろうが」


    　アスールにトドメを刺された上に、反対しているのは自分だけだと悟ったエルブランコは、首をがくんとうなだれて了承することになった。


    「では、下の倉庫で炎の結晶玉を受け取り、そのままウニベルを向かわせます」


    　四天王に向かって大きく頭を下げ、何やら手帳に書き込んでいるプルプラには軽く会釈し、ウニベルを連れて会議室を出た。


    



    　会議室がある北塔の地下には魔王軍が備蓄する食糧やアイテムが保管された倉庫がある。


    　倉庫には管理と警備のモンスターが宿直室に詰めており、入室の理由を告げて、用があるセクションのシャッターを開けてもらう。倉庫内は食料やアイテム、武器など細かくカテゴリ分けされているのだ。


    　消費アイテムが保管されているセクションに入るとすぐに目的の品は見つかった。


    　片手に納まるサイズの結晶玉は、属性ごとに箱に入れられ並んでいた。エルブランコはそれが炎属性であることを二度確かめ、二十四個入りの箱をそのまま抱かかえて持ち出す。多すぎるとは思ったが、足りなくなって困るよりはましだ。


    「エルブランコ様、こんな夜中に出張ですか」


    　宿直室で警備にあたる顔色の悪い馬うま面づらの獣人型モンスターに話しかけられた。目が離れているので視野が広く監視役には適切だなと、どうでもいい印象を持った。


    「私が行くんですよ。初出張です！」


    　うきうきと返事をしたウニベルは本当に楽しそうで、それだけで先が思いやられる。


    　馬型のモンスターはキャップをきりりと整え、ウニベルの持つ箱をチェックした。倉庫からアイテムなどを持ち出す際はこうしてすべてチェックされる。魔王軍も意外と細かく管理されているのだ。棚卸しも毎月やっているらしい。


    「炎の結晶玉二十四個ですね。それではお気をつけて」


    「ごくろうさまです！　行ってきます！」


    　右みぎ拳こぶしを左胸の前に掲げる魔王軍式の敬礼を交わし合うウニベルと馬型。


    　これまでもウニベルに対して、研修でも指示待ち族にはなるなと、何度も言ってきた。


    　自分が何をすべきか考えろ。仕事に対して常に当事者意識を欠かしてはならない、と。それをこんなにも早くウニベルが吸収して実践してくれるとは思いもしなかった。


    「部下の自主性か……」


    　この件に関しては褒ほめてやらねばいけないし、なぜか寂しくもあるこのアンビバレントな感情は説明がつかなかった。


    「先輩、なんか言いました？」


    　地下からの階段を上がり地上に出ると、思いのほか月が明るく、きょとんとしたウニベルの顔もはっきり見える。


    「いや、なにも」


    「じゃあ、ぴゃーっと行ってきますね」


    　左手に炎の結晶玉の箱を抱かかえ、右手で魔王軍式敬礼をした。


    「とりあえずポルデアンに着いたらゴブリン隊の隊長を捜すんだ。森に潜ひそんでいるはずだ。たぶんウインドテラーの報告は届いていると思うので、それを渡せば理解してくれると思う。それと……」


    「もう、心配されすぎると逆にやる気なくなっちゃいますよ！　大丈夫ですって。会議室で中継を見といてください」


    　あれこれ指示するのは、部下の自主性を妨げてしまうと思いつつも、心配でならない。


    「私もみんなの前であんなこと言っちゃったから、がんばらなきゃいけないんですよねー」


    　ウニベルは独り言っぽく、少し恥ずかしそうに呟つぶやいた。


    　あんなこと、とはネグロからのテレフォネをぶち切った揚あげ句く、協会を見返してやりましょうと宣言したことだろう。あれでウニベルにも仕事に取り組む自覚が生まれたのだとしたら、良いきっかけになったのかもしれない。


    「ではでは、行ってきまーす」


    　ウニベルはポケットから豚の人形を取り出すと、すぐにピンクの派手な杖つえが現れた。相変わらず毒々しい杖である。


    「ワ───────プ！」


    　ウニベルはハートでピンクな杖をぴんと頭上に掲げ、とんでもない大声をひねり出してきた。なにこの声量、腹式呼吸？　夜中の三時に近所迷惑も甚はなはだしい。


    　するとその場でくるくるとスピンを始めた。杖についている豚のオロ君が飛んでいってしまいそうなくらい振り回され、そのままきりもみ回転で地中に潜っていきそうな勢いである。


    「でやぁ！」


    　最後の掛け声と同時に、ウニベルは頭上に開かれた空間にひょいっと吸い込まれた。


    　これが彼女のワープの仕方なのか？　叫びながら回る必要ある？


    　なんとも騒々しい詠えい唱しよう方法で、同じことをやれと言われるなら、ワープなんて習得しなくてもいいとさえ思えてくる。


    　ウニベルが飛んでいって静かになったところで、城や塔の部屋の明かりがところどころでつき始めた。「どうしたんだ！」「監視班、状況を！」と空襲でも起こったかのような声が響く。


    　どうやらウニベルの魔法詠えい唱しようの大声で城中のモンスターを起こしてしまったようだ。


    　なんだか申し訳ない気持ちでいっぱいのエルブランコは会議室へ戻ることにした。
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    「遅かったわね、エルブランコ。あの子ならもうゴブリン隊にアイテムを届けたところよ」


    　塔の回廊を全速力で駆け上がり、肩で息をしながら会議室に到着したころにはすでにウニベルは目的を達成していたようだった。


    　会議室にはいつの間にか魔王もいらっしゃっていた。その御姿に向かって、深く礼をする。


    　水晶ディスプレイの映像は、森で陣を張っているゴブリン隊と、ついさっき奇声をあげて飛んでいったウニベルがピースをしているところが映し出されている。


    　なんでカメラ目線なんだよ、お前は。


    「なかなかできる新人ではないか。なあエルブランコ」


    　アスールはどうやらウニベルのことを気に入っているらしく、目を細めている。


    「アスール大帝！　ではこの炎の結晶玉を持って、勇者に戦闘を仕掛けます！」


    　カメラに向かって額ひたいの中心から大きな一本角を生はやしたゴブリンが歩み寄り、炎の結晶玉を掲げた。おそらくゴブリン隊の隊長であろう。目が釣り上がっていて、暗闇の中で見ると夜の闇と同化してよりいっそう恐ろしく見えた。


    　隊長はじめその他のゴブリンにも事情はすでに周知されているようであった。勇者と戦い、敗れた際にアイテムをドロップするという使命を。


    　勇者に倒されることこそ、来世への転生が叶かなう人生の到達点である。「敗北すなわち勝利」とは道場に掲げられた訓示のひとつだ。その言葉を胸に刻み、遂行するために、彼らはここにいる。


    　エルブランコはそのことを考えるたびに空虚な気持ちが頭をよぎるが、当然それはモンスターである自分にも与えられた役目でもある。虚むなしいなんて思うことは、モンスターを侮ぶ辱じよくすることだ。


    　隊長の前にひとりのゴブリンが現れた。目がクリッとして、どこか愛らしいゴブリンだった。


    　隊長はそのゴブリンに炎の結晶玉を手渡す。これを持って死んでこい、そんな無言のやり取りがあったかのように、両手で厳おごそかに受け取る。


    「ご覧になったでしょうか？　今、炎の結晶玉が先陣を切るゴブリンへと手渡されました」


    　突然映像に実況音声が乗せられてきた。今回は魔王軍の偵察隊の中継なので、例の達者なアナウンサーなどいるはずがない。


    　するとゴブリン隊長のアイテム授与のシーンに、カメラ目線のウニベルがカットインしてきた。


    「勇者は現在もトリステ洞どう窟くつへと向かっているようです。ついにゴブリン隊の先鋒が、アイテムを手に攻撃を仕掛けようとしております！」


    　ウニベルはどこからかマイクを持ってきて実況し始めた。


    「ちょ、ウニベル何やって……」


    　エルブランコはてっきりすぐに帰ってくると思っていただけに、彼女の予想外の行動に動揺した。これ以上余計なことをせずに戻ってこいと伝えようとしたが、ウインドテラーも使えないのでどうしようもない。


    「実況とは、なかなか気の利いたことをする子でございますな」


    「エルブランコの教育のおかげだね」


    　ロホ博士と魔王が好意的に受け取り、むしろ上司の自分の評価まで上がってしまって複雑な心境である。これが部下の自主性を重んじるということなのだろうか。エルブランコは黙って部下の仕事を見守ることとなった。


    　アイテムを託されたゴブリンＡは、自分の左胸に右みぎ拳こぶしを置くと、隊長もその敬礼に呼応する。


    　生きて帰れ、とは決して言えない。その言葉は彼らモンスターたちにとって最大の侮ぶ辱じよくとなるからだ。「散ってこそ華」、これも道場に掲げられた訓示のひとつだ。


    　ゴブリンＡは森を飛び出し、勇者の元へ走りだす。映像は街道を歩く勇者に切り替わった。


    「キエエエエ！」


    　ゴブリンＡが奇声をあげながら勇者に戦闘を仕掛ける。


    「さあ、一世一代の大舞台！　勇者へ向かうその道は、転生へと続く架かけ橋だ！」


    　あらかじめ用意していたかのようなウニベルの実況が聞こえてきた。誰がうまいこと言えと。会議室ではその実況とともに勇者の戦闘を黙って見つめる。


    　突然の敵襲に、当然のように勇者はたじろいだ。顔がん面めん蒼そう白はくなのが映像を通してもよく分かる。


    　そんな勇者に向けてゴブリンＡはこん棒を振り上げたが、迷うような素振りを見せて、そのままフリーズしてしまった。


    「あのゴブリン、なぜ攻撃しない？」


    　そのぎこちないゴブリンＡの行動は、会議室でも不可解と捉とらえられた。


    　先手を取ったにもかかわらず、一切攻撃をしようとはしないのだ。


    「怖いのよ。勇者を倒してしまうのではないかってね」


    　プルプラが冷静にゴブリンの行動を分析し、その言葉を最後に、会議室は静寂に包まれた。


    　この勇者の評判はゴブリン隊でも散々耳に入っているはずだ。勇者もレベルが23まで上がっているとはいえ、モンスターたちもその勇者を過小評価しすぎていた。そんな軽けい侮ぶの感情が、自ら行動に制限をかけてしまった。なんともセンシティブなゴブリンＡ。


    「勇者がドラゴンスレイヤーを手に取ったぞ」


    　目の前でごちゃごちゃしている敵に対し、勇者はようやく伝説の剣を抜こうとしている。


    　その光景を見ていた者たちは、勇者の攻撃を期待した。もちろん、戦っているゴブリンＡも念願叶かなうといった晴れやかな気持ちでその攻撃を待つ。


    「ひゃぁあ！」


    　勇者の決死の咆ほう哮こうが、真夜中の荒野に響き渡った。


    　会議室で見守る魔王軍幹部。近くで見届けるゴブリン隊もゲラ神に祈りを捧げた。


    　が、何も起こらない。さっきまでいた勇者の姿は画面上から消えていた。


    　なんと勇者はすたこらとその場から逃げてしまったのだ。


    「勇者が、逃げた？」


    　エルブランコはもの凄すごい逃げ足で遠ざかっていく勇者の映像に目を丸くした。


    　同じく状況を飲みこめていないゴブリンＡの元に隊長とウニベルが駆け寄ってきた。


    「勇者は逃げてしまいました！　なんと逃げ足の速いことでしょう！　脱だつ兎とのごとき逃げ足です！　まさかこんな秘められたスキルがあったとは！」


    　ウニベルはカメラに向かって絶叫している。その間にも逃げる勇者の背中はどんどん小さくなっていく。


    　勇者に逃げられて放心状態のゴブリンＡは医療班に連れられて森のほうへ入っていった。自分に与えられた仕事を完かん遂すいできず、さぞ無念であっただろう。今はゆっくり休んでくれと、エルブランコはゴブリンＡへ画面越しに労ねぎらいの言葉を贈った。


    「あ、隊長が第二陣へ突撃を指示しました！」


    　隊長は腕を振り上げ、どこかでそのサインを見ているであろう隊員たちに合図した。若干森が揺れたようなざわめきののち、再び「キエエエエ」という絶叫が聞こえた。


    「続けてゴブリン隊に勇者へ戦闘を仕掛けさせました。勇者もすべてのモンスターから逃げ切れるはずがない。見事倒され、炎の結晶玉を勇者に届けて見せますよ」


    　ウニベルにマイクを向けられた隊長の談話も束の間、「逃げられた！」という悲壮な叫びが聞こえてきた。第二陣として突撃をしたゴブリンＢも勇者に逃げられてしまったのだろう。


    　勇者はモンスターを倒さない限り、炎の結晶玉を手に入れることはできないのだ。この先のトリステ洞どう窟くつ攻略のためにこのアイテムを手に入れることは必須。


    　そもそも勇者が魔法を覚えないから、こんなに苦労させられているというのに。


    　勇者はそんなことともつゆ知らず、とにかく遭遇したゴブリンすべてから逃げまくっている。今聞こえた「うわっ、逃げられた！」の声はゴブリンＣのものだろう。


    　ウニベルと隊長はもはや隠れるようなことをせず、ただ真っすぐ街道を走る。


    「前方にトリステ洞窟の入り口が見えてきました。逃げまくる勇者はもうすぐトリステ洞窟に到着してしまいます！」


    　ウニベルの実況にもどこか押し迫った語気が含まれるようになってきた。


    　まだ勇者は一度たりともモンスターと戦闘をしていない。まさかこんなことになろうとはと、エルブランコも映像を見つめながら奥歯を噛かみしめていた。指示を与えたいが、何も打開案が浮かばない。そんなどうしようもない自分に腹が立つ。


    「宝箱だ」


    　ベルデラ将軍が急に立ち上がり、そう告げた。


    「うむ、もはやそれしか手はない。洞どう窟くつの宝箱に、炎の結晶玉を詰め込むんじゃ！」


    　ロホもそれに同意を示す。


    　アマリージョは窓を開け、急いでウインドテラーの魔法を飛ばした。


    　おそらく四天王たちもこんな状況になるとは予想もつかなかったのであろう。今度は宝箱にアイテムを忍ばせるという作戦に出るというのだ。魔王も無言で頷うなずいた。


    　中継を見ていると、すぐにウニベルのまわりを風が取り囲む様子がリアルタイムで映し出される。びっくりした表情のウニベルであったが、すぐに伝言を受け取れたようだ。


    「今、アマリージョ様から指示が届きました！　洞窟へ先回りをして、炎の結晶玉を宝箱に詰めろと！」


    「なるほどです！　分かりました。私が直接戦闘を仕掛けます。時間稼ぎくらいは、なんとかします。その間に洞窟へお向かいください！」


    　隊長は手に持った結晶玉を箱ごとウニベルへ手渡した。


    「では、ゴブリン隊長！　貴殿の成功を祈る！」


    　ウニベルがまた妙なことを言って隊長を送り出した。いったい何様のつもりなんだ。


    　ゴブリン隊長も小首を傾かしげながら、勇者に向かって走り出した。ウニベルのことは無視して正解です。


    　隊長を見送ると、ウニベルは洞窟までの直線距離を真っすぐ駆け抜ける。なんとしても勇者より先に洞窟に到着せねばならない。


    　真夜中の荒野には相変わらずゴブリン隊の「逃げられた！」という無念の咆ほう哮こうが響き渡っている。今の声はゴブリンＫだろうか。まさに強つわ者ものどもが夢のあと状態である。


    　エルブランコは使命を背負ったゴブリン隊長とウニベルに思いを託した。


    



    　トリステ洞窟。これはアルト山へと続く、おどろおどろしい洞窟である。洞窟自体の難度は低いのだが、トラップがいくつか仕掛けられており、この攻略が勇者を試す指針となり得る。


    　ひとつあの勇者にとっても光こう明みようとなるのが、この洞窟にはところどころに薬草が生はえていることだ。回復魔法の使えない勇者にとっては非常にありがたいと思われたが、そもそも戦闘をしていないので無用の長物ではある。


    　ウニベルが洞窟に到達したとき、まだ勇者の姿がなかったということは隊長の時間稼ぎが成功したということだ。これを無駄にしないためにも、アイテムを宝箱に忍ばせる任務は完かん遂すいせねばなるまい。


    　洞どう窟くつ内は特に分岐はなく、入り口から一本道を進むと直ただちに地下へと続く階段が現れた。


    「洞窟内はひんやりしております。さて、地下へと下りていきたいと思います」


    　階段を下りるウニベルを中心に捉えた映像が、徐々に暗くなっていく。


    「ファイアボール！」


    　ポケットから派手な杖つえを取り出し、目の前に炎の玉を出現させるウニベル。杖の先に火の玉を浮かべ、辺りを照らす。これで洞窟内の視野は確保できた。


    　ファイアボールの明かりのおかげで映像も見やすくなり、会議室でもウニベルのとった行動に称賛が送られる。


    「ウニベル君はよく気が利くではないか」


    「うむ。エルブランコの研修の効果のようじゃな」


    　アスールがウニベルの気の利いた行動を褒ほめ、ロホが上司のエルブランコの成果としてくれた。ベルデラまでもが親指を立て、黙って頷うなずいてくれた。


    「毎日研修しているんですって？　まあエルブランコにとっては適任だったのかもね」


    「エルブランコもウニベルもがんばってるよ」


    　アマリージョと魔王までもが評価をしてくれているようで、研修役としては頬ほおも緩ゆるむ。


    「ウニベルには常に相手のことを考えて行動しろと指導しています。研修の成果が出てなによりです」


    　自じ画が自じ賛さんするのも恥ずかしいが、つい大きなことを言ってしまった。調子に乗りすぎるのもよくないが、これくらいはいいだろう。


    　エルブランコは素直に嬉しかった。帰ってきたらウニベルも褒めてやろう。


    　ウニベルは道すがらも新しい火の玉を作っては、ルートに沿って丁てい寧ねいに床に置いていった。


    　ウニベルの履歴書に炎の魔法が得意と書いてあったのも納得できる働きだ。これなら勇者も迷わないし転ばないだろう。


    「あ、宝箱を見つけました！　早速アイテムをぶっこんでいきましょう！」


    　小走りで宝箱に駆け寄っては、アイテムを入れていく。もともと宝箱の中にはアイテムが入っていたが、すべて抱き合わせで炎の結晶玉が手に入るという出血大サービスである。


    　すべての宝箱に炎の結晶玉を忍ばせたウニベルは、再びカメラの前に戻ってきた。


    「なんとか完了しました。ここまで甘やかしていいのでしょうか、勇者へ万全のサポートです」


    　最後にこの洞窟の最大の難所、氷の壁がある部屋の手前に最後の火の玉を置く。洞窟の中は煌こう々こうと炎に照らされ、さながらキャンドルサービスである。


    　一通りお膳立てをしたところで洞窟の入り口のほうに戻り、勇者がやってくるのを隠れて待つようだ。入り口付近に大きな岩が転がっていたのでその後ろにこっそり身を潜ひそめた。


    　さらにそれから十分あまり。ウニベルが大きなあくびをするのをカメラに抜かれたところで、入り口に人影が見えた。


    　勇者は肩で息をしながら、洞どう窟くつへ入り、そのまま地下へ続く階段を下りていった。


    「勇者が、地下へと下りていきました。それでは、勇者を追いたいと思います。行きましょう！」


    　カメラデーモンに手招きし、ウニベルはどたばたと地下へ続く階段へ向かった。


    「見えますでしょうか、勇者は明かりにつられて洞窟を奥へ奥へと歩んでおります！」


    　相変わらず声の大きいウニベルに、我慢しきれず「しーっ」とカメラデーモンがボリュームを下げるよう促す。


    「あ、ちょっと待ってください！　勇者が最初の宝箱に近づきましたよぉ！」


    　それはまるで甘いお菓子につられるような、そんな喜びを隠せない足取りの勇者。炎の結晶玉が入れられた宝箱に勇者が食いついたのが嬉しくてたまらないウニベル。


    　誘い誘われ、勇者は宝箱の前で立ち止まった。


    



    「なんとかうまくいきそうね」


    　ようやく勇者が思い通りの行動をなぞり始めたことに、会議室はひとつ大きな山場を越えた安あん堵ど感に包まれた。アマリージョが髪をかき上げ、大きく椅い子すに背を預けながら言った。


    「しかし勇者が戦闘を避け続けるとなると、今後の計画も変わってくるぞ」


    「確かに。勇者はモンスターと戦うものというのは、固定観念であったと反省せねばなるまい。こういう消極的な勇者がいてもおかしくないと、勉強させてもらったわい」


    　アスールとロホが今後の計画を危き惧ぐする。先日のレッドドラゴン戦がトラウマになっているのだろうか。戦闘班を仕切るアスールにとっては無念ともいえる事態となった。


    「下手にトラップも仕掛けられない、か」


    　ベルデラもトラップを用いたダンジョン設営には苦労しそうである。


    　エルブランコは過去の勇者については議事録ですべて読んでいた。様々な勇者の行動を調べてきたが、今回の勇者は異質である。この奇き妙みよう奇き天て烈れつな行動はまったく読めない。


    「とりあえずこの洞窟の先、アルト山まではレベル５から６のモンスターで対処できるようにしている。山を越えたあとの町以降は、対策を練り直しじゃ」


    「ちょっと待ってください。あなた方の固定観念、さらに壊されるのではないですか？」


    　ロホが話し終わるか終わらないか、そこにかぶせるようにプルプラが割り込んできた。


    　結果を見ずに先の話をしたことに罰が当たったのか、四天王たちの弛し緩かんした雰囲気がまた一気に引き締まった。


    　プルプラの言葉で皆の視線は映像に注がれる。先ほどからプルプラと魔王だけは、緊張を切らさず水晶ディスプレイのほうを見入っていたのだ。


    「なんと！」


    　ロホの驚きの声が会議室に響き渡る。


    　勇者は宝箱に見向きもせず、そのまま立ち去ってしまったのだ。


    「これはどういうことでしょうか！　勇者は宝箱を開けません！　繰り返します、宝箱を開けません！　完全スルーです！」


    　ウニベルの興奮した実況が飛び込んでくる。


    「おっと、勇者が立ち止まり、そしてしゃがみました。何をするというのだ？　そんなところに宝箱はないはずです」


    　カメラデーモンは天井すれすれまで飛び上がり、勇者の正面に回り込む。ウニベルも勇者に見つからないように側面へ移動する。


    「な、なんということでしょう！　会議室、見えますでしょうか？　私はとんでもない光景を目撃しております。勇者の行動、それは……！」


    　ウニベルはやたらもったいつけて実況をしているが、会議室の映像ではその勇者の行動がばっちり映し出されていた。すでにその勇者の衝撃の行動を見た全員が無言になっている。


    「勇者は靴くつひもを結んでいるのでも、お腹なかが痛くて動けなくなったわけでもありませんでした。なんと、な、な、なんと！　地面に生はえた薬草を、せっせと摘つんでいたのです！」


    　勇者は地面に生えている薬草は目ざとく見つけ、きっちり摘みながら、氷の壁がある部屋へと到達してしまった。もちろん宝箱はすべてスルー。無策のままのご到着である。


    　そこからは案の定というか、そうでしょうね、という一連の流れであった。


    　大きな氷の壁に行く手を塞ふさがれた勇者は、軽く壁を触って「冷つめてっ」と言ったまま、すぐさま元来た道を引き返したのだ。判断力というか諦あきらめの早さ超一流。


    　勇者は帰り道でも、時折立ち止まっては薬草を残さないように、几き帳ちよう面めんに摘んでいった。


    「もはや山菜狩りのピクニック状態！　洞どう窟くつ内の薬草はすべて勇者によって摘み取られてしまいました！」


    　勇者が肩からかけたバッグには緑色のもさもさした薬草が溢あふれんばかりに詰め込まれていた。


    　洞窟の攻略を諦めた勇者は、そのまま階段を上って洞窟を出てしまった。


    　そんなに簡単に諦めてしまっていいのか。この洞窟内になにかヒントがあると考えないのか。不可能を可能に変えることこそ、勇者の真骨頂ではないのか。


    　この光景を見ていたベルデラは「グググ」と唸うなっている。トラップを攻略しようとしない勇者に怒り心頭なのかもしれない。


    「さあ、ドロップ作戦に続いて宝箱作戦も失敗でしたね。第三の矢の用意はされているのかしら？　勇者は村へ帰ってしまいますよ」


    　プルプラに言われるまでもない。このまま失敗を見届けるわけにはいかなかった。


    「このまま村に帰すわけにはいかん。私が行く」


    　アスールが我慢できないと立ち上がった。


    「あんたが行ってどうなるのよ。余計ややこしくなるわ」


    「私が氷の壁を破壊してくるのだ」


    「それではなにも勇者のためにはなりません！　計画が思い通りに進しん捗ちよくしないからといって、でしゃばるのはむしろ怠たい慢まんです！」


    　プルプラが多少感情的にアスールを制した。彼女も苛いら立だってきたようだ。


    　この一連の議論を聞いていて、エルブランコの中になにか閃ひらめくものが生まれた。


    　氷の壁を壊す？　勇者の成長？


    「失礼します！　私に名案が！」


    　上司たちの視線が一気にエルブランコに集まり、もう後戻りはできなくなった。


    



    　朝焼けが肌に染みる。冬なので紫外線は気にしなくてもいいが、空気が乾燥して肌から潤うるおいを奪っていくような、そんな喪そう失しつ感かんがある。さよなら、ウルルン肌。


    　荒れた手の甲をさすりながら、ウニベルはどうしたもんかと、とりあえず村へ帰る勇者の後をつけていた。


    「カメラデーモンさん、いつまで撮り続けるんですか？」


    「いや、それがなんの指示もなくて。予定ではトリステ洞どう窟くつを越えたところでシフトを交代することになってたんですけど。まさかこんなことになるとは、ねぇ？」


    　仕事に疲れたモンスター同士、とぼとぼ歩く。


    　ああ、早く帰ってシャワー浴びたい。ウニベル、心の叫び。


    　いろいろ愚痴を言い合いながら歩いていたところに、突然目の前の乾燥した空気が切り裂かれた。誰かが飛んでくる？


    「ロホ博士？」


    　真っ赤なマントに包まれたロホがワープで現れた。すかさずデーモンは頭を下げて挨あい拶さつをし、ウニベルは「お年寄りは朝から元気だなぁ」なんて思いながらぽかんとしていた。


    「わしが今一度勇者を洞窟へ連れ戻す」


    「連れ戻してもあの勇者はどうにもなりませんよ。戦闘もしないし宝箱も開けないし」


    　ウニベルは両手を広げて大げさに訴える。その姿を見てロホは「若者は朝から元気じゃのぅ」と思い、腰の辺りをさすった。


    「おぬし、偶然を装い勇者の仲間としてパーティーに加われ」


    　ロホが尋じん常じようじゃないことを言いだした。勇者の仲間になれと？


    「おぬしならファイアボールの魔法も使えるので氷の壁も突破できる。あのどうしようもない勇者は、教育してやらねばならん」


    「私が仲間になって勇者を教育しろってことですか？」


    「うむ。おぬしは人型モンスターなので勇者の仲間になっても別段不自然なところはない。あのトリステ洞どう窟くつの攻略だけ手を貸して、適当に姿を隠せばいい。では、頼んだぞ」


    　それだけ一方的に指示すると、ロホは再びワープで消えてしまった。


    　これがエルブランコが閃ひらめいた案であった。


    　勇者を成長させるためにも、ある程度教育をする必要がある。勇者に期待ばかりしていてもらちが明かない。おそらくニート歴の長い勇者には、モンスターの戦い方やトラップの回避方法、宝箱の開け方まで最初に教える必要があったのだ。


    　この提案を魔王は快く受け入れた。ほかに名案が見当たらなかったこともあるだろう。


    　その役目をウニベルに任せるのは不安ではあったが、部下を信頼して成長させるという観点と合わせて一石二鳥となりうる作戦だった。


    　それにウニベルには仕事に対する自覚が生まれ始めている。いい機会であった。


    　こうしてウニベルは急きゆう遽きよ勇者の最初の仲間になることになった。


    



    「待つのじゃ、勇者よ！」


    　村の門が見え始めたというタイミングで、勇者の前にロホ博士が突然現れた。


    　反射的に逃げようと勇者はくるっとスピンムーブ。ロホはさっと回り込んで通せんぼ。そのパターンは知ってる。


    「もう村には帰さんぞ。さあ、洞窟へ向かうのじゃ」


    「いや、その、洞窟は無理なんです。なんか、氷の壁があって、無理です」


    　勇者は泣きそうな顔で言い訳をしている。というか懇こん願がん。


    「気のせいじゃ！」


    　ロホは断じて許さない。


    　さすがに勇者も自分の目で見て触ったものを気のせいにされて納得することはできない。あの氷の壁の冷たさを思い出すように、指を見つめている。


    「さあ、戻るがいい。そうせねばわしが村を燃やすぞ！」


    　ロホも必死である。今度は脅迫のような形になってしまったが、四の五の言う余裕はない。この作戦が失敗すると、今度はプルプラに何を言われるか分からないのだ。


    「いや、だって、とりあえず帰らなきゃいけないんです。朝になったし」


    「気のせいじゃ！」


    　この太陽も気のせい？　ロホもさすがに強引すぎる気がしたが、もはや手段は選べない。


    「あ、分かりました。じゃあ洞窟へ戻ります。さよなら」


    　観念したのか、洞窟のほうへ走っていってしまった。


    　勇者のこの行動にロホは、聞き分けのいい若者じゃな、おじいちゃん子かしらん、とわけの分からぬ感想を抱いだき、疲れもあって早々とワープで魔王城に帰ってしまった。


    　勇者は洞窟へ向かいながらも何度か振り返り、ロホがいなくなったことを確認すると、すっとさっきまでいた場所へ戻ってきた。


    　そしてロホがいた場所をドラゴンスレイヤーで恐る恐る突っつき、誰もいないことを確認する。姿を消して見張っているとでも思ったのだろうか。


    　次は上下左右を見渡し、一度大きく深呼吸をした上で、再び勇者は村へ向かって走り出した。


    　勇者は、はなから洞どう窟くつへ行く気などなかったのだ。これは早とちりをしたロホのミスだ。


    「ま、待ってください、勇者様」


    　再び村へ戻ろうとする勇者に、ウニベルは慌てて隠れていた森から飛び出し、用意していたセリフを吐き出す。


    「え、なに？　僕ですか？」


    　勇者は先ほどのロホに呼び止められたときとはまた違う反応で、肩をすくませながらゆっくり振り向いた。


    　ウニベルはその勇者のおっかなびっくりの表情に、どうしたもんかと困ってしまう。


    「え、どうしました？　え、あ」


    　頬ほおを赤らめてキョドってしまっている勇者に対し、ウニベルはかわいい女の子アピールをすれば仲間になれるのではないかと安易に考えていた。男なんてかわいい女の子に仲間に入れてくれと誘われたら断ることなんてできるだろうか、いやできない！


    「いや、その、勇者様が困っていらっしゃるようなので、何かお手伝いできることないかなぁなんて。てへ」


    　とりあえず萌もえアピールかしらと、ペロッと舌を出してウインクしてみた。


    「え、なんですか？　別に困ってるとか、そういうわけじゃないんですけど」


    　勇者は急にもじもじし始めて、耳まで赤くなってきた。


    　この路線に手ごたえを感じたウニベルは、自分の中にある萌えの引き出しを開けまくる。


    「実はぁ、あの洞窟に行きたいんですけどぉ、ひとりじゃ怖くってぇ。一緒に行ってくれる人を捜してたんですぅ。こんなこと誘ったらぁ、変な女って思いますよねぇ？」


    　か弱さアピール。こんなふうに頼られたら、男はもうたまらんはずである。


    「え、あの洞窟ですか？　これから行くんですか？」


    「ねえ、行こうよ」


    　ウニベルは上目づかいで、勇者の服の袖そでをキュッと握ってみた。


    「え、あ、え？　はい」


    　陥かん落らく。ウニベルはニヤつきたかったが、そこはぐっと我慢して無邪気に笑い返した。


    「やった！」


    　そう言うと袖を引っ張りつつ、軽く小指なんかで勇者の指に触れてみる。わざとらしいくらいがちょうどいいと、何かの本で読んだことがある。


    「あの、でも、あそこ通れなくなってるんですよ。ちょっと、村から誰か呼んできたほうがいいかなって思って、はい」


    　だんだん声が小さくなっていく勇者に、ウニベルは舌打ちしそうになる。人任せってどういうこと？


    「私と二人じゃ嫌？　私、魔法が得意なの。だから、二人だけで行きましょ？」


    　勇者はかたくなにウニベルと目を合わせようとせず、空を飛んでいる鳥や、風に揺れる木々など、動くものを目で追っている。


    「え？　あ、はい。僕はちょっと今日調子が悪くって魔法が使えないんですよね」


    　嘘うそつけ、超はなまる絶好調でも使えないだろ、とは口が裂けても言えないので、もう一度見上げるように笑顔をふりまいておいた。


    　かわいい女の子作戦、大成功。


    　かくしてウニベルは勇者の仲間になれたような、なれていないような、微妙な関係になった。


    



    「ウニベル君はうまく勇者の懐ふところに潜もぐりこんだではないか。これで洞どう窟くつをクリアできそうだな」


    　アスールはウニベルの萌もえ仕草を好意的に捉えたようだ。


    　作戦を提案した手前、エルブランコは作戦がうまくいきそうな期待と、部下にこんなことをさせている罪悪感が入り交じっていた。


    　ただ、部下を信じる気持ちだけは持っておかなければならない。それが上司として今できることだ。これが成功すれば、ウニベルも自分の仕事に自信を持ってくれることだろう。
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    「ウニベルなら大丈夫です。きっと研修の成果を見せて、やり遂げてくれるはずです」


    　こんな事態に備えた研修は行っていなかったが、エルブランコはそう断言した。


    「洞どう窟くつに着いたようじゃ」


    　すでに会議室に帰ってきているロホが注意を促す。


    　外はすっかり日が昇っている。ウニベルと勇者はようやく洞窟の入り口まで戻ってきていた。こんな時間までカメラをまわしているデーモンも大変だ。


    　勇者はウニベルに引っ張られる形で道中は一言も喋しやべらず、ウニベルも表情から当初のかわいいキャラが崩れ始めていた。とにかく勇者を牽けん引いんして連れ戻すのに精いっぱいのようだった。


    「どうした？　なぜ入らない？」


    　洞窟の入り口で勇者とウニベルが立ち止まり、何か話しているようだ。カメラデーモンは先回りして洞窟内に入ってしまっているので音声が聞き取れない。


    「あのアホ、この期に及んでビビってるんじゃないの？　往おう生じよう際ぎわが悪い男ね。あれではモテるわけないわ」


    　アマリージョが勇者のキャラにモテない属性を付け加えた。エルブランコも否定することはできない。三十歳ニートでモテまくりだったら、世の中ニート祭りになる。


    「この男には女子の前でいいところを見せようとか、守ってあげたい的な考えはないのかのう。けしからん勇者じゃな」


    　最年長のロホでさえ勇者の甲か斐い性しようのなさに幻滅し始めた。まもなく「わしの若いころは」と昔話を始めそうな雰囲気さえある。


    　映像を見ていると、やはり勇者が洞窟に入ることをためらっているらしい。ウニベルも多少イラついてきたのか、表情が険けわしい。


    「だから、私が魔法を使うって言ってんでしょ！　まったく、さっきから消極的だし、口を開けば疑問形ばっかだし、目も合わせないし。それでも勇者ですか！」


    　ウニベルの怒鳴り声が、遠くにいるカメラデーモンまで届いた。


    　その様子を見つめるエルブランコは嫌な予感しかしない。いや、これはやばいパターン突入確定。


    「あんたが魔法を使えない、モンスターとも戦わない、宝箱も開けない、女慣れしてないのが悪いんでしょう！　ちょっとは勇者らしくしなさいよ！」


    　ウニベルはさっきまでいじらしく掴つかんでいた勇者の腕を振りほどき、仁に王おう立だち、アンドびしっと指をさしながら大声で不満をぶっ放した。不満というか、ぜんぶ事実。


    「ちょっと、エルブランコ。修しゆ羅ら場ばみたいになってきたわよ」


    　アマリージョの指摘にエルブランコは一気に血の気が引いてきた。


    　言いたいことを言いだすウニベル。そこに仕事とかＴＰＯとか、そんな概念は存在していない。


    　対する勇者もごにょごにょ言い返しているようだったが、カメラのマイクには届かないボリュームなので会議室では聞き取れない。


    　プルプラはさっきからメモを取っては、エルブランコのほうにチラチラと視線を飛ばしてくる。怖くて彼女のほうを向けない。ただじっと、水晶ディスプレイの中の出来事が万事無事に終わることを願うばかりだ。


    「勇者のくせして、あんたもしかして……」


    　ウニベルは後ずさりして抵抗する勇者に向かって、最後のとどめとばかりに何か言い放った。語尾は聞き取れなかったが、それを聞いた勇者の顔が一気に紅潮したのは判別できた。


    「どどどどどどど、どうでぃじゃだいぶわぃ！」


    　勇者は何を言っているのか分からないくらい噛かみたおして、全力で否定したようだ。しかしウニベルのとどめの言葉が痛恨の一撃になったのは明らかだ。


    「かかかか、帰ゆ！」


    　最後はかわいらしく噛んだ勇者は、唯一の取り柄である逃げ足の速さで一瞬にしてウニベルの目の前から走り去ってしまった。


    「なんなのよ！　このダメ勇者！」


    　まだ足りないとばかりに罵ば倒とうを続けるウニベルを、背後から映し続けるカメラデーモン。


    　頼むから、もう中継するのは勘弁してくれ。エルブランコは会議室の机に頭を抱かかえてうずくまった。


    「これが研修の成果ってやつですか。立派な教育をされているようですね」


    　プルプラの皮肉は会心の一撃となり、エルブランコに致命傷を与えた。


    　したり顔でウニベルのことを自分の指導の賜たま物ものであると言い切ってしまったことが、いたたまれなくなってもはや冷ひや汗も出ない。


    　ウニベルの行動を指導の成果として自分の手柄にしようとした。最低。高慢。赤っ恥。


    「瞬またたく間に三連続での失敗。直ただちに協会に報告させていただきます。この責任の所在ははっきりさせておいてください」


    　自分の提案した作戦で大失敗。部下のミスは、上司のミスである。


    　プルプラの強烈な批判が聞こえる。自分をかばってくれる四天王の声が聞こえる。すべては自分の犯したミスが原因だ。


    　エルブランコはこの場にいることが耐えられなくなり、俯うつむいたまま会議室を飛び出した。


    「エルブランコ！」


    　背後から聞こえたのは、魔王の声。


    　これが最後になると、エルブランコは覚悟とともに回廊を駆け下りた。


    



    「再び、家に引きこもってしまったらしいですな」


    　お馴な染じみゴルディアス城北塔最上階の会議室。ゴルディアス魔王を含めた幹部会は、アスール大帝の言葉から始まった。


    「トリステ洞どう窟くつでの一件は私たちと協会だけのトップシークレットになっているわ。勇者はレッドドラゴンとの戦い以降は修行中ってことになってるらしいわね」


    　今回の真夜中の勇者の行動は、協会により報道規制が行われていたためこれを報じるマスコミは皆無であった。


    　情報を操作するように、協会の定例会見では「勇者はさらなるレベルアップのために修行中」とされていた。村から出ずにどうやってレベルアップをしようというのか。


    　会議室にはゴルディアス魔王、四天王からはアスール大帝とベルデラ将軍、アマリージョ、それに加えてウニベルが出席している。


    　ロホ博士とプルプラは今回の件について事情説明のため協会へ出向いているのだ。


    　ひとりで口を尖とがらせているウニベルの隣に、エルブランコの姿はなかった。


    「協会は、どうするつもりなのかしら？　ニートが社会復帰するのを待つってわけ？」


    「とりあえず、ロホ博士が帰ってくるのを待つしかない」


    　アマリージョの視線がウニベルへと向けられる。すべての原因がウニベルにあるわけではないが、最後にとどめを刺したのは間違いない。


    「三十年ぶりに出てきた勇者を、協会もそう簡単には諦あきらめきれないだろう」


    　アスールが希望的観測を口にするが、アマリージョは興味なさそうに窓の外に視線を外した。たとえ協会がその意向であっても、失敗続きのゴルディアス魔王軍への風当たりはさらに強くなるはずだ。


    「モンスター配備はどうなってるの、アスール大帝」


    　難しい顔をした魔王が尋ねる。


    「引き続きゴブリン隊をポルデアン周辺に配備したままです。勇者の行動は読めませんので」


    　アスール大帝はいつも通り屹きつ然ぜんと答え、ベルデラ将軍はいつも通り寝息を立てていた。


    　協会より事情説明のために出頭要請があり、責任者としてロホが赴おもむくことになった。仕方ない人選ではあったが、嫌な役目を押しつけたようで、皆が後ろめたさを感じている。


    　会議室の空気は重くなる一方で、よい案も出るはずがない。ウニベルも議事録を取ろうとしているが、特筆することがなく困っていた。


    「こちらとしては、勇者が動かないと行動しようがないからね。無理やり彼の自宅を襲おそっても、このパワーバランスでは話題作りにもならないよ」


    　魔王は無念そうに呟つぶやく。勇者を夜討ちして殺してしまうわけにはいかないのが、今の魔王軍の辛いところだ。悪が悪として行動できないジレンマを、誰もが抱かかえている。


    「今回の作戦は勇者に煽あおられ耐性があまりにもなかったことが原因だ」


    　アスールが仕方なさそうな口調で呟つぶやいた。


    「分かってるわよ。自戒の意味も含めて、反省してるのよ。あの作戦にゴーサインを出したのは私たちだしね」


    「もちろんウニベル君も、そんなに気に病むことはないぞ。エルブランコが閉じこもってしまったのも、我々四天王の責任だ」


    　難しい顔をして俯うつむいていたウニベルを、アスールが労いたわった。


    　当の本人はアマリージョが言った「自戒」という言葉の意味が分からず議事録にどう書こうか悩んでいただけだった。


    「え？　先輩ってズル休みしてるんじゃないんですか？　もしかしてこの前の勇者の仲間になるって作戦、先輩が考えたんですか？」


    　あの日は城に帰ってきたらエルブランコがなぜか自室に閉じこもっていた。研修も休みになり、ウニベルはひとりで自習を続けていたのだ。


    「そうよ。あなたを勇者の仲間に入れようってね。あなたなら魔法も使えるでしょう」


    「ウニベル君なら大丈夫と、エルブランコも信頼しておったようだ。いや、これは君を責めているわけではないぞ」


    「あのとき、私たちが他によい作戦を考えられなかっただけ。悪いのは上司の私たちよ」


    　アスールとアマリージョは、部下をかばう発言をする。


    　エルブランコやウニベルを責めることは、すなわち上司である四天王の責任として跳ね返ってくることでもあった。


    「先輩は自分が立てた作戦が失敗したんで、責任を感じて閉じこもっちゃったんですか？」


    　真ま面じ目めに考えすぎるエルブランコなら、すべてを背負い込んでしまってもおかしくない。むしろ「お前に責任はない」と言われれば言われるほど、責任を感じるタイプだ。


    　ウニベルとしては、アイテムを持っていく役目を自ら立候補したのは役に立ちたいという気持ちからだった。実況役も現場の状況を伝えようと思い、必死で考えた末の行動だった。


    　この二つは指示待ちではなく、自分からやり遂げた仕事として結果を出せたのではないかと満足していた。


    　そのあといきなり勇者の仲間になれと指示され、有無をも言わさず仕事を押しつけられた。無茶とは思ったが精いっぱいやったはずだ。最後はちょっと言いすぎたけど。


    　これは自発的にやった仕事ではなく、ウニベルにとってやらされた仕事という認識があって、失敗したからといって正直責任は感じていなかったのだ。


    　私なんかにこんなことやらせるから。ほらね、失敗しちゃったじゃん。


    　そんな軽い気持ちでいた。


    　だけど、自分の失敗をエルブランコが、そして四天王がかばってくれている。自分の下へ手たな仕事のせいで、迷惑をかけてしまっている。


    　やらされ仕事だからといって、軽く見た自分がバカみたい。指示された仕事も満足にこなせずに、自分のやりたい仕事だけやって満足するなんて、バカみたい。


    「……先輩は何も悪くありません。ぜんぶ私の責任です」


    　ウニベルは涙がこぼれそうになるのを隠すように下を向く。そんなキャラじゃないと自分でもよく分かっているはずなのに。


    「今私たちがしなければいけないのは、エルブランコへのメンタルケアね」


    　アマリージョはウニベルを気にかけながらも、あえてそう言い切った。アスールも頷うなずく。皆が皆、部下思いのいい上司たちなのだ。


    「今後はどうなるか分からないけど、緊張感だけは切らさないように各隊で周知徹底してください。みんなもあまりネガティブにならないようにね」


    　魔王が立ち上がり、その声はいつもより優しく聞こえた。


    　ウニベルも魔王のほうに顔を上げ、小さく「はい」と頷いた。


    「できたできなかったじゃなく、やろうとしたことを評価してあげよう。誰だって初めてのことをやるのは怖いんだから。結果的に失敗したとしても、本人がどうやってその壁を乗り越えようとするかが大事なんじゃないかな。以上、今日はこれで解散」


    　最後はゴルディアス魔王が場を締めた。


    　結局、具体的な方策は何ひとつ見つからなかったが、魔王の言葉は誰にとっても深く心に刻んだよい訓示となった。


    　最後に言い忘れたかのように魔王が一言付け加える。


    「エルブランコのことは、僕に任せて」


    　ウニベルにとってその言葉が何より尊とうとく、胸に届いた。


    



    　窓の外は雪が降っていた。ベッドから眺める外の景色は、この愚ぐ図ずった頭でも理解できるほど凍いてついているようであった。


    　エルブランコはそんな下界の様子から少しでも逃げたくて、壁のほうに寝返りを打った。視界は真っ白でなんのしゃれっ気もない壁紙に支配され、これで無駄なことは考えなくてもいいと、思考を塞ふさいだ。


    　自分が提案した作戦をウニベルが実行し、大失敗を犯してしまった。


    　ウニベルの一言で勇者が村へと逃げ帰り、その中継を見ていた会議室ではプルプラの叱しつ責せきの声が飛んだ。彼女の攻撃対象はもちろんエルブランコだった。


    　頭が混乱する中で、四天王がかばってくれている声が聞こえた。上司が守ってくれていることはありがたいというより情けなかった。「エルブランコに責任はない」と言われることが何よりも胸に深く突き刺さった。


    　いてもたってもいられなくなり、エルブランコは席を立ち、会議室を飛び出してしまった。


    　それ以来、自室に閉じこもったまま三日が過ぎた。一日に何度か、食堂のモンスターが食事を部屋の前に届けてくれたのをそっと受け取り部屋でひとりで食べた。


    　これではあの勇者と同じではないか。嫌なことがあって、逃げ出しただけ。まるでニートのひきこもりだ。


    　自じ虐ぎやく的てきに笑おうとしたが、右の頬ほおが引きつっているのが自分でも分かって、表情を失う。


    　四天王からは失敗を糾きゆう弾だんされるようなことはひとつもなかった。この件に関する報告書の提出も、特に催さい促そくされていない。


    　ウニベルも今回の失敗で責任を感じていないだろうか。すべて悪いのは指示をした上司の自分だ。彼女も次はもっと優秀な上司の下についたほうが活躍できるはずだ。


    　三日たって、ようやく自分は見捨てられたのだと確信した。期待もされて、仕事も任され、部下を持たせてもらい、自ら作戦を提案し、そしてすべてを無駄にしてしまった。


    　回覧メエルによると、今日からロホが事情説明のため協会へ出向いているらしく、それを知ってさらに落ち込んだ。


    　部屋に引きこもって四日目の朝。部屋の扉がノックされた。


    　いつもより早いが誰かが食事を持ってきたのだと思った。ノックに対しては無視を決め込み、再びベッドで横になり何もない壁を見つめ続ける作業に戻った。


    「エルブランコ。まだ寝ているのかい」


    　扉の向こうで語りかける声、それはゴルディアス魔王のものであった。


    　最後通告。クビだ。


    　エルブランコはまずその考えが浮かび、上半身を起こした。当然だ。魔王がわざわざ失敗を犯した部下の部屋を訪れてくる理由はそれしかない。もう開き直って、潔いさぎよく扉の鍵を開けた。


    　そこにはゴルディアス魔王がいた。


    「中、いいかな」


    「どうぞ」


    　吹っ切れていたとはいうものの、エルブランコはできるだけ緊張を顔に出さないようにした。最高の演技だったと思う。


    　それでも魔王をソファのほうへ促し、自分はベッドに倒れるように腰掛けた。失礼極まりない行動だが、これも今日で最後になる。


    「心配してたんだよ。会議にも顔出さないから」


    　魔王はいつもの鎧よろい姿すがたではなく、灰色のローブの上にカジュアルな白黒ストライプのマントを羽は織おり、顔には仮面をかぶっていた。そこでやっと自分が寝間着姿だったことに気がついて、反射的に萎い縮しゆくしてしまった。


    「いえ、皆様に会わす顔がなくて」


    「そうかい」


    　魔王は窓の外を見る。つられてエルブランコも視線を同調させるが、まだ雪は降っている。


    　魔王の部屋からここまでは、一度外に出て渡り廊下を渡らなくてはいけない。こんな極寒の中、ここまで来ていただいたというのか。エルブランコは魔王の様子を窺うかがうと、肩のところに雪が乗っていることに気づいた。


    「エルブランコ、気にしなくてもいいからね。もし君が失敗したって思ってるんなら、それは間違いだよ」


    　魔王は顔色が悪くなっていくエルブランコに気づいたのか、すんなり核心へと話を進めた。


    　エルブランコは俯うつむいたまま、何も答えない。魔王の言葉に、胸の奥がまた痛む。


    　ただ右の拳こぶしを、ぎゅっと握りしめた。爪が食い込む痛みだけが、今ここで恥を忍んで生きていることの証あかしに思えた。


    「昨日四天王たちも言ってたよ。これは誰のせいでもないって。誰に責任があるのかと言い出したのなら、この作戦を認めた僕の責任になる」


    「そんなことはありません！」


    「そんなこと、あるんだよ。こういう組織で、責任とは上へ行くほど重くなる。それを下の者へ一方的に押しつけることは、あってはならないんだよ。それが正しい組織のあり方だ」


    　窓から漏もれる光が、魔王の顔を覆おおう仮面に反射して光の筋を導き出す。


    「僕も魔王になって何百年たったかは覚えていないけど、たくさん失敗はしてきた。僕のミスを、みんなが助けてくれた。だから今でも僕はこの椅い子すに座っていられる」


    　それはエルブランコを責めているものではなく、自分自身を責めているような言葉だった。


    「君もウニベルの上司として、責任を感じるのは分かる。でも彼女は上司のそんな姿を見たくないはずだよ」


    　エルブランコも魔王や四天王が自分のせいで引きこもってしまうところなんか、見たくない。ウニベルも、そうなのだろうか。


    「ウニベルはがんばってたじゃないか。彼女のこと信頼して、仕事を任せたんだろう？」


    「はい。ウニベルならやってくれるはずだと。仕事に対する取り組みも自主的になってきましたし、まだちょっとおぼつかない部分がありますが、部下として、信頼しています」


    　こんなことはウニベルには聞かせられない。


    　ただ、彼女なりにがんばっているところが見えるのは事実だ。気が抜けているところもあるが、研修もちゃんと受けている。たまに鋭い質問もしてくる。仕事も能動的になってきた。その姿を見てエルブランコ自身もがんばらねばと思っている。


    「じゃあ褒ほめてやらないとね」


    「すみませんでした。私が、暴走したばかりに」


    「ここは謝るところじゃないよ。君もこれから上に立っていく立場だ。時には上と下の間で板挟みになることもあると思う。そのときは、これまでの経験を思い返すんだ。失敗した経験は、必ず未来で役に立つときが来るよ。今の気持ちを、決して忘れてはいけない。成長してきた過程は、君の中で生き続けるんだから」


    　魔王は一度「よし」と膝ひざを叩たたき、席を立った。


    　エルブランコは下を向いたまま、動けなかった。こんな尊敬できる魔王に、自分の汚い涙を見せたくなかったのだ。


    　頬ほおの上を流れる、二筋の涙。右目の涙は過去への反省、左目の涙は未来への決意。


    「じゃあ、もう少し休みなさい。勇者もしばらく動きそうにないから」


    　そう言って、魔王が部屋から出ていった。また寒い中を歩かせることになる。


    　エルブランコは涙を拭ふき、扉に向かって、深く頭を下げ続けた。


    「ありがとうございました」


    　顔を上げたとき、エルブランコの表情にはもう迷いはなかった。ゴルディアス魔王のためにこの身を捧げる。その決意は確固たるものになった。


    　いつか魔王が不安げな顔で言った言葉を思い出した。


    　──僕は優しすぎるのかもしれない。


    　優しさとは、相手の気持ちを汲くみ取れる心である。優しさこそ、強さだ。


    　そのまま正装である白いスーツに着替え、眼鏡めがねをかけてデスクに向かう。たまっていた報告書を書く手にも、やる気と意義が確かに感じられた。


    



    　魔王がエルブランコの部屋から出てくる気配を感じ、ウニベルはさっと身を隠す。魔王は廊下を反対側に向かって歩いていった。


    　エルブランコの考えた作戦で自分が失敗を犯してしまい、それがきっかけで引きこもってしまったことに、彼女なりに責任を感じていた。


    　自分には関係ないなんて思っていたことが幼よう稚ちで無責任だった。


    　ちゃんと謝ろうと部屋を訪れたちょうどそのとき、部屋の中から魔王とエルブランコの会話が聞こえてきたのだ。聞こうと思って盗み聞きしていたわけじゃない。


    「信頼してるとか言われると、もっとがんばらなきゃとかって、思っちゃうじゃん。もう」


    　ウニベルはそっと自分の頬に触れ、恥ずかしそうに呟つぶやいた。


    　一度大きく息を吐き、いつも通りのキャラを整え、扉を元気よくノックした。


    「先輩！　かわいい部下をほったらかしにしていつまで休むつもりなんですか！　先輩ばっかり有給使っちゃってずるいですよ！　それに、勇者法について教えてほしいところがあるんですけど！」


    　部屋の中から真ま面じ目めで優しい声が返ってくるまで、そう時間はかからなかった。

  


  
    第三章［勇者、冒険に出ざるを得ない］
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    　本来ならば朝一番で会議が開かれる予定であったが、ロホ博士が協会から帰ってくる予定が一日遅れたことで午後からに延期となっていた。ロホは昨日、日帰りのはずが行ってみたら協会側の都合でドタキャンされ、宿泊する羽目になったらしい。


    　向こうから呼び出しておいて、ロホは半日以上待ちぼうけを食らい、先ほどようやく魔王城に帰ってきたとのことだ。もちろん、プルプラも一緒に。


    「上の仕事もなかったですし、私はこの三日間ずっと自習だったんですよ？　もう勇者法を読むのも飽きましたよ。何書いてあるのか難しくて意味プーですし」


    　ウニベルが言う上の仕事とは、こういった会議や四天王から指示された仕事のことだろう。


    　この三日間、エルブランコが引きこもっていたため、毎日午後の研修も自動的に休みになっていた。ウニベルには申し訳ないことをしたと思っている。


    　三日ぶりに外へ出たエルブランコは、ウニベルと一緒に会議室へ向かって回廊を上っていた。


    「お前、ワープが使えるんなら先に行っていいんだぞ」


    　ほぼ毎日行く必要がある会議室を、なぜこんな塔の最上階に作ったのだろう。できるものならここも魔法塔のようにエレベエタを増設してほしい。と思っているのはワープが使えないエルブランコだけだろう。


    「私も先輩を一緒に連れていってあげたいんですけど、そこまでは魔法力がないんですよね。だから仕方なく付き合ってあげてるんですよ。感謝してください」


    　今日もノートやらテキストやらを抱かかえたウニベルがどたばたと恩着せがましくついてくる。


    　ワープの魔法は自分以外も一緒に連れていくことができるが、帯同できる人数は唱える者の魔法力による。ウニベルはまだ自分だけしか飛べないようだ。


    　しかし一緒に連れていってもらうなら、あの奇妙なスピンと掛け声に付き合わされるのかと思うと、早く自分でワープを覚えようと心に誓う。


    　ようやくたどり着いた会議室。三日来ないだけで、足の筋肉が衰えていつもより疲れた気がする。扉の前で、エルブランコは大きく深呼吸をした。どんな顔で入ればいいだろうか。


    「先輩、ちゃんと謝罪の言葉は考えてきましたか？　私も一緒に頭を下げてあげますから、そんな泣きそうな顔しないでくださいよ」


    　ほんと、大きなお世話だ。ウニベルにそこまで言われて、もう迷うわけにはいかない。エルブランコが扉を開けて入室すると、すでに自分たち以外の出席者は揃そろっていた。


    「このたびはご迷惑をおかけしました」


    　まずは全員に向かって、深く頭を下げ、謝罪した。ウニベルも横で一緒に頭を下げている。


    　エルブランコを咎とがめる者は、誰もいなかった。


    「さあ、二人とも座って。ロホ博士、始めようか」


    　魔王もエルブランコの件には何も触れず、進行を促した。


    「では、始めさせていただきます」


    　ロホの声が、いつもより暗く聞こえた。


    　当然その原因は、協会に呼び出しを食らった件であることは間違いない。


    「まず、会議を午後に延期していただいた件はお詫わびいたします。協会での報告会が昨日深夜になりまして、帰城が今朝になったゆえ、魔王より許可いただき休ませてもらいました」


    「わざわざ呼び出したくせに、協会の方々も忙しいんでしょうね」


    　アマリージョが協会からの監査役であるプルプラに向けて嫌味を放つ。彼女も煽あおりを受けて今朝帰ってきたばかりなのだが、その疲れを見せる風もなく、今も凜りんとして座っている。


    「ネグロに急な来客がありまして、ロホ博士との面会を延期させてもらいました。申し訳ございません」


    　座ったままお辞儀するプルプラに、魔王が頭を上げるよう気をかける。


    「プルプラさんもロホ博士もご苦労様でした。あまりいい話がなかったようだね」


    「ええ、残念ながら、協会は今回の件に関しては快こころよく思っていないようでございます。特に、ネグロ理事からは厳しいお言葉を頂ちよう戴だいしました」


    「その件は私から」


    　プルプラがロホの言葉を継ぐ。


    「単刀直入に申しますと、最さい後ご通つう牒ちようとお考えください。今回の勇者のトリステ洞どう窟くつ攻略に関して、何度もチャンスはあったはずです。それをことごとく取りこぼし、最終的に勇者に逃げられるという大失態です。これでは協会も厳しくならざるを得ません」


    　魔王からは誰のせいでもないと思慮いただいたが、こうもプルプラからはっきり告げられると上向いた気持ちも萎なえてくる。


    「これはもはや計画を立てて実行する以前の問題です。初うい陣じんから洞窟までの計画がすべて裏目に出ている現状、すべて白紙に戻して最初から計画案を作り直す必要があります」


    　勇者のレベルが上がりすぎたことによる弊害、上がらない能力値、戦闘に対するトラウマ、予測不能の行動。勇者に関するネガティブな要素を挙げると枚挙にいとまがない。これらをすべて勇者のせいにできないのもつらい。


    「取り急ぎ、これまでのような中途半端なものではなく、現実的な目標を見定めた上で計画を立てていただきたいと思います。具体的に私のほうで方針を立てました。ひとつ、引きこもる勇者を冒険に出す方法。二つ、戦闘に対するトラウマを拭ぬぐう方法。三つ、能力が低くても攻略できる冒険ルート。これに則のつとって、計画案を考え直してください」


    　ロホは腕を組んだまま、髭ひげに埋もれるように相あい槌づちを打っている。主導権をプルプラに渡してしまうほど、今回ばかりは分が悪いのだろう。


    「これを早急にネグロに提出するように、とのことです。もはや私にも監査役としての責任が問われているのです」


    　魔王軍のせいで監査役のプルプラまで一いち蓮れん托たく生しようで責任を負わされようとしているのか。


    　今日のプルプラは先日のように資料を読み上げているわけではなかった。自分の言葉で、伝えている。彼女自身もやらされ仕事ではなくなったということか。


    「今プルプラさんが言った三つの方針について、話し合っていこう。とりあえず、みんなで意見を出し合って、ブラッシュアップしていこうか」


    　魔王が会議の舵かじを取ろうとするが、依然四天王の空気は重く、エルブランコは今日の会議が長引くことを覚悟し、休んでいた三日分を取り戻そうと決意をした。


    



    　翌日。魔法塔エントランスホールのカフェで、エルブランコはアマリージョを待っていた。


    　エルブランコは眠気覚ましに効くらしい人間の文化であるコーヒーを飲み干した。黒くて苦くて美う味まいとは言えないが、頭をはっきりさせる効果はありそうだ。このコーヒーにしても、人間が生み出した文化をゴルディアス城では積極的に取り入れている。


    　数百年前ならばありえなかった人間とモンスターの間の文化交流は、今ではこうして普通に行われている。お互いが相乗的に発展できることは受け入れるようにしてきた。


    　魔王軍もそれまでは人間とはもちろん、他の魔王軍とも関係を持たない鎖国策を敷くのが当然だったが、外敵から自らを守る意味以上に、進化を妨さまたげ、意外と敵を作ってしまう悪策だと気づいたのだ。


    　今でも鎖国政策を続ける魔王軍はあるが、その結果、他に後おくれをとっているのが現状だ。


    　人間とモンスターは同じ言葉を使ってコミュニケーションを取ることもできるし、人間もレベルが上がれば魔法を使うこともできる。羽や角つのといった体たい軀く的てきな特徴はあれど、魔法やアイテムで先天的なものさえも補うことができる。


    　ただ原始以来、お互いのアイデンティティに刻まれてきた正義と悪という図式。それぞれの神が創り出した人間とモンスターは、実質的な差が埋まりかけている昨今でも精神的な溝は埋まっていない。


    　人間とモンスターをまとめて「生物」とでも呼べる日が来るかどうか、まだ誰も知り得ない。


    「エルブランコ様、アマリージョ様の用意が調ととのったそうです」


    　黒いスーツを着た、人型モンスターのカフェ店員が声をかけてきた。鼻筋の通った男前の彼は、それこそ人間にしか見えない。


    「待たせたわね」


    　エレベエタが開き、中から出てきたアマリージョの姿には驚きを隠せなかった。


    　麻のワンピースに紺色の大きめのコートを着て、髪はなにも手を加えず下ろしたまま、背中の羽もうまいこと服の下に隠れていて目立っていない。


    　昨日までのビビッドな色彩感覚を失ってしまった地味な大魔法使いがそこにいた。


    「珍しいものでも見る目ね。偵察に行くのに、いつもの格好で行けるわけないでしょう。私だってこんな質素な平民の服を着たくないわよ」


    「あ、おはようございます」


    　思い出したかのように慌てて挨あい拶さつするも、アマリージョはスルーして足早に魔法塔から出ていこうとする。部下にもこの姿を見られたくないのだろう。


    　エルブランコもいつもの白いスーツは控えて、布の服を身に着けていた。勇者が初うい陣じんで着ていたようなデザインのものだが、いつもより動きやすいので気に入ってはいる。


    　二人でポルデアン村へと偵察に行くこととなったのは、昨日深夜まで続いた会議で妙案が見つからず、煮詰まってしまったことにある。


    　直接ポルデアンで勇者の様子を探ってみたほうがいいのではないかという魔王の提案で、見た目が人間に近いこの二人が偵察に行くことになった。


    　机上の会議を続けるより、現場にヒントがあるかもしれないということだ。


    　偵察隊としてはベルデラ隊が今も付近に待機しているが、彼らは獣人型であることで、直接村の内部に進入してまでの任務は行っていなかった。


    　ポルデアンまではアマリージョのワープで飛んだ。彼女ほどになると、エルブランコを連れていくなどたやすいことだ。


    　一瞬で村の中心にある教会の裏へ到着した。


    　ポルデアンは魔王城に比べると、いくぶん暖かい。尖とがった耳だけは隠しておこうと、エルブランコはニット帽を深くかぶった。


    「旅人も多くいるし堂々と歩いてりゃなにも不審がられないわ。私が美人すぎて目立ってしまうかもしれないけど、それは許してね」


    　ジョークなのかなんなのか、判断がつかぬままエルブランコは声を出さず微ほほ笑えみ返した。


    　アマリージョはその愛想笑いが気に入らなかったのか、小さく舌打ちして教会の裏から大通りのほうへ出ていってしまった。


    　ポルデアン村は農業に従事する者が中心の山間の村であった。


    　村の中央には大きな教会があり、これが唯一の観光スポットとなっている。この村に似つかわしくない白亜の教会は、屋根の上の十字架が高くそびえており、村のランドマークとして存在感を放っている。


    　この教会を中心にして十字に大通りが敷かれている。それぞれポルデアン大教会、ポルデアン南北通り、ポルデアン東西通り、となんの捻ひねりもない名前がつけられていた。


    　エルブランコたちはポルデアン東西通りを西に向かった。このまま行くと村の正門にたどり着くはずだ。


    「村としては規模が大きいですね。農地が多いせいか、土地が広く見晴らしがいい」


    「その分どこにいても、どこからか視線を感じるわ。閉鎖的な村は、住民全員が相互に監視しているようなものだからね。さあ、アホの家はどこかしら」


    　最近アマリージョは勇者のことをアホとだけ呼ぶようになってしまった。もはや勇者と呼ぶのももったいないという感じである。二人は教会を背に、正門に向かってしばらく歩いた。


    　冬なのに歩いていると汗ばんでくる。この穏やかな気候が農業中心でやっていける大きな地理的利点なのかもしれない。


    「あの武器屋が、転売で儲もうけようとした例の武器屋かもしれませんね」


    　村の門に近づくと、商店街の入り口が見えた。その一番手前、屋根に大きな剣と斧おのの飾りがある店はおそらく武器屋であろう。


    　近づいてみると、「守銭奴！」「平和よりカネ！」「魔王の手下」など、その武器屋の壁には心ない落書きがされている。


    　勇者にドラゴンスレイヤーではなくこん棒を売りつけ、自らそのドラゴンスレイヤーを転売して大儲けしようとした罰なのか、店の評判は地に落ちたようである。


    　今も「臨時休業」の看板がかかっていた。


    「人間が人間に行う仕打ち、か。魔王の手下っていう悪口は、私たちにとっては複雑ですね」


    「これが世論というものよ。魔王軍も、スキャンダルをやらかした武器屋も、すべては悪として見なされる。黒色が不吉な色であるように、その固定概念は簡単に覆くつがえされない。人間はイメージだけで判断する愚かな生き物なのよ」


    　二人は武器屋を通り過ぎ、商店街の中へ入っていく。


    　いろいろな店がある。ポルデアン産のコーヒーを飲ませるという気取った外観のカフェを見つけた。どうやらこの村はコーヒー豆の生産も盛んらしい。


    　商店街を抜けると公園のような広場があり、その先が住宅地になっているようだった。広場には綺き麗れいに手入れされた花壇が外周を彩るように几き帳ちよう面めんに並んでいる。


    　エルブランコは城の中庭を思い出した。


    　あれはゴルディアス魔王の手入れによるものだが、ここの花壇も勝るとも劣らない仕上がりになっている。誰かが心を込めて手入れしているのだろう。


    「なかなかいい広場ですね。開放的で」


    　広場の中心には大きな欅けやきの木があり、それを囲むようにベンチも配置されている。


    　エルブランコがレンガで区切られている花壇の前で跪つまずき、色ごとに分けられている花をじっくりと見た。ちょうど白い花でまとめられたブロックに、黄色い蝶ちよう々ちようが飛んできた。


    「そんなしょうもない花を見て嬉しがってんじゃないよ。ほら。行くよ」


    　花になど興味がないアマリージョに急せかされ、広場をあとにした。


    　住宅地に入ると、一気に生活感が出てきた。商店街に比べてざわつきは減り、どこかの家から料理のいい匂においが漂ってくる。


    「あれが、アホの家ね」


    　アマリージョが目を細めながら、住宅の中で一番貧相な家を顎あごで示した。


    　その家は木造のようだが壁や屋根は色とりどりのトタンで覆おおわれている。庭などは当然ない。周りの家と比べても老ろう朽きゆう具合が目立っている。


    「アホの上に貧乏か。救いようがなさそうね」


    「彼が救おうとしてるんですよ。世界を」


    「救えると思ってるとしたら、本当のバカよ。母親と二人暮らしですって？」


    　覚えている勇者のデータを記憶の中からピックアップする。


    「はい。父親はご存じの通り、三十年前に勇者としてアスール大帝相手に死亡。それ以降は母と子の二人暮らしです。勇者遺族年金が入ったのですが、そもそも父親が勇者に立候補した理由が借金だったらしく、それの返済にほとんどが充あてられたようです。そのため、暮らしは三十年間貧しく、内職の収入だけで生活しているようです。マヨールも大学卒業後、就職活動に失敗しニート化したことが、経済状況をさらに悪化させていると思われます」


    　小声で、アマリージョにだけ聞こえるように伝えた。


    「なるほどね。勇者に立候補したのも、金銭が目的だったのかもね」


    「はい、おそらくは。母親も立候補と前後して内職の仕事を辞めてしまったという情報もありますね。父親が勇者になったことでどれくらい金銭的な利益があったのかを母親は知っているはずですし、それが理由かもしれません」


    「勇者にさえ任命されれば支度金も入るし、殉じゆん職しよくすれば遺族年金が入ってくるということを身をもって知ってるわけだからね、母親のほうは」


    「それが目当てだったと？　さすがに実の子どもにそんなことは」


    「可能性の話よ。ずっと家でニートしてるだけでも、生活費はかかるのよ。そんなニートに金を生ませるためには、手っ取り早い手段なのよ。勇者にして殉職させることは」


    　まるで保険金殺人のようなやり口を、アマリージョは淡々と可能性として語った。勇者が死ぬと遺族年金がどれくらい入ってくるかは想像がつかなかったが、その額が莫ばく大だいであればあるほどその可能性は高まるということだ。


    「すべて想像の話よ。真に受けないで。じゃあ、私はちょっと行ってくるわよ」


    　そう言うと、アマリージョは躊ちゆう躇ちよすることなく、勇者の家の扉を叩たたいた。


    　残されたエルブランコは「クラリティ」と小さく魔法を唱えた。するとみるみるうちに体が透明になり、後ろの石いし塀べいが透けて見えるようになった。


    　体を透明化する魔法、クラリティである。


    「こんにちは」


    　扉越しに挨あい拶さつするアマリージョの声はいつもよりトーンが高い。よそゆきの声だろうか。


    　しばらくして扉が五センチほど開けられ、アマリージョが全力で微ほほ笑えんで応対している。


    「国際勇者協会から参りました。勇者様にお会いしたいのですけれど」


    　協会からの使者を偽いつわって、アマリージョは勇者の家の中へと入っていった。


    



    「勇者のこと、魔王に報告に行ってくるわ」


    　偵察から帰ってくると、アマリージョはそう言って城内に消えていった。


    　勇者の家から出てきたアマリージョの顔は思いつめたようなもので、エルブランコは詳しい状況を尋ねることはできなかった。直接会ったことでさらなる絶望を感じたのだろうか。


    「あれ？　さっき勇者って、言わなかったか？」


    　これまで勇者のことを「アホ」だとか「ニート」だとか言っていたアマリージョの口調に、エルブランコは若干違和感を覚えた。


    「せんぱーい！」


    　城の門の前で取り残されたエルブランコを呼ぶ声がする。見上げると城の二階の窓からウニベルが体を乗り出してピンキーなデコ杖つえをブンブン振っていた。


    「緊急召集ですよ！　会議室です！」


    　ポルデアン村へ出で張ばっているうちに、事態が進展したのだろうか。まさかさっきまで会っていた勇者が動き始めたというのは考えにくい。


    　とやかく予想するよりも、エルブランコは会議室のある北塔へ走った。


    　会議室に入ると自分以外の出席者はすでに席に着いており、気まずい空気を浴びながらウニベルの隣に座る。どうやらベルデラだけは偵察に出ているのか欠席のようだ。


    「先輩、意外と早かったですね」


    「うるさい」


    　ワープで飛んできたウニベルに小声で指摘された。


    　魔王に面会すると言っていたアマリージョも、浮かない表情のまま腕を組んで座っている。いつの間に着替えたのか、いつものアグレッシブな服装に戻っていた。エルブランコはもちろん布の服姿のままで、場違い感甚はなはだしい。


    「揃そろったようじゃな。まもなく、協会よりネグロ理事が来城されるとのことじゃ」


    「ネグロ理事が？」


    　名前と声だけは何度も耳にしている。テレフォネでの無礼な態度だけが強烈に印象に残っている。


    　魔王軍を見下した言葉にウニベルが腹を立ててテレフォネをぶち切ってしまったことは記憶に新しいし、ロホ博士も協会に行ったのはこのネグロに会うためであった。


    　どうやらウニベルもそのときのことを思い出したのか、表情が曇る。


    「何をしにいらっしゃるんですか？」


    　エルブランコは聞かずにはいられなかった。不安が気持ちを先走らせる。


    「理由までは聞いておらん。まあ、だいたいの予想はつくがの」


    　ロホが答えたが、理由は伏せられての訪問のようだ。


    　魔王軍だけには任せておけないということで、協会の理事がわざわざ来るというのだろうか。またも人間がこの魔王城に足を踏み入れることになるとは、なんということか。


    　そっと横目で監査役として協会から派遣されているプルプラを覗のぞき見た。


    　口を真一文字に閉じ、深く考え込んでいる。彼女も来城理由を聞かされていないのか、それとも彼女にとってもマイナスな理由があるのか。明らかに顔色も優れない。


    「プルプラ殿も聞いておらぬのか？」


    　アスール大帝が単たん刀とう直ちよく入にゆうに質問する。こういうとき、アスールのストレートな性格はまわりを助ける。


    「なにも。おそらく私だけには任せておけないと考えたのでしょう。監査役失格の烙らく印いんでも押しにくるのでは？」


    　協会側はプルプラにも一いち蓮れん托たく生しようで責任を負わそうとしていると、そんな話があった。そのことを気にしてか、いつも冷静なプルプラらしくない自じ暴ぼう自じ棄きな口調だった。


    「あまりにも短たん兵ぺい急きゆうすぎませんかの？　私が協会に呼び出されたのも昨日の話。計画案もまだ提出すらしておりませんし、勇者もどうやら動き出す雰囲気はございません」


    　ロホは深刻そうな顔でプルプラに告げる。


    「それは魔王軍の希望的な観測でしょう。協会は協会の基準で判断し、動きます。仕事とは相手あってのものです。この話、前にもしませんでしたか？」


    　プルプラはイライラをまき散らす。それほど協会というのは仕事に対してシビアなのだろうか。彼女が追い込まれているのは見て分かる。


    「どうしましょう？　私がテレフォネ切ったからですかね？　怒ってますかね？」


    　ウニベルはウニベルで心配らしい。たぶんそんなレベルの話ではない。事態はもっと、予想できないほど深刻と思われる。


    「ネグロ理事をお連れしました」


    　しばらくして、部屋の外から扉をノックする音が聞こえた。


    



    「遠いし寒いし、とんでもないとこだな、ここは」


    　禿とく頭とうの老人は獣の毛皮で作られたコートを脱ぎ、魔王への挨あい拶さつもないままプルプラの隣に腰かけた。


    　プルプラはネグロが部屋に入ってきた瞬間から席を立ち、じっと頭を下げたままで、ようやく席に着く。そんな彼女の姿を見て、なんだか不安が加速する。


    「遠いところ、ご苦労様でした」


    「ところで、ロホさん。昨日私が指示した新しい計画案はまだかい？　いつまで待っても送られてこないから、お忘れになられたのかと心配になってね、わざわざ来たんだわ」


    　ネグロは魔王の労ねぎらいの言葉を無視し、すべてを省略してロホを詰きつ問もんし始めた。


    　顔中に深く刻まれた皺しわが、嫌というほど老ろう獪かいさを醸かもし出している。着ている高級そうなスーツと、動くたびに光に反射する銀縁の眼鏡めがねも、とにかく高圧的であった。


    「いえ、ネグロ理事。昨日今日のことでして、議論がまだ足りていない状態です。今朝から勇者の偵察を行い、より具体性を持たせた対策を講じられるよう、鋭意検討中でございます」


    「いきなり言い訳とは、魔王軍は相変わらず緩ゆるいねぇ。早急に対策を考えて提出しろって、私言いましたよね？　監査役のプルプラちゃんは、何してたんですかぁ？」


    　ネグロは攻撃の対象を部下のプルプラに向けた。


    　その言葉遣いはプルプラを侮ぶ辱じよくするようなもので、エルブランコでさえ嫌悪感を抱いだいた。


    「はい。ただ一日では案を具体的なところまで擦すり合わせることができず、もう一度データ分析と偵察をした上で再検討を……」


    「もういい！　君はあれか？　長いこと魔王軍にいると言い訳する癖までうつったのか？」


    「申し訳ございません」


    　これでは逃げ道のない理不尽な部下いじめである。プルプラはその顔と机の隙すき間まがなくなるくらい、頭を下げた。


    「言われた仕事も満足にできんとはな。君はあれか？　コネか何かで協会に入ってきたのか？　こんなに使えん部下を持って私は不幸だね。もうあとはお茶くみくらいしか仕事ないけど、いいのかい、プルプラちゃんよ？」


    　ネグロが来ると聞いたときの、プルプラのあの怯おびえたような顔の意味が分かった。


    　協会は魔王軍とは違う。その組織内での上下関係、雰囲気、価値観、すべてが。


    　このネグロという男に、部下への信頼という概念は一切ないのだ。まるで恐怖による支配である。今もプルプラを魔王軍の前で理不尽に怒鳴ることで、自分の威厳や地位の高さを誇示しようとしているのだ。こんなもの指導でも愛の鞭むちでもない。


    「私は残念に思ってるんだわ。何せコンペであんたらのとこを推したのが、私だからね。それなのに、言われた書類もすぐに提出しない、口を開けば言い訳ばかり。あんたらは適当に悪事を働いて、あとは適当に殺されてハッピーエンドですか？　はん、クソみたいな人生で楽しそうですな」


    　プルプラの次は魔王軍に向けても、ネグロの侮ぶ辱じよくは止まらない。


    　これがこの男のやり方なのだろう。人間の中ではそれが通用しても、あいにくここは魔王城である。エルブランコはじめ四天王ももちろん、こんな幼よう稚ちな手段では萎い縮しゆくするはずもなかった。


    「今回の勇者には協会とスポンサーからどれだけ金が動いてると思っとるんだ。放映権、協賛金、グッズ収入、ネーミングライツ、一介の魔王軍が払える金額じゃないんだぞ！　失敗は許されないんだ、分かってるのか！　ええ？」


    　隣ではウニベルが下唇くちびるを噛かみながら、膝ひざの上で拳こぶしをぎゅっと握ったまま震ふるえている。まだ魔王軍に入って間もないウニベルはこの挑発を正面から受け取っていてもおかしくない。


    　エルブランコはそっとその小さな手の上に、自分の手を重ねた。


    　怒りを我慢する思いは同じ。小さく「大丈夫だ」と、彼女にしか聞こえないように囁ささやいた。


    　魔王、そして四天王たちは平然としている。感情をコントロールしているのだ。エルブランコも感情を抑えようと、ウニベルにも伝わるように深呼吸をする。


    「そうは言ってもだ、一度あんたらに決めてしまったもんをそう簡単に覆くつがえすわけにはいかんのだわ。それでだ。あんたらを助けてやろうと、私が解決策を持ってきた。まさに助け舟」


    　横のプルプラがすっと頭を上げた。もちろん、彼女も初耳の話なのだろう。


    「どういった、解決策でしょうか？」


    　魔王軍を代表して、ロホがようやく言葉をひねり出す。魔王は不動のまま話を聞いている。


    「なに、簡単なことだ。勇者に船を与える」


    「船？」


    　皆の視線がネグロに集まった。


    　顔を上げたプルプラの表情が、一瞬険けわしく歪ゆがんだ。


    「あの勇者、もはや戦闘に対するトラウマを取り除くには一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは叶かなわん。かといってカウンセリングとリハビリにかける時間もない。ここはトリステ洞どう窟くつとアルト山の攻略をキャンセルして、船で一気に次の町へ行ってもらうという、まさに助け舟というわけだ」


    　ネグロの解決策とは提案ではなく、ほぼ断定に近いニュアンスを持っていた。


    「最初の村から出てすぐに船を与えて、次の町に進むって言うんですか？　戦闘を避けて、なんとか冒険を続けさせる体ていでいく、と。それでは急場しのぎにしかなりませんよ」


    　アマリージョは柄にもなく丁てい寧ねいな言葉を選びながら質問をしたが、足は組んだまま、態度は挑発的なままであった。


    「お嬢ちゃん、勇者を戦闘ができないようにしたのは、どちらさんだ？　このまま村に閉じこもられたままじゃあ、どうしようもならんだろうが。働く気がない奴は、強制的に働かすしかない。病気が治るのを待ち続けるような、慈善事業はやってないんだわ」


    　勇者のこともただの道具としか見ていないといった発言だ。協会は誰の味方でもない。


    「まあ、あんなに成長力のない勇者だとは、こちらも予想外だったのは事実として受け止めておる。私はあんたらがすべて悪いと言ってるわけでもないんだわ」


    「今回の勇者は失敗だったと認めるわけですか？」


    　アマリージョがすかさず指し摘てきする。


    「勇者にも非はある、ということだ」


    　魔王軍も悪いが、勇者も悪いと。あくまでもこの二つに責任をなすりつけ、協会側の非は認めないという言いぐさであった。


    「選抜軍も勇者も完全に失敗だと認めちゃったら協会の任命責任が問われますものね。なんとか体裁だけは整えたいお役所体質丸出しって理解しますわ」


    「アマリージョ、もう少し冷静にならんか」


    　ロホがヒートアップする魔法使いを撫なでつけた。


    「船を与えて冒険を進めるところまでは、強引ではありますが理解しました。それで我々にはどうしろとおっしゃるのでしょうか？」


    　ネグロは一瞬、口元だけ笑ったように見えた。


    「今度勇者が旅立ったら、あんたらにはポルデアン村を焼いてもらいたいんだわ」


    　こう言い放ち、今度は大きく顔をほころばせる。


    　会議室の空気は一瞬で凍こおりつき、ネグロの言い出した解決策という名の非人道的行為に、誰もが耳を疑った。


    「帰る家があるから、引きこもる。頼る家族がいるから、ニートになる。その二つがなければ、勇者は旅を続けるしかなくなる。そう思わんか？」


    「勇者を家に帰さないためだけに、ポルデアン村を焼くというのか！　本気でそんなことを言っておられるのか？」


    　アスールが目つきを尖とがらせて、そしていつもより低い声で問う。


    　もちろん村を焼くとなると、そこに住む人々もただではすまない。命を落とすこともあるだろう。生き延びたとしても、住む家、故郷をなくすのだ。


    　こんな残ざん虐ぎやくな行為は、魔王軍に認められている悪行の範はん疇ちゆうを超え、勇者法でも当然禁止行為と明記されている。


    　それを取り締まる役目の協会がそんなことを言いだしたことが、なによりもおぞましい。


    「世の中には正義と悪が存在し、その戦いはいつまでも続いていく。勇者は絶対的な正義として、悪を叩たたく立場だ。協会はそれがスムーズに進むよう、サポートするのが仕事なんだわ。そしてあんたらの仕事は正義の邪魔をし、絶対的な悪となり、死ぬことでしょうが？　勇者からも世間からも、悪であり続ける。そうじゃなかったかね？」


    　エルブランコの議事録を取る手も止まっていた。このネグロという人間は、本気で言っているのだろうか。本気だとしたら、どちらが悪か判断がつかない。


    「なるほど。我々が町を焼くことで、世間からは圧倒的な悪として認識されるだけでなく、勇者の帰る場所をなくして冒険を促進させる効果も生まれる。この世界にとっては一いつ石せき二に鳥ちようということでございますか」


    「さすがロホさん。ご理解が建設的で助かる」


    　ネグロが持ってきた解決策とは悪を徹底的に侮ぶ辱じよくするものであった。


    　エルブランコは思わずゴルディアス魔王のほうを見た。黙って、腕を組んだままだ。


    「この世界で絶対的な悪であるゴルディアス魔王軍ですから、それくらいの悪行は朝飯前でしょう。あんたらもこのまま勇者が臆おく病びよう風かぜに吹かれて村から出てこないとなると困るのでは？　モンスターは勇者に倒されることでよりよいモンスターに転生できる。あんたらんとこの神さんが決めたことだったろう？」


    　あんたらんとこの神とはゲラ神のことである。そのゲラ神は、今は協会を統すべている絶対神。このネグロにとっても、絶対的な存在のはずである。


    「今どき行儀のいい魔王軍は流は行やらんでしょうが。ゴルディアス魔王さん、あんたも勇者に殺されるために生きてるんでしょう？　ええ？」


    　ネグロは魔王に向けてもこのような無礼な言葉遣いを繰り出してくる。


    　エルブランコは机を蹴けり上げて、この老いた人間に掴つかみかかりたい衝動に駆られた。こんな人間を殺すのに一秒も必要ではないのだから。


    　しかしそれをしないのは、モンスターとしての矜きよう持じと理性である。それを失くすと、もはや秩序はなくなってしまう。


    「ネグロ理事、これは即答できる提案では到底ございません」


    　ロホが慌てて返事をする。今にも何か言い出しそうなアマリージョやアスールを牽けん制せいする意味もあったのだろう。こんな非道な仕事は、今までゴルディアス軍はやってこなかった。エルブランコも、このネグロが言う提案に簡単に首を縦たてに振れないことは理解している。


    「提案？　なんか勘違いしとらんか？　勇者に船を与えることはもうすでに決まったことだ。私はあんたらと相談しに来たわけじゃないんだわ」


    　これは強制であるという意い思し表ひよう示じだった。国際勇者協会という、ゲラ神の威いを借りた立場からの命令でもある。


    　ネグロは眼鏡めがねを外し、満足そうな顔で全員を見渡した。そしてゆっくり立ち上がり、コートを羽は織おる。有無を言わさず、会談はこれで終わりということだ。


    「じゃあ、そういうことで、頼みましたよ。プルプラちゃんも、今日で監査役の仕事は終わり。明日からはまた協会で雑務が待ってますからね」


    　プルプラへは事実上の更こう迭てつ宣言だった。彼女は微動だにせず、目を閉じている。


    「ネグロ理事！　お待ちくださいまだ話は終わっておりません」


    　ロホがネグロを足止めするように、立ち上がる。


    「ロホ博士、座りなさい」


    　魔王が直ただちに興奮しかけたロホに命令する。これにはロホ博士も従うしかない。


    　ネグロは一瞬狼ろう狽ばいする表情を見せたが、魔王の言葉に助けられて、再びいやらしく顔を歪ゆがめて笑った。


    　ゴルディアス魔王はゆっくり立ち上がり、ネグロに対した。


    　急に立ち上がった魔王に睨にらまれる形となったネグロからは、笑いが消えた。


    　魔王はネグロを殺してしまうのではないか、エルブランコは不謹慎にもそう直感した。


    「ネグロ理事、その提案……」


    　魔王がネグロに向かって、ゆっくり口を開いた。


    　ネグロも自身の命の危機を感じ取ったのか、微動だにせず立ちつくしたままだった。


    　その張りつめた緊張を解くように、魔王が言葉を続ける。


    「……その提案、お受けしましょう」


    　誰もが魔王のその言葉を予想していなかった。それは四天王たちだけでなく、ネグロもそうであったのかもしれない。エルブランコは息をするのも忘れたかのように、硬直した。


    「魔王！　ここは一旦、保留としてですな！」


    　ロホが慌てて魔王の発言を覆おおい隠すかのように大声でわめき立てる。


    「ゴルディアス魔王さん、提案ではないと言ったはずだったが、まあいい。物わかりのいい魔王さんで助かりましたよ」


    　ネグロも魔王の突然の了解に興奮を隠しきれないのか、禿はげあがった頭が紅潮している。


    「待ってください、理事！」


    「ロホさんよ、ここであんたがさらにわめくことは、魔王さんを否定することにもならんか？　今あんたが言うべきことはひとつ。『ネグロ理事、お疲れ様でした』だ。違うかね？」


    　ロホは歯を食いしばるように、言葉を飲みこんだ。


    「博士、下がって。私は発言を覆くつがえすつもりはないよ。さっき言ったとおりだ。協会の提案を、すべて受け入れましょう。すべては勇者と魔王軍のために」


    　協会のためではないという魔王の口ぶりに、ネグロは鼻で笑う。


    「魔王さん、失礼な部下の教育はしっかり頼みますよ。行くぞ、プルプラ」


    　固まったままだったプルプラは封印が解けたかのようにさっと立ち上がり、扉を開ける。ネグロはポケットに手を突っ込んだまま、会議室を出ていく。


    「失礼致しました」


    　ネグロを先に通したプルプラは、深く礼をして、その場を去っていく。


    　バタン、と扉が閉められ、会議室にはいつものメンバーが残された。


    　誰が口火を切るのか、誰もがタイミングを計っているようであった。そこは年の功か、ただ我慢できなかったのか、ロホが切り出した。


    「魔王、失礼ながら尚しよう早そうではなかったでしょうか。内容が内容だけに、あの無茶な提案はブラフで駆け引きの材料だったのかもしれません。しばし寝かせたほうがいい事案だったように思われます」


    　ロホの声は震ふるえていた。


    　四天王が魔王に対して判断ミスを指摘するということは、今まで見たことがなかった。


    　アマリージョも俯うつむいたままではあるが、ロホを支持しているように見える。アスールは、目を閉じたまま腕を組み、意思は読み取れない。


    「君たちの言いたいことはよく分かるよ。勇者を家に帰さないためだけに、罪もないポルデアンの人たちを殺そうっていうんだからね。でも僕たちは魔王軍なんだ。勇者と戦うためにいるモンスターなんだ。悪としてやるべきことを、もう一度考えてごらん」


    　ゴルディアス魔王が語りかけた。エルブランコはすでにペンを置いている。これ以上議事録を取るつもりはなかった。それが唯一できる抵抗に思えたから。


    「僕が勇者に倒される。それがこの世界のルールであり、今求められている結果だね。モンスターは転生するために、勇者に戦闘を仕掛ける。もちろん死ぬためだ。勇者がいないと困るのは、僕たちも一緒だ」


    　誰も反論はしない。魔王の言葉を妨さまたげる術すべを誰も持っていない。


    「正義と悪が堂々と混在したこの世界を、均きん衡こうさせようとするのが国際勇者協会。彼らは勇者をけしかけ、そして僕らにもけしかける。協会のバックにはゲラ神がいるので僕らは逆らえない。中立を装いつつも、正義の看板を隠し持って、安全なところからは出てこようとしない」


    　魔王は時に両手を広げたり人差し指を立てたり、表現を羽ばたかせるためにジェスチャーを交えながら話している。まるで演説のようで、エルブランコは聞き入った。


    「彼らは批判が出つつある勇者と協会側の評価を相対的に上げるために、悪を悪として利用しようとしている。勇者の故郷が焼かれたら、同情が出るだろう。当然魔王軍に対する恨みも出るだろう。でもそれはこの茶番の世界を成り立たせるためには必要なファクターなんじゃないかな」


    　言っていることがいちいちもっともすぎて、聞いているほうは頷うなずくことすら余計だった。


    「でも、ゴルディアス様。協会が我々を利用しようとしているのが気に入りません。自分たちは一切手を下さずに、私たちを利用しようとする。一体どちらが悪なのでしょうか」


    　俯き加減でネイルを撫なでていたアマリージョがしおらしい声で介入した。


    　魔王は全員の不安そうな顔を見渡し、口を開く。


    「この世界の悪は僕たちがまとめて引き受けよう。大丈夫、責任は僕が持つから」


    　魔王の宣言が、会議室に響き渡った。
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    　日に日に冬は濃くなっていく。


    　四季は暴力的だ。暑くなったり寒くなったり、そこに住む者たちの意思とは関係なく、外的要因として容よう赦しやなく襲おそいかかってくる。被害者たちはいやが応にも対処して、その暴力から生き延びていかなければいけない。


    　モンスターといっても種族が様々で、この冬という季節を喜ぶ者たちも少なからずいる。毛皮を纏まとった獣型なんかは冬を好んで雪の上を走り回っている。


    　一方で人間はモンスターに比べて高等種族なのかと問われるとそうではなく、体力的にも寿命でもモンスターより大きく劣っているのは事実だ。それなのに、人間とモンスターがこうして正義と悪に振り分けられて戦っている。


    　人間に生まれたら正義なのか。モンスターに生まれたら悪を貫かねばならぬのか。優劣の基準はなんなのか。その答えは勇者と魔王が戦えば見つかるのだろうか。


    　人間である勇者協会が、人間を殺せとモンスターに依頼してくるという、種族という線引きすらも危あやうくする事態が起きた。


    　この状況が導き出す結果は、世界を救うことになるとは思えない。


    　ネグロが持ってきた案は「ポルデアン作戦」と名づけられた。


    　勇者を船に乗せて逃げられない状況を作ったうえで村を焼き払うという、考えるだけで恐ろしい作戦だ。


    　先日ネグロが帰ったあと、魔王と四天王だけの極秘会議が開かれた。


    　エルブランコとウニベルは退席を命じられ、おそらくこの作戦の是非について話し合われたのだろう。議事録も取られていなかったので、内容も確認できなかった。


    　その翌日、エルブランコは二日連続でポルデアン村へと出張に来ていた。アマリージョが再度勇者へ面会するということでその付き添いと、村の外で偵察を続けるベルデラ隊の陣中見舞いのためである。今回はウニベルもついてきていた。


    　アマリージョを村に残し、エルブランコとウニベルは村を出てしばらく街道を進み、トリステ洞どう窟くつへ向かう途中にある北の森の中へ入っていく。


    　森には偵察を目的としたベルデラ将軍の隊が陣を張っている。ポルデアン作戦において、村を焼く役目を任されたのは、このベルデラ隊であった。


    「やっぱり先輩、テンション低いですね。そういうのがクールだと思ってやってるんなら、全然勘違いですよ」


    　拾った木の枝で蜘く蛛もの巣を一いつ刀とう両りよう断だんしながら歩くウニベルが話しかけてきた。


    　あまり会話も弾まず無言の道中になっていたが、その空気を先に嫌ったのはウニベルのほうで、部下に心配されてしまうのも情けない。


    「考えごとをしてただけだ」


    「考え事って、この作戦、気に入らないんでしょ？」


    　肯定すれば魔王軍に対する造反になるし、否定すると自分に嘘うそをつくこととなる。


    「私たちがどうこうできる問題じゃないですよ。先輩がひとりで悩んでても、どうしようもないですって」


    「それ励ましてるつもりか？」


    　先を歩いていたウニベルがくるっと振り返って、びゅんと枝をエルブランコに向けてきた。


    「励ましてほしかったんですか？　それともかっこいいって言ってほしかったとか？」


    「うるさい」


    　つぶらな瞳で見上げてくるウニベルの横をすっと追い越す。


    　相変わらず思ったことをすぐ口に出す奴だ。


    「真ま面じ目めに仕事に取り組んでる先輩は立派だと思いますよ。私も見習わなくちゃって、思ってますもん。ホントですよ？」


    　本当に部下に励まされているようなものだ。


    「でも仕事って、そういうもんでしょ。先輩も言ってたじゃないですか」


    　部下にそんなことを諭さとされているようでは、まだまだ中間管理職にはなりきれない。


    　背中で部下の手厳しい言葉を受け止めつつ、ベルデラの陣へ急いだ。


    「ベルデラ将軍、お待たせしました」


    　陣の真ん中で大きな岩に腰かけていたベルデラは、エルブランコの声に気づき、大きく真ん丸な目玉だけをぐるりと向けた。


    　ベルデラはワニ型モンスターだ。二足歩行のワニが重厚な鎧よろいを身に着けている。こんな薄暗い森の中で突然目の前にベルデラが現れたら、エルブランコでも腰を抜かす自信がある。


    「エルブランコか」


    　ベルデラの低い声は、この薄暗い森の中ではいっそう物々しく聞こえる。


    「アマリージョ様は勇者の家へ行かれました。この作戦に関して、勇者を村の外へおびき出す段取りをつけられていると思います」


    「うむ」


    　話が続かない。寡か黙もくなのか口べたなのか、ベルデラとの会話は盛り上がったことがない。


    　戦闘畑一筋のモンスターとはこういった武骨すぎるところがあるので、内勤班とは相性が悪い。それにベルデラは普段から寡黙で会議中も寝ていることが多いため、エルブランコも話す機会は他の四天王と比べても極端に少なかった。


    　エルブランコもできるだけ要点をまとめて、会話もこちらがすべてお膳立てしてイエスノーで答えられるように誘導するようにしていた。


    「それで、ポルデアン村から港までの経路は確保できそうですか」


    「うむ」


    　一度頷うなずき、地面の地図を指さした。この周辺の地図である。


    　ベルデラはポルデアン村がある場所を太い人差し指でまず示した。そしてそのまま街道に沿って西の方角へ動かす。街道はやがて北へ折れ曲がり、その先はトリステ洞どう窟くつへと繋つながっている。エルブランコもよく知っている位置関係だ。


    　ベルデラの指はそのまま西の森のほうへ突っ切り、その先のポルデ湾を示したところでコンコンと二度、指で叩たたいた。


    　そんなに喋しやべるのが面倒なのかと思ったが、上司の気分を害してはいけない。すべて分かりました、というような顔をして「分かりました」とだけ答えた。


    「村を出てからは街道を逸それて西の森を突っ切り、その先のポルデ湾に誘導するのですね？」


    　ベルデラは二度頷うなずいた。


    　ああ面倒くさいとエルブランコは思ったが、さすが将軍です、というような顔をして「さすが将軍です」と答えた。


    　ベルデラは満足そうな表情でエルブランコを見てくる。顔はワニなので実はよく分からなかったが、よく分かるといった表情で頷いてみた。


    「なるほど、この西の森を経由することで、勇者に村の状況を察知しにくくできますね」


    　ベルデラは三度頷き、狭い空を見上げた。


    　意味ありげな行動だったが、たぶん深い意味はないのだろう。


    「勇者が船に乗り込んだ時点で、将軍には例のポルデアン作戦の決行をお願い致します」


    　すなわち、村への襲しゆう撃げきのことだ。心情的にそのまま口にはしたくなかった。


    　開かれた地図には勇者のルートとは別に、この北の森からポルデアン村正門へと結ばれたルートが書き込まれていた。これが襲撃する際の、ベルデラ隊の進軍ルートなのだろう。


    　ベルデラはこの作戦を疑問に思っていないのだろうか。魔王の言うことは絶対だとしても、それを盲目的に従うことが忠を尽くすということだと、そう考えているのか。


    　エルブランコは不信感ではないが、上司の割り切った態度にも疑問を持ちそうになる。


    　しばらくベルデラの言葉を待ったが、何もなさそうなので踵きびすを返してこの場を去ろうとした。


    「エルブランコ」


    　去ろうとしたところで背後から一段と低い声で呼びかけられ、さっと将軍の方を振り返る。


    「お前はまだ若い。いろいろと悩むこともあるだろう。負の感情は行動にも制限をかけてしまう。今は迷わないことだ。他人を信じられないのなら、自分だけは信じていろ。いいか？」


    　普段は寡か黙もくで、部下にも背中で示すタイプのベルデラが、珍しく語り出した。


    　ベルデラの表情はワニなのでよく分からなかったが、エルブランコとウニベルはきっちり四十五度礼をし、走ってその場を離れた。


    「将軍、今日は珍しく饒じよう舌ぜつでしたね。明日、作戦本番なのに雨降らなきゃいいけど」


    「ああ、そうだな」


    「あれ？　『そんな失礼なこと言うんじゃない』とかって言わないんですか？　あぁあ、将軍にチクッちゃおっかなー」


    「ああ、そうだな」


    「もう、つまんない先輩」


    　ウニベルが頬ほおを膨ふくらませた。エルブランコは、反射的に相あい槌づちを打つだけだった。


    　エルブランコもさっきのベルデラの発言には、なにか胸に違和感を覚えてしまった。それがなにかは、よく分からない。受け入れたくないことと、受け入れなくてはならないこと、それぞれのバランスを考えていたら、隣でウニベルがくしゃみをした。


    　何事も考えすぎないほうが、きっと幸せには近道なんだと、そんな気がした。


    



    　アマリージョのワープによって帰城した一行。エルブランコは直ただちにロホのもとへ向かった。


    　ロホの研究室では相変わらず内勤班のモンスターたちは忙しそうにディスプレイに向かっていた。エルブランコたちが入ってきても一いち瞥べつするだけで、すぐに自分の仕事に戻る。研究員に愛想を求めるのは野や暮ぼな話である。


    　ロホのデスクの方からは大きな声が響いている。アスール大帝も来ているみたいだ。


    「お疲れ様です。ポルデアン村から戻りました」


    　仕事中の研究員たちに配慮して控えめに挨あい拶さつをすると、アスールはエルブランコの五倍くらいの音量で「遅かったな」と返してきた。外勤班にデリカシーを求めるのも野暮な話である。


    　エルブランコは襟えりを正し、ソファで向かい合って話しているロホとアスールの前に立ち、報告を行う。ウニベルも一緒に手帳を取り出した。


    「アマリージョ様が協会の人間に扮ふんして勇者に接触、勇者の再度の旅立ちの説得に成功したそうです。私たちはベルデラ将軍と合流し、勇者の行動ルートに関する段取りを確認致しました」


    　一通りの報告を終えると、ロホとアスールは顔を見合わせ無言で頷うなずいた。


    「ご苦労であった。モンスターの配備案もちょうど擦すり合わせが終わったところよ。それについさっき、協会のプルプラ殿から連絡があった」


    「なんと？」


    「明日にはポルデ湾に船が用意されるらしい。よってこの作戦の決行日を明後日とする」


    「明後日？　早すぎませんか？　いくらなんでもこんなに早く船を用意してくるとは」


    　気が短いネグロにしても、あまりにも用よう意い周しゆう到とうすぎる。魔王軍にしても昨日その話を聞いたばかりなのだ。


    「やはり協会は我々が承諾するしないにかかわらず、最初から船を用意してこの作戦を強行するつもりだったんじゃ。ネグロ理事が言っていた、提案ではないという言葉、嘘うそではなかったということじゃろう」


    「我々が断っていたら、協会が独自でポルデアンを焼いて、その罪だけを魔王軍に押しつけるつもりだった。そう考えるしかあるまい！」


    　アスールが拳こぶしでテーブルを叩たたく。ウニベルがその音にびっくりしてぴょんと跳ねた。


    「まさか！」


    　エルブランコは絶句した。


    　どちらにしろ、魔王軍がすべての悪を背負い込まされる運命だったということなのか。一体協会とは、正義とは、悪とはなんなのか。エルブランコは混乱する。


    「どうしても船を使わせたい理由でもあるのかもしれんな。事前に動いていなければ、こんなに早くポルデ湾に船を用意できるわけがない」


    　ロホはネグロがこの作戦を押しつけてきた理由を探そうとするが、答えは見つからない。すべて推測になってしまう。


    「断ったり返事を引き延ばしたりしていたら、我々の知らぬところで勝手に村を焼き、終わってからすべて魔王軍のせいにされていたかもしれん。マスコミもすべて抱かかえ込んでいる協会ならば、簡単に情報操作できることだわい。魔王の判断は正しかったんじゃ」


    　ロホが言うように、ネグロならば考えそうなことではあった。そこまでして自分たちの立場が大事なのだろうか。そこまでして自分たちは正義の皮をかぶっていたいのか。


    　そう考えると、自分たち主導で作戦を行えるのは、せめてもの救いなのかもしれない。


    「とにかく、明後日の早朝に勇者を出しゆつ立たつさせる。勇者の手引きは再びアマリージョに任せることになるだろう。そしてエルブランコとウニベル。お前たち二人には監視役として、当日は勇者の行動を見守る任務を命ずる」


    　アスールより当日の任務を命じられ、ポルデアン作戦は二日後、開始されることが決定した。


    　勇者の帰る場所をなくすために村を焼く。それが協会側が描いた絵である。


    　実行するのは我々魔王軍。これで卑ひ劣れつ残ざん酷こく極まりない魔王軍ができ上がるのだ。


    　エルブランコは指示に従い、この仕事をやりきることができるのか、未いまだ不安が残っていた。
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    　ポルデアン作戦前日、城内はすでに慌あわただしくなっていた。


    　配備される外勤班は当然のこと、偵察班もすでに現地入りしてそのときを待っていた。


    　内勤班も勇者が船で向かう次の町までのルートと、不慮の事態が起こったときのためのシミュレーションを綿密に行っていた。


    　エルブランコとウニベルは、今日は研修を休みとし、明日の勇者監視に関する注意事項と当日の動き方について確認を行っていた。


    「明日は早朝から勇者の家の前で待機する。私のクラリティの魔法で姿を消して、ポルデ湾まで勇者を監視することにする」


    「どうやってポルデアン村まで行くんですか？」


    「早朝五時にデーモンの輸送隊を予約してある。お前はワープでも、どっちでもいい」


    「私も一緒に乗っていきます。ワープも疲れるんですよ」


    　エルブランコがワープを使えないばかりに、空を飛べるデーモンを頼るしかなかった。


    　四人ほど乗り込める小さなボックスを、数匹のデーモンが釣り上げて運んでくれる輸送隊という部隊がいる。主に物資の輸送や、ワープが使えない者を遠方に運んでくれるのだ。乗り心地は抜群に悪い。酔い止めの魔法があればと、これに乗るたびいつも思う。


    　ウニベルは手帳に予定を書き込み、ポルデアン周辺の地図を開いた。


    「私たちは勇者が船に乗り込むまでついていくだけでいいんですか？　楽な仕事ですね」


    「あの勇者のことだ。道中なにが起こるか分からん。そのときは適てき宜ぎ対応していく」


    　ウニベルが開いた地図には村からポルデ湾までの誘導ルート、さらにはベルデラ隊が村を襲しゆう撃げきするルートが書き込まれていた。


    　勇者が船に乗り込んだのを見計らい、北の森で待機するベルデラ隊が正門から村を急襲することになっている。


    「できるだけ被害は最小限に抑えたい」


    「それって魔王軍の？　人間の？」


    「どっちもだ」


    　エルブランコ自身、この作戦に関してはまだ納得できていなかった。できることなら、勇者の監視役も降りたいくらいだ。


    「今日はここまでにしよう。明日は早いし、ちゃんと寝ておくんだぞ」


    「はーい。お疲れ様でしたー」


    　エルブランコが部屋から出ようと扉に手をかけたところで、再び声をかけられた。


    「先輩、明日がんばりましょうね！」


    　振り返るとウニベルが胸に右手を置く敬礼ポーズで笑っていた。


    「……そのつもりだ」


    　エルブランコは部屋の片づけをするウニベルに曖あい昧まいな返事を残し、研修室を出た。


    　二階の廊下からは中庭が見下ろせる。魔王が育てている花が、夕焼けに照らされていた。


    　その魔王の花とだぶらせるように、ポルデアン村の広場で見た、同じように手入れされていた花壇を思い出した。明日にはその花壇は燃えてなくなる。


    　こんなことで感傷に浸っていては、自分の仕事が満足いくものになるはずがない。ネガティブな思考を振り払おうと、エルブランコは階段を駆け下り中庭を見ないように城を出た。


    　城の外では自主トレに励む外勤班のモンスターの姿や、今日の魔法エネルギー放出作業を終えて寝床へ帰る魔法使いなど、いつもと変わりのない夕方の光景が目に映る。


    　明日の作戦に対する個人的な苦悩や不服は、あの沈む夕日が地平線の向こうまで一緒に連れていってくれればいいのに。


    　始まる前にいろいろと悲観的に考えすぎてしまうのは、エルブランコの悪い癖だ。


    「あなた、いつも暗い顔してるわね」


    　不意に頭上から、声が落ちてきた。


    　ふわりと七色のマントを翻ひるがえしながら、ルビアが空中から降り立ってきた。音も立てずに綺き麗れいな着地であったが、その反動でけしからん胸が縦に大きく揺れた。ていうか跳ねた。


    「ルビアか」


    「エルブランコ君、明日からポルデアン作戦に参加するんですって？」


    　どこからの情報かは分からないが、アマリージョ直属のルビアならば、知っていてもおかしくはない。


    「ああ。お前は？」


    「ふん。私はいつも通りここで研究開発よ。えらく差がついたものね」


    　勇者戦に関わるというのは、魔王軍の中でも選ばれた仕事である。ルビアの口ぶりにはエルブランコに対する皮肉が含まれているようだった。


    　今日も彼女はマントの下はビキニにちょっと長めの巻きスカートだった。寒くないのだろうか。ファッション感覚にもえらく差がついているようだ。


    　エルブランコとルビアは同じ年に入軍してきた同期である。


    　研修期間を終えると、ルビアはそのまま魔法使い班の研究開発部門でゴルディアス城勤務、エルブランコはヴァンガード支城へと赴ふ任にんすることになった。


    　当時は地方送りとなるエルブランコのほうがルビアに対して劣等感を抱いていたものだ。


    　それが三年前、エルブランコは魔王直じき々じきの命により、本城へ栄転。そのまま四天王に次ぐ役職についた。ようやく自分にも春が来たと、喜んだものだった。


    　エルブランコも同期のルビアを追い抜いて出世したと自信を持ったことは事実だったが、できるだけその感情は表に出さないようにしていた。


    　立場が逆転してしまったルビアはきっと面白くなかっただろう。エルブランコがルビアに対して苦手意識を持ってしまったのは、彼女に優越感を見せたくなかったからかもしれない。


    「作戦のことは知ってるのか？」


    「まあね」


    　ルビアは石畳の上をヒールで器用に歩き、城の堀を囲む手すりに腰をもたれかけた。彼女のすぐ後ろから夕日がまぶしく輝いており、逆光で表情が見えなくなってしまった。


    「今回の件、協会がえらく干渉してきてるみたいじゃない。こんな非人道的な作戦、うちの魔王軍は今までやったことないでしょう？」


    　ルビアは髪を片手で大きくかき上げた。金髪が夕日に溶けて、赤くきらめいた。


    「あなたは偉くなったからといって、命令を拒否することもできないし、ただ従うだけなのね。それが魔王秘書になるための秘訣かしら」


    「皮肉か？」


    「いいえ。一般論よ」


    　ルビアは自分が女だから出世できないのだと、まわりに愚ぐ痴ちっていると人伝いに聞いたことがある。アマリージョが四天王になっているのでそんなことはありえないが、同期入軍のエルブランコが先に出世したことで、自分が劣る理由を探してしまったのだろう。


    　ルビアは魔王軍にとって最大の晴れ舞台である勇者戦に関わることもできない無力感を感じているのかもしれない。エルブランコもその思いは察するに余りある。


    「やりたくないことをやるのも仕事なのよ。あなたには同情してるし、ちょっと期待もしてるの。がんばって」


    　空間が縦たてに裂け、ルビアの体を左右から飲みこむ。ルビアはワープで消えてしまった。


    　エルブランコはルビアの言葉を激励として素直に受け取ることにした。なんだかんだ言っても、同期の絆きずなは残っていると信じたい。


    「言われなくても、やることはやるさ」


    　夕日はまだ、地平線の向こうに沈んでくれそうにない。


    



    　なんとなく城のまわりを散歩したり、意味もなく道場に寄ってみたりしているうちに日が暮れてしまった。


    　エルブランコの部屋は城の二階にある。明日に備えて早めに休もうと、部屋に戻った。


    「ジリリリ」


    　ひとりになって緊張が緩ゆるんだところで、部屋のテレフォネが鳴った。この部屋に直接通信してくるのは、魔王か四天王くらいだ。緊急事態かと、急いで水晶玉に手を添える。


    「あ、もしもし？」


    　通信が繋つながると、女性の声が聞こえた。


    「プルプラ殿、ですか？」


    　すぐに気づいた。その声は会議室で聞いていたような冷静で高圧的なものではなかった。


    「ごめんなさい。こんな時間に」


    「いえ、大丈夫です。どうかしましたか？　まさか協会のほうで緊急事態でも？」


    　そうは言いながらも緊急事態なんかではないと直感していた。プルプラの声はどこか穏やかな雰囲気が漂ってくる。この前の会議のときとはまったく違う柔らかさだ。


    「いえ、先日はご迷惑をおかけしました。ネグロの数々の無礼な発言、申し訳なく思っております。急に協会に帰ることになって、ご挨あい拶さつもできませんでしたので」


    　彼女は彼女で監査役を降ろされ、きっと思うこともあったに違いない。こうなってしまったのも、魔王軍が失敗を重ねたからで、こちらこそ申し訳なく思う。


    「本当に、あの作戦を実行されるのですか？」


    　十分な間を取ったうえで、プルプラは尋ねてきた。協会の人間としてではなく、おそらく一人の人間としての質問だろう。


    「ええ。それが仕事ですから」


    　仕事、とはなんて都合のいい言葉だろうか。すべての責任を押しつけられる、魔法の言葉。


    「……そうですか。結局私は何もできませんでした。上司の指示に従っただけです。それもうまくいかずに」


    　プルプラも悩んでいるのだ。感情の行き先が見つからず、テレフォネをかけてきたのだろう。


    「それは、私も同じです」


    　エルブランコもプルプラに同調する。立場はよく似ているのかもしれない。


    　仕事ってそういうもの。不意にウニベルの言葉が蘇よみがえった。


    「……作戦、がんばってください」


    「はい、プルプラ殿も、ご自愛ください」


    　そう答えるのが精いっぱいで、簡単な別れの言葉を交わし、通信を切った。


    　関わりたくても関われない者がいる。


    　思い通りにいかず悩む者がいる。


    　すべて、自分にも跳ね返ってくることだ。絶対にやってはいけないのは、逃げること。


    　エルブランコは、すべての思いを背負って、ようやく覚悟の先が見えたような気がした。


    



    　冷静になるために夜風に当たろうと部屋を出た。


    　廊下に出て中庭を覗のぞき込むと、反対側の部屋でまだ明かりがついていることに気づいた。夕方まで研修をしていた部屋だ。


    　ウニベルが蝋ろう燭そくを消さずに帰ってしまったのだろう。仕方なくエルブランコはマントを羽は織おり、寒い廊下を小走りで研修室へ向かった。


    「まったく」


    　部屋の鍵もかかっておらず、案の定蝋燭が数本ついたままだった。消そうと窓際に近づくと、ウニベルが机に突っ伏して、眠っているのに気がついた。


    　夕方に打ち合わせを終わらせてから、ずっとここにいたのだろうか。城内の部屋の温度は魔法エネルギーで暖かく保たれているのでいいものの、作戦前に風邪でもひいたら大変だ。


    　そっと彼女に近寄る。


    　机にはいつもの研修資料や用語集、勇者法のテキストが開かれたまま、ペンも散らばっている。ひとりで勉強してそのまま眠ってしまったようだ。


    　エルブランコは彼女の腕の下で半分隠れているノートを、起こさないようにそっと引き抜いた。少し前に、経費で落としてくれと言ってきたものだった。


    　悪いと思いつつ、そのノートを開く。


    　丸っこいクセのある文字で、ときにはイラストや表を添えて、丁てい寧ねいにノートが作られていた。


    　パラパラとめくって気づいたが、どうやらウニベルは勇者法を自分なりに解釈して分かりやすくまとめているようだった。


    　勇者法はずいぶん昔に制定され、文語調で非常に分かりにくいところがある。それも改正に改正を重ねているため、後付けで内容が大きく変わっているのだ。


    　かわいい女の子のイラストからふきだしが出てＱ＆Ａ風に勇者法を解説していたり、改正の変遷を時系列に沿って年表にまとめていたり、重要語句はペンの色を変えていたり、「重要！」「要チェック！」と大事な部分に注ちゆう意い喚かん起きをしていたり。


    　蝋ろう燭そくが薄暗く照らすノートには、ウニベルの仕事に対する思いと努力がこれでもかと詰め込まれていた。


    「まったく……」


    　エルブランコはノートを閉じ、彼女の手元に置いた。


    　起こそうかと考えたが、勝手にノートを見てしまった罪悪感もあり、着ていたマントをウニベルの肩にかけてやる。


    　エルブランコは、そのまま静かに研修室をあとにした。


    



    　ポルデアン作戦決行当日。


    　エルブランコとウニベルは予定通り早朝に城を出発し、ポルデアン村で待機していた。


    　勇者の元には昨日のうちにアマリージョが再度赴おもむき、ポルデ湾に船があるのでそれに乗って冒険に出る旨むねと段取りを伝えていた。モンスターとの戦闘を避けるには海上ルートが一番と説得をしたらしい。


    　エルブランコたちはクラリティの魔法で姿を消し、勇者が家から出てくるのを待つ。


    　勇者の家の扉が開いたのは朝の九時をまわった頃であった。
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    　装備はドラゴンシリーズを纏まとっているが、表情は曇っていてまるで勇者には見えない。やはりまだトラウマが残っているのか、モチベーションの低さは見て分かる。


    「すでに死にそうな顔してますよ、あれ」


    　眠そうなウニベルが小声で囁ささやいた。


    　勇者は村の正門へ向けてとぼとぼ歩き始めた。とりあえず作戦の第一段階が成功してほっとした半面、ポルデアン作戦が決行されてしまうという背徳感が襲おそう。


    　ドラゴン装備をガチャガチャ鳴らしながら歩く勇者の姿に、村人たちは控えめな拍手と声援で見送っている。


    　協会によって勇者の引きこもり理由は修行のためと報道されていた。村人たちもそれを信じ、口々に「ちょっと体が大きくなった」だとか「目つきが鋭くなった」だの適当なことを言っていた。逆にハードルが上がってしまったのではないかと心配になる。


    　エルブランコとウニベルもそんな勇者の後についていく。もちろん村人にも自分の姿は見えていないはずだ。クラリティの魔法を見破るにはそれ相応の魔力が必要だ。


    「勇者、出しゆつ立たつ！」


    　村の門の前まで行くと、誰かの号令で屈強な若者たちが門を左右に開けた。


    　勇者が門を潜くぐるのを待って、エルブランコたちもそれについていく。外にはマスコミが待ち構えていた。その数は初うい陣じんのときよりは少なく見える。


    　すぐに門は閉じられるが、エルブランコは振り返って村の様子をじっと見つめてしまう。


    　こんな木でできた門、魔王軍にしてみたらなんの気休めにもならない。襲しゆう撃げきを担当するベルデラなら一撃で破ってしまうだろう。


    「勇者マヨールの姿が見えました！」


    　聞き覚えのあるアナウンサーの実況の声で、エルブランコも本来の任務を思い出す。村の心配をしている暇ひまはない。


    　魔王城では会議室でゴルディアス魔王と、ベルデラを除く四天王がこの中継を見ている。中庭では今日もパブリックビューイングも行われている。


    　協会ではネグロが自分の思い通りにことが進むのをにやつきながら見ているのだろうか。


    　世界中の人々が、この生中継を様々な思いを抱いて見つめているはずだ。


    



    「つらい修行を経て、勇者マヨールの再度の旅立ちとなりました。装備はなんとドラゴンシリーズで固められています。もしや修行中にこの装備を入手したのでしょうか。初うい陣じんでレッドドラゴンを倒したにもかかわらず、そこに奢おごりや油断はないようであります。まだ満足できない、自分はもっとやれる。そんな決意が見えます！」


    　喋しやべりが達者なアナウンサーも本領発揮である。勇者を持ち上げ、視聴者の期待を煽あおる。


    「勇者は街道を北へ向かい、トリステ洞どう窟くつへ向かいます。地元の者でも滅多に近寄らない危険なトリステ洞窟を、勇者はどう攻略していくのでしょうか？」


    　マスコミはこの作戦を知るはずもないので、勇者は定石通りトリステ洞窟に向かうと思っている。真夜中に洞窟に行ったが、失敗して逃げ帰ったことは報道されていない。


    　ポルデアン作戦の計画によると、勇者は途中でモンスターと遭遇。そのモンスターは勇者のバッグをひったくり、西の森へ逃げ込む。そのバッグには協会から授与された勇者の短剣が入っており、仕方なく西の森へとモンスターを追う、という段取りだ。


    　勇者はなんの苦労もなく、打ち合わせ通りのポイントへとたどり着いた。


    　やけにキョロキョロと辺りを見渡しているのはここでモンスターに襲おそわれることを知っているからである。なんとも演技が下へ手たな勇者にエルブランコも呆あきれかえる。


    「いよいよですよ。がんばれ！」


    　ウニベルが、この期ごに及んで勇者を応援し始めた。この前はあんなにバカにしてたのに、やはり若い子の気持ちはよく分からない。


    「キエエエエエエエ」


    　どこからか、聞き覚えのある咆ほう哮こう。すると勇者の前に一匹のゴブリンが現れた。


    　勇者のバッグをひったくって逃げるという重要な役目をするのは、先日ゴブリン隊の先鋒を務めたゴブリンＡであった。


    「がんばれ！」


    　ウニベルが応援していたのは勇者のことではなく、ゴブリンＡのことだったらしい。この大だい抜ばつ擢てきを、ウニベルは知っていたのだろう。


    　ゴブリンＡにしても前回の失敗を挽ばん回かいしようと、必死な気持ちが動きに表れていた。


    「ひええ」


    　勇者はゴブリンの出現に本気で驚いたような絶叫をキメた。これが演技なら立派であるが、本当にびびっただけだろう。


    　早速、戦う素振りも見せずに盾を構えてすり足で後ずさる。どうやら戦闘に対するトラウマはひとつも拭ぬぐえていないようだ。引きこもっていただけなので当たり前だが。


    　対するゴブリンＡもその辺りは心得ている。じりじりと、攻撃するわけでもなく、適度な距離を取って様子を見ている。


    　勇者も本来ならば今すぐにでも逃げてしまいたいが、今回は大人の事情と、ゴブリンも攻撃してこないことを知っているため、かろうじて我慢できていた。


    「なんと勇者の前に現れたのはゴブリン！　鋭い爪つめを研とぐように、勇者を威い嚇かくしております。一方の勇者は、まさに威い風ふう堂どう々どう！　剣すら抜くこともせず、敵の行動を見み据すえております」


    　勇者が剣すら抜かないのはびびっているのと、答えを知っているから。解答だけを見て満足し、そこに至るプロセスを重要視しないのだ。


    　勇者は一秒でも早く打ち合わせ通りの解答を導きたい一心で、腰につけているバッグを、あろうことか敵に向けて自主的に放り投げてしまった。


    「あのバカ！」


    　透明のエルブランコは思わず口に出してしまった。


    　自ら重要なアイテムが入ったバッグをモンスターに差し出すバカがどこにいるというのだ。


    　ゴブリンＡもその勇者の行動にさすがに驚いたのか、大きく目を見開いた。奪おうとしたバッグが、まさか勇者のほうから飛んできたのだから慌ててもおかしくない。


    　高難度のアドリブをかまされる形になったが、ゴブリンＡは足元に転がった布のバッグを拾い上げ、あたかも自分で奪い取ったかのようなオーバーリアクションで演技を続ける。


    　そして「キエッ！」と嬉しそうな声をあげ、バッグを抱かかえ、一気に逃げ去った。


    「ナイスフォローだ」


    「いいぞ、その調子！」


    　勇者の腐ったアドリブにうまく対応したゴブリンＡに、エルブランコとウニベルは称賛の声をあげる。今回はマスコミのカメラも入ったこの大舞台で、場の空気にも呑のまれず、空回りもしていない。


    「これはどうしたことでしょう！　ゴブリンはこの勇者の覇は気きに恐れをなしたか、戦闘を放棄して、なんと勇者のバッグを奪って逃げてしまいました！」


    　物は言いようであるが、アナウンサーもナイスフォローだ。周りが勇者の戦闘を成立させようと、四苦八苦している。


    　森へ逃げようとするゴブリンＡの動きは満点であるが、勇者が動かない。またも臆おく病びよう風かぜに吹かれたのか、膝ひざをガクガクさせてあらぬ方向を見ていた。


    　これではエルブランコも黙ってはいられない。透明になっているのをいいことに、勇者の背後へさっと近づき、この背中を思いっきり蹴けっ飛ばす。


    　勇者は「ぬひぇー」などと言いながら腹を突き出してぶっ飛んでしまったが、そのままコロコロ前転を繰り返して、ゴブリンとの距離を詰めて、うまいこと立ち上がった。


    　これを見ていたアナウンサーたちは何事かと思っただろう。勇者が急に前方にぶっ飛んでしまったのだから。


    　そこはアドリブに定評のあるアナウンサーである。


    「不意を突かれた勇者でありましたが、素早く前受け身を取りつつ追いかける体勢を整えました！　この瞬発力も修行のおかげでしょう！」


    　アナウンサーも都合の悪いことを隠しつつ、うまいこと実況してくれている。それがきっかけで勇者もゴブリンを追うという目的を思い出し、とぼとぼ走りだす。


    　ここまではなんとか予定通りになった。


    　あとは勇者をポルデ湾まで誘導していくだけだ。そして、ポルデアン作戦の肝きもとなる、ポルデアン村焼き討ちの段となる。


    　エルブランコは、その焼かれる運命の村を今一度振り返った。


    　作戦が計画通り進むことには、素直に喜べない。命令とはいえ、まだ心の奥底では飲みこめないまま、上司の指示通り動いているだけだった。


    　覚悟とは違う、感情的な部分が邪魔をする。ウニベルの手前、あからさまに不満の態度も出せず、自分に嘘うそをつき続けている。


    「勇者は、奪われたバッグを取り戻すため、ゴブリンを追って西の森へと向かいました！　今入ってきた情報によりますと、あのバッグにはなんと魔王にとどめを刺すことができる勇者の短剣が入っているということです！　我々も追いかけたいと思います！」


    　森に入る勇者、それを追いかけるマスコミ陣。遅れて、エルブランコもその集団を追う。


    　もはや義務感がそうさせているだけだった。勇者よりも、背後で遠ざかっていくポルデアン村に心が取り残されていた。


    「先輩！」


    　ちょうどマスコミ陣が森の中へと姿を消した辺りで、ウニベルがどこか真剣な声をかけてきた。早く勇者を追わねばならないときに、どうしたというのか。


    「どうした、早く追いかけるぞ。勇者を見失う」


    「戻りましょう。ポルデアン村へ」


    　振り返るとウニベルが派手なピンクの杖つえを手にしていた。ぶら下がっている豚の人形が風で揺れている。


    「戻るって、何しに？　任務は勇者の監視だぞ」


    　勇者が向かった先を指さし、ウニベルを急せかす。村への関心を逸そらすように。


    「村が焼かれるのを黙って見届けるのが任務ですか？　先輩もこんな仕事やりたくないんでしょ？　ずっと村のほうが気になってるじゃないですか」


    　何度か後ろを振り返ってはいたが、それは迷いを振り切るためで……。


    「私、一応魔法使いなんですよ？　炎の魔法は得意なんです」


    　ウニベルは杖を天に突き挙げ、その先に螺ら旋せん状じようの炎を出して見せた。


    「私なら、私なら上う手まくやれます。先輩、言ってたじゃないですか。被害は最小限に抑えたいって。ベルデラ将軍の襲しゆう撃げきルートはこの正門から攻め入るものでした。それじゃ、村人の逃げ道がないです」


    　確かに将軍の地図にはその正面突破のルートが示されていた。


    　ポルデアン村はモンスターに備えて四方が壁で囲われている。一番大きな正門から襲しゆう撃げきするとなると、基本的に村人たちは袋ふくろ小こう路じに追い込まれることになる。非常門がいくらかあるとはいえ、そこに村人が殺到すれば大混乱が起きるのは目に見えていた。


    「今から村の裏側にまわって、農耕地域に火をつけます。それなら、村人たちはすぐに正門のほうへ逃げられます。大丈夫です、人のいないところに大きな炎の柱を作るだけですから、被害は出ません！」


    　ウニベルが杖つえを下ろすと同時に炎は消え去った。


    　ポルデアン村の被害を最小限に抑えるためには、ウニベルの提案は願ってもないものだ。


    　しかし今すぐ村を焼いてしまうと、それに気づいた勇者やマスコミが騒いでしまい、村へ戻ってくるのではないか。


    　作戦通りこのまま勇者が船に乗るのを待っていたら、ベルデラ隊が一気に村を攻めに来てしまう。どちらにしても時間はない。


    　エルブランコが迷う理由はもうひとつある。指示された任務を放棄し、勝手な行動をしようとしていること。これは大きな業務違反だ。


    　勇者を港まで送り届けるという任務を遂行すれば、村が焼かれる。その与えられた任務に逆らい、被害を最小限に抑えるために自分の判断で村を焼こうとしている。


    　罪のない村人を助けたい気持ちと、魔王軍の仕事を順守する気持ち。この二つに優先順位はつけられるのだろうか。


    　倫理感と正義漢と義務感が、エルブランコの中で乱れ飛ぶ。


    「先輩！　早くしないと勇者が船に乗っちゃいますよ！　そうしたら……」


    「分かってる！」


    　思わず大きな声を出してしまった。
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    　エルブランコは口元を押さえ、村と森と、ウニベルを交互に見る。ウニベルは不安そうな目で、上司の判断を待っている。


    「私、真ま面じ目めで不器用で迷ってる先輩の生き方、好きですよ。それっていつも正しいことをしようと考えてるからなんでしょ？　もうちょっと自分に自信持ったほうがかっこいいですよ。先輩も、分かってるはずですよ！」


    　何が一番大切かを考え、今すべきことを、ウニベルは自分で考えて答えを出した。上司の命令という型に縛しばられず、正しいと思うことをしようとしている。


    　そんな部下の前で、仕事とか指示とか上下の関係とか保身を第一に考えている自分が、とてもとても汚く感じる。


    「私も先輩のこと信頼してます。だから、先輩も自分の思ってること、言葉にしちゃったほうが楽ですよ！　言葉には気持ちを引き寄せる力があるんです！」


    　正しいと思うことは、ずっと前に答えが出ているはずなのに、ずっと見ないようにしてた。言葉にしないようにしてた。


    　それは自分の気持ちから逃げているのと同じだ。


    「ウニベル！　私は……！」


    



    　ドゴゴゴゴゴゴン！


    



    　エルブランコが決断したのが先か、それとも森のほうで地鳴りのような轟ごう音おんが炸さく裂れつしたのが先か。二人は音の鳴った方角を見た。


    「なんだ？　なにが起きた？」


    　すでに勇者とマスコミは森の中へ入り、その森からは轟音とともに煙が上がっている。ところどころで木が倒れ始め、阿あ鼻び叫きよう喚かんを想像させる叫び声が聞こえてきた。


    「え？　どうしたんですか？　勇者死んじゃったのかも」


    　ウニベルの不吉な予感が、急に現実のように思えてきた。


    「ウニベル、行くぞ！」


    「は、はい！」


    　さっきまで悩んでいたことが嘘うそみたいに、エルブランコとウニベルは現実に起こった不慮の事態に、森へと走った。


    



    　森の中は爆発による砂すな煙けむりで視界が悪く、倒れた木でところどころで道が塞ふさがれているが、モンスターであるエルブランコたちの足を止めるほどではない。


    　爆発の中心地と思われる場所へ近づくにつれ、大勢のマスコミ陣が腰を抜かしていたり、呆ぼう然ぜんと突っ立っていたり、とにかく混乱していた。


    　騒然とする森を進むと、例のアナウンサーがカメラの前で捲まくし立てている。


    「緊急事態です！　勇者を追いかけて森を進んでいますと、突然我々の目の前で大きな爆発が起こりました！　その爆発の中から大きなモンスターが現れ、我々の行く手を遮さえぎったのです！　まるでワニのような、凶暴なモンスターでした！」


    　ワニ、という言葉に反応する。今はそのようなモンスターの姿は見えない。


    「将軍ですかね？」


    　ウニベルもアナウンサーの言葉にピンときたらしい。真っ二つに切られた木の切り口を見ると、確かにベルデラ将軍の斧おのによる攻撃のようにも思えてくる。


    「残念ながら我々は勇者を見失ってしまいました！　おそらくこの先へと進んでいるはずですが、勇者に限ってさっきの爆発に巻き込まれてしまったとは考えたくもありません」


    　とんでもない事態に巻き込まれたにもかかわらず、ジャーナリズムを振り絞って現場の状況を伝えるアナウンサー。勇者を見失ったことは残念そうでならない。


    「そうだ。勇者はどこだ？」


    　この爆発に巻き込まれていたら、あの勇者なら間違いなく死んでいるはずだ。とは言え、ベルデラ将軍が関わっているのだとしたら、みすみす勇者を殺してしまうとは考えられない。


    　まさか、ベルデラ将軍が裏切った？　エルブランコは最悪の事態まで考えてしまう。


    「とりあえず、行きましょう。たぶんマスコミの人たちはこの先には進めませんよ」


    　港へ続く道はズタズタに荒れていて、マスコミの人間たちでは進めないだろう。今は無駄なことは考えないことが一番だ。やれることをやろう。


    　倒れた木や大きく開いた穴を飛び越えつつ、森の奥へ突き進む。


    　エルブランコの真っ白いスーツは黒く汚れ、ウニベルも木の枝にひっかけたのか、スカートが破れていて痛々しい。


    　爆発の中心地を潜くぐり抜けると、多少足元もまともになってきた。


    　木々の間から明るい光が漏もれだしてきて、森の出口が見えてきた。同時にその手前で腰を抜かして座り込んでいる勇者の姿を発見した。その少し先に、ゴブリンＡもいる。


    　エルブランコたちは魔法で姿を消したままである。黙って勇者が回復するのを待つ。


    　計画にはない爆発があったが、このままいくと勇者は森を出て、船に乗る。計画自体に問題はない。そのあと魔王軍によって村が焼かれる。帰るところがなくなった勇者は冒険を続ける。ポルデアン作戦は当初の予定通り、完かん遂すいされる。


    　隣で静かにしているウニベルを見下ろす。心配そうにエルブランコを見上げる。


    　結局、なんの決断も行動もできなかった。指示されたことをなぞっただけの仕事だった。


    　いつものようにネガティブのどん底に落ちようとしていたエルブランコ。


    　そのときだった。


    「ご苦労であった」


    　すぐ近くで鮮明な、誰に向けられたか不明瞭な声が響いた。急に上空から勇者の背後に何者かが降り立った。ズザッと片膝ひざをつきながらも着地した青い鎧よろいを纏まとった人物。


    「ア……」


    　突然現れたアスール大帝は勇者の肩口を軽く一撃した。


    　うめき声すら発する余裕もなくこてんと倒れた勇者を、そのまま片手で持ち上げた。死んではいない。胸が上下するのを真っ先に確認した。


    　エルブランコは透明になるクラリティの魔法を解き、姿を現す。それを見て、ゴブリンＡが寄ってきて、勇者のバッグを手渡してきた。アスールに向かっては己の胸に拳こぶしを置き、そのまま去っていった。


    「大帝、なぜここに？」


    「詳しい説明は後だ。ついてこい」


    　アスールは勇者を抱かかえたまま進路を南へと駆けだした。森を抜けずに、さらに森の深部へ行こうというのだ。


    　エルブランコは勇者のバッグをウニベルに渡し、自分は落ちていた勇者のドラゴンスレイヤーとドラゴンシールドを拾い上げ、アスールを追いかけた。


    　一体何が起こっているのだろうか。


    　落ち葉を踏みしめ走る三人の無機質な足音だけが森の中に残った。


    



    「勇者失しつ踪そう？」


    　エルブランコは自室のソファでそんな記事が躍る新聞に目を通していた。


    　テーブルには魔法塔のカフェからテイクアウトしてきたコーヒーが乗っている。苦いだけの黒い不吉な液体だと思っていたが、何度か飲んでみると癖になっている。ズズッと一口啜すすって記事を読み進める。


    　昨日正午頃、勇者マヨールが失踪した。


    　勇者は修行を経て、レッドドラゴンを倒した初うい陣じん以来、ポルデアン村の外に姿を現した。


    　トリステ洞どう窟くつへと向かう途中、ゴブリンに勇者の短剣が入ったバッグを奪われ、それを追って西の森へと入ったところで事件は起きた。


    　大きな爆発音が響き、そのまま勇者の姿と一切の痕こん跡せきが消えてしまったのだ。


    　森を抜けた先のポルデ湾には新しい船が一いつ艘そう停泊しており、この船は今回の魔王戦におけるスポンサーであるバルコ船舶工業製であることが判明。今回の勇者失踪との関わりを調査中である。


    　記事の横には勇者が村から出てきたときの写真と、船の写真、それに森で出くわしたというワニのモンスターの写真が添えられていた。


    　ぶれてはいるが、ベルデラ将軍に間違いなかった。「この獣人型モンスターが勇者失踪に関与か？」と添えられている。


    　エルブランコは新聞を畳み、白いジャケットを着て部屋を出た。


    　これから幹部会議が行われる。この勇者失しつ踪そうを受けて、協会からネグロ理事が再度やってくるとのことだった。


    



    「勇者はどこへ行った！」


    　ネグロの感情的な一言で会議の幕は開けた。すでに顔は真っ赤になっている。


    　出席者はゴルディアス魔王にロホ博士、アスール大帝、アマリージョにエルブランコとウニベル。ベルデラ将軍は前回に引き続きポルデアン近辺の偵察の任についていて欠席だ。


    　ポルデアン作戦当日、ネグロは協会で生中継を見ていた。自分の思い描いた通り作戦が進むのを見てほくそ笑んでいたところ、森で爆発が起こった。


    　マスコミによる生中継も中断。再び映像が繋つながったとき、勇者はいなくなっていた。


    　ネグロは直接ポルデ湾に待機している協会の人間に連絡するも、いつまでたっても勇者は現れないという。


    　勇者のアテンドを頼んでいた魔王軍からも一切連絡が来ないまま日が明けると、勇者は失踪したということになっている。それで慌てて魔王城へやってきたらしい。


    「それは我々も聞きたいですな。勇者はてっきり船に乗ったと思っていたのに、いつまでたっても出航したという連絡は来ません。船が出なければポルデアン村を襲おそうわけにもいきません。外勤班は昨日からずっと徹夜で待機して、非常に迷惑を被こうむっております」


    　ロホが冷静に魔王軍の状況を語った。


    「あんたらが勇者をポルデ湾まで連れてくるはずだっただろう！　どこで勇者を見失った？」


    　ネグロはひとりだけ席に座らず立ったまま激高している。


    「あくまで我々の仕事はポルデアン村の襲しゆう撃げきでした。勇者を西の森までは誘導しましたが、さすがに一緒に協会が準備した船まで乗り込むわけにはいきません。最後は協会側のスタッフでやってもらいませんと。エルブランコ、どうじゃ？」


    「はい。西の森までは監視をしておりましたが、マスコミも多く、終始監視するわけにはいきませんでした。万が一、一緒にいるところをマスコミのカメラに撮られてはいけませんので」


    　ネグロがロホとエルブランコを交互を睨にらむ。


    「この新聞のワニのモンスターは誰なんだ！　あんたらの仲間だろうが！　わざとマスコミと勇者を分断させて、勇者をどこかに隠したのか？」


    　今日の新聞を机に叩たたきつけて、言及する。


    　うっかりカメラに捉えられてしまったが、この新聞記事のワニ型モンスターが四天王のベルデラ将軍であることを知らないのはネグロだけだった。前回の会議にもベルデラは出席していなかったため、ネグロとは面識がない。


    「なんのために我々が勇者を隠すというのでしょうか？　このワニ、誰です？　森に生息する野モンスターだとしたら、我々の管轄外の出来事ですな」


    　はぐらかすアスールは今日もお気に入りの青い兜かぶとで、見えている片目だけでフフンと笑った。


    　そのやり取りを見ていたロホは怯ひるむわけもなく、淡々と続ける。


    「エルブランコとアスール大帝が話した通りです。森を抜けた勇者がその後どこへ行ったのか、もしくは失しつ踪そうしたのかは協会側の範はん疇ちゆうでございましょう。失踪してしまった勇者を選んだ協会の任命責任は免まぬがれないと、その新聞でも追及されておりますな」


    「ええ、こちらに」


    　エルブランコは今朝読んでいた新聞を開いて見せた。「勇者協会はノーコメント」と大きく印字されており、マスコミはすでに協会の逃げ腰の姿勢を厳しく非難していた。


    「この作戦を公にするわけにはいかんでしょうし、そうなれば我々も協会からけしかけられたことを言わねばなりません。協会がまさか魔王軍と密にしているというスキャンダルは、正義の勇者協会にとってはさぞ痛手でございましょう」


    「協会を脅おどす気か！　この作戦は、お前らが勝手に考えたことだ！」


    　ネグロの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度はついに嘘うそまで使ってますますエスカレートしていく。エルブランコには、自分の思い通りにならずに泣きわめく赤子のように見えた。


    「この用意されていた船についても、何やら不穏な記事が出ていますな。協会とスポンサーであるバルコ船舶工業が癒ゆ着ちやくしていたのではないかと。まるでこの船をいち早く勇者に使わせたいがために、このような作戦をねじ込んだ黒幕がいるかのような書きぶりですな」


    　ロホの憶測はネグロの表情を一変させた。


    　全世界に中継される勇者の冒険は、スポンサーにとっては絶好の宣伝の場になる。自社の製品をできるだけその映像に載せたいと思うのは、当然のことだろう。


    　しかしその製品が冒険の後半にしか登場しないような、例えば船のような移動手段だとしたら。一刻も早く勇者にその船を使わせたいと思ったらどうするか。それは協会の責任者に賄わい賂ろを送って便べん宜ぎを図ってもらうのが一番効果的だろう。


    　金に貪どん欲よくな理事でもいれば、の話ではあるが。


    　何しろ今回の勇者、いつ死んでしまってもおかしくないくらいの能力だった。船が使われるまで冒険を続けられる保証など、どこにもなかったのだ。


    　金を受け取ってしまった責任者は、できるだけ早く勇者に船を与える必要があった。それはスポンサーのために、自分の金のために。


    「そんなもん、なんの証拠もないだろうが！　モンスターどもは考える権利も口答えする権利もない！　お前らの意思なんて、路ろ傍ぼうの石にもならんわ！」


    　もはやネグロの言うことに論理性は一切ない。ただ、大声で相手の意見をねじ伏せたいだけなのだろう。まるでロホの指し摘てきが図星であったかのように。


    「ゲラ神だかなんだか知らんがね、あんなもん人間側に寝返った裏切り者だろうが。わしら協会が守ってやってるから、今も偉そうに神を名乗れているんだ。そんなもんを崇あがめるモンスターどもは大人しく私の言うことだけ聞いてりゃいい！」


    　魔王軍だけでは飽き足らず、ネグロの侮ぶ蔑べつはゲラ神にまで至った。さすがに失言が過ぎる。モンスターの前で、モンスターを創造した神を冒ぼう涜とくしては殺されてもおかしくない。


    　魔王、そして四天王は、むしろ憐あわれむ目でネグロを見ている。


    　エルブランコも冷静に事の成り行きを見守っている。もはや勝敗は決したように思えた。ネグロは自ら追い込まれたようなものだ。


    　そのネグロも振りかざした感情をどこに着地させようかとしどろもどろになっているところで、急にウニベルが立ち上がった。


    「なんなのさ！　魔王軍におんぶに抱っこなのはあんたらのほうじゃない！　私たちモンスターがいなけりゃ、協会なんて何にもできない弱虫のくせに！」


    　ウニベルが会議室の空気を切り裂くように、ネグロに向かって言い放った。


    　予想しなかったところからの反論に、ネグロは思わず身じろぐ。


    「上からあれしろこれしろって、信頼関係のない命令ほど虚むなしいものはないのよ！　協会なんてゲラ神の力があるから偉そうにしてられるだけじゃない！　ゲラ神は人間とモンスターの共存を願ってこの世界を作ろうとしているのに、それをぶち壊そうとしてるのは、あんたたち協会の人間よ！」


    　向こう見ずで、後先のこと考えずに思ったことをすぐ口に出してしまう新人のウニベルに、すべてを代弁させてしまった。


    「小娘、お前、私が誰か知っていて言っておるのか！」


    「知ってるわよ！　協会でふんぞり返って偉そうにしてるだけの、誰にも信頼されてないクソハゲジジイよ！」


    　さすがに言い過ぎではないかと、エルブランコが止めに入ろうとしたが、上司たちは動こうとしない。ウニベルに好きなようにさせろということか。


    「もうお前らのとこは選抜軍の資格は剥はく奪だつだ！　もう二度と選抜軍になれると思うなよ！　この小娘のせいですべて失ったも同然だ！　あとで泣いて謝ってきても許さんからな！」


    　ネグロは顔を真っ赤にしたまま、会議室から飛び出していった。


    



    「あんた、何言ったか分かってんの？」


    　アマリージョが、突っ立ったままのウニベルに向かって言う。


    「も、申し訳ございません。まさかこんなことになるとは」


    　慌ててエルブランコがアマリージョに、そして魔王に向かって深く頭を下げた。


    「いや、あの、すいません！　先輩に言えって言われたんです」


    「え？　お前、バカ！　いや、そんなことは、あの、申し訳ございません！」


    　ウニベルが急にエルブランコを売るような発言をしたので、もう一度謝るはめになった。


    　それを見たアマリージョが、珍しく歯を見せて笑いながら、ウニベルに向かって言う。


    「誰も怒ってないわよ。なかなか言うじゃないって、褒ほめようとしてたの」


    　アマリージョのまさかの褒め言葉に、エルブランコはすっかり謝り損である。


    「そうだよ。ウニベルが言わなかったら、僕が言ってたことだよ」


    「その前に私が言ってましたわ。このクソハゲタコジジイって」


    　魔王とアマリージョが、ウニベルの行動については不問の立場をとってくれた。


    「そもそもネグロが持ってきた作戦が無む茶ちや苦く茶ちやだったのです」


    　ロホがあのときのことを思い出し、渋い顔をする。


    「勇者の監視役として、お前たちには伝えずにおこうと言いだしたのは私だ。万が一のときにお前たちにまで責任が降りかからんようにと思ってな。許してくれ」


    　アスールがエルブランコとウニベルに向かって頭を下げた。頭を下げられたエルブランコは恐縮してしまう。


    　森の爆発、ワニのモンスター、勇者失しつ踪そう。すべては魔王軍の計画通りだったのだ。


    「ではエルブランコよ、あの後の報告を頼む」


    　ロホの指示で、エルブランコは立ち上がって、昨晩まとめた報告書を手に取った。


    「はい。西の森の爆発は、ベルデラ将軍によるマスコミと勇者を分断するためのものでした。すべては勇者を失踪させるために！」


    　ちらとアスールに視線を送り、さらに続ける。


    「爆発後、大帝と私たちは勇者を担ぎ、森を南へ。途中のほこらに身を隠しました。そのころマスコミは勇者が向かったと思われるポルデ湾のほうへ殺到していたので、迎えにきたデーモンの輸送隊とともに空から森を脱出、勇者とともにヴァンガード支城へと向かいました」


    　ヴァンガード支城とはこのゴルディアス魔王軍第二の城であり、エルブランコがここに転勤してくるまで勤務していた城である。


    　ポルデアン村から南の山脈を越えたところに位置し、モンスターたちが暮らす城下町は周りを高い壁で囲まれ要よう塞さい化かされている。住んでいるモンスターの数でいえば、ここよりもヴァンガードのほうが多いはずだ。


    「勇者は私がもともと住んでいた家に保護しております。あそこならばマスコミに嗅かぎつけられることもありません。なんといっても我々魔王軍のモンスターが暮らす町ですから」


    「あれだけモンスターを怖がってたマヨールが、まさかモンスターたちと同じ町で暮らすことになるとはな。面白いことになるものだ」


    　エルブランコの報告に、アスールが面白がって茶々を入れてきた。


    「これぞ我が魔王軍にしかできない作戦でございましたな」


    　ロホもこの結果に満足したように「フォフォフォ」と笑う。


    「はい。我々が勇者を失しつ踪そうさせることで、ポルデアン村を守るという、真ポルデアン作戦。私は思いつきもしませんでした」


    　魔王はネグロの提案を承諾したときから、この真なる作戦のことを考えていたのだ。


    　勇者が船に乗ってしまうとポルデアン村を焼かなければならなかった。それならば、勇者を失踪させてしまえばいい。


    　それが魔王の描いた真ポルデアン作戦だった。


    　協会の面メン子ツを保つためだけに罪もないポルデアン村を壊かい滅めつさせるなど、このゴルディアス魔王が承認するはずがなかったのだ。


    「アホ、じゃなくって、マヨールは、もう大丈夫なのね？」


    　アマリージョが勇者のことを気にかける。名前で呼ぶことにはまだ慣れてないようだ。


    「はい。マヨールにはモンスターを追って西の森へ行けとしか伝えていなかったため、最初目が覚めたときは戸惑いがありましたが、説明すると納得してくれました。ウニベルがその場にいたことで、若干の混乱が生じましたが」


    　ウニベルとマヨールはトリステ洞どう窟くつで一瞬だけ仲間になっているので面識があった。マヨールにとっては苦い思い出かもしれない。


    「私、混乱させるようなことしていません。あれはマヨールが女慣れしてないのが悪いんですよ。あ、もしかしたら私がかわいすぎたからかもしれませんね！」


    　ウニベルが調子に乗り始めた。いやな予感がするが、報告を続けねばならない。


    「マヨールの母親については、ほとぼりが冷めてからヴァンガードへ引っ越しさせる予定です。夜逃げ的な扱いになるでしょう。今のところ母親の病状も回復しています。これもすべてアマリージョ様の回復魔法のおかげです」


    「別に、私は何もしてないわよ。治る病気をほったらかしにしてるのが、気になっただけよ」


    　アマリージョは顔を赤くして、強がった。このあたりがツンデレ魔法使いと呼ばれる理由だろう。


    「さすが『城の母』と呼ばれているだけのことはありますね、アマリージョ様は」


    「バカ、それ言っちゃダメだ！」


    　やはり調子に乗ったウニベルが、アマリージョに禁句を投げかけてしまった。


    「ちょっとエルブランコ。なぜ私にそれを言っちゃダメなのかしら？」


    「え、いや、なんというか、申し訳ございません……」


    　なんだか最近ウニベルのせいでアマリージョに謝る機会がかなり増えたような気がする。


    「マヨールは母親の病を治すために、勇者になったんだね。満足いく治療を受けさせるためにはお金が必要だった。勇者になって、なとか母親を助けたかった」


    　魔王がマヨールの気持ちを代弁する。


    　マヨールは魔王を倒して世界の人々を救うという立派な理由で勇者になったのではない。彼は病気の母を救うために、危険に見舞われるかもしれない勇者の道を選んだのだ。


    「私もアホとかニートとか、ちょっと言いすぎたかなとは思ってるのよ。ちょっとだけね」


    　アマリージョも今まで散々マヨールのことをバカにしてきたことを反省はしているみたいだ。


    「あの真夜中にトリステ洞どう窟くつに向かったのも、攻略のためではありませんでした。あの夜、母親の具合が悪化しました。しかし家には薬がない。医者を呼ぶ金もない。なんとかしなければという思いでトリステ洞窟に薬草を採りにいったのです」


    　あの夜、マヨールはモンスターとも戦わず、そして宝箱にも目もくれず、洞窟内に生はえている薬草を一いつ心しん不ふ乱らんに摘つんでいたのも、そういう理由があったのだ。


    「最初からそう言ってくれればよかったのに。『洞窟には薬草を採りに来ました』ってね」


    　アマリージョが言うことにも一理あるが、それを言わなかったマヨールにも勇者としての矜きよう持じがあったのかもしれない。


    「ほんとですよ。あのときはピクニックに来たのかと思いましたもん」


    　洞窟で実況をしていたウニベルにとっても印象深い出来事だったに違いない。


    　洞窟から帰った後も引きこもっていたのは、もちろん母の看病のためである。


    　世間はその期間を修行のためだと無責任なことを言いだしたが、勇者業と母の看病という二足のわらじを履はいていたのだった。


    「なかなかの孝行息子でございますな」


    　ロホが頬ほおを緩ゆるめる。


    「はい。この年になるまでニートをしていたのも、病気の母親の看病のためだったのです。家では一緒に内職に励みつつも母親の病状はよくならない。代わりに自分が働こうと思ってもこの不景気です、近場で仕事もない。病の母を置いて出稼ぎにも出られず、内職だけで生計を立てていくしかなかったのです」


    　家で母を看病しながら働くとなると、そんな都合のいい仕事などあるわけがない。


    「父親の遺族年金は当時の借金返済などで早々と使い切っていました。生活はかなり困窮しており、勇者になることだけが母親を救うただひとつの方法だと考えたのかもしれません」


    「確かにマヨールの家はボロボロでしたもんね。先輩の住んでいた家に引っ越せたんなら、よかったじゃないですか。ねえ？」


    　ウニベルもニコニコしながら、話に加わってくる。


    　しかし、マヨールが失しつ踪そうすることを受け入れずに勇者を続けていれば、協会の思惑通りポルデアン村を焼かれ、その母親を殺されてしまうということになっていた。


    　そこでアマリージョは母親の病気を回復魔法で治したのだ。


    　これでマヨールが勇者を続ける理由はなくなってしまった。


    　マヨールも母親と二人で静かに暮らしていけるのならばと、アマリージョからの失踪の提案を受け入れた。マヨールの勇気ある決断が、母とポルデアン村を守ることになったのだ。


    　これが真ポルデアン作戦の顛てん末まつであった。


    「ゴルディアス様はどこまであのマヨールのことを考えていらっしゃったんですか？　私なんか、直接会って母親の病気のことを聞くまではただのアホにしか見えなかったのに」


    「三十歳にもなって勇者に立候補するにはそれなりの事情があるんじゃないかなって考えただけだよ。ドラゴンスレイヤーを買わずにこん棒を買ったのだって、なんとかお金を浮かせて母親の薬代にまわしたかっただけだし、今思うと立派な子だね」


    　魔王の言葉に、自然とアマリージョも表情が和やわらいでいる。


    「でもね、マヨールが失しつ踪そうすることを受け入れてくれるかどうかは最後まで懐かい疑ぎ的てきだった。このまま勇者を続けると言われたら、僕らもそれに従うしかない。そうなると僕らはポルデアン村を焼かねばならない。結果的にすべてマヨールの判断に委ゆだねてしまったことは、反省材料だよ。最終的に母親と暮らすことを選んだんだから、本当に優しい子だったんだね。そんな親子の故郷を残せてよかった」


    「しかし魔王が最初にネグロの提案を承諾したときは、さすがの私でも驚きましたよ」


    　アスールがあのときの様子を思い出しながら、腕を組んだ。


    「あそこで僕が承諾しなければ、協会は単独でもあの作戦を遂行するんじゃないかなって、それは直感だよ。現に船を準備していたし、直感も馬鹿にはできないね。返事を引き延ばすよりも、ある程度こちらで介入できる状態を作っておいたほうが策は打てると思ったんだ」


    　魔王の直感が、賭かけに勝ったとでもいうべきだろうか。


    「あの船の件もやっぱり新聞に書かれていた通り、船舶会社から賄わい賂ろを受け取ってたと考えて間違いないわね。あそこまで勇者に船を使わせることにこだわったのは、これが理由だったのよ。金に汚いネグロらしいわ」


    　アマリージョの言うことはすべて憶測ではあるが、ネグロがこの不条理な作戦を無理やりにでも推し進めた理由だと考えると、辻つじ褄つまが合う。


    「前回の失敗で脛すねに傷を持つ我々ならば、もしかすると自由に手のひらの上で動かせるとでも思っておったのでしょうな。あの老人もまだまだ考えが甘いというもの」


    「脛に傷持ってるのはあんただけでしょうが。また前回の失敗のこと、蒸し返してほしいわけ？」


    　アスールの発言に、アマリージョが食いつく。この二人の争いはまだしばらく続きそうだ。


    「その収しゆう賄わい疑惑については、マスコミも真相解明に尽力することじゃろう。協会の理事が賄賂を受け取って、勇者の冒険を個人的に操作しようとしたとなると、大スキャンダルじゃからの」


    　ロホの言うように、このネグロの悪事が公おおやけになると、協会自体もただではすまないだろう。


    「悪や正義という立場にこだわって本質を見失ってはいけないよ。僕も罪もない家族や仲間が殺されたり、故郷を焼かれたりしたらすごく悲しいし怒りを覚える。悪ならば自分がされて嫌なことを他人にしていいってことはありえないし、正義ならば何をしても許されるってわけでもない。いろいろと勉強になったね」


    　咄とつ嗟さの直感と判断で、真ポルデアン作戦を遂行した魔王には感服するしかない。結果的にこの魔王の判断が、多くのものを救ったことになったのだ。


    　そんな魔王の言葉が終わると同時に、ジリリリとテレフォネが鳴り響いた。


    　ウニベルがささっと駆け寄り、「ゴルディアス魔王軍です」と元気よく応答した。


    「おう、わしや。バルバロや。ゴルディおるか？」


    「はい、ゴルディアス魔王ですね。少々お待ちください」


    　ウニベルはそつなく、バルバロ魔王からの通信をゴルディアス魔王に取り次いだ。


    　ウニベルも失敗を乗り越え、成長している。エルブランコは水晶玉に手を添えているウニベルに笑顔を送ると、彼女もにっこり微ほほ笑えんだ。


    「勇者、失しつ踪そうしてもうたみたいやな。協会のほうも癒ゆ着ちやくやなんやらで騒がしいし、ゴルディもけったいな勇者に当たってもうて災難やったな」


    　バルバロ魔王は心配して連絡をしてきてくれたのだろう。


    「いや、そんなことないよ。マヨールは立派だったよ。彼はたくさんのものを守ったんだ。本当の意味で、勇者だったのかもしれないよ」


    「そうか。ゴルディがそう言うんやったら、ええ勇者やったんやろな」


    　バルバロ魔王は、親友に理解を示し、通信を切った。


    「まあ、ちょっとバカだったかもしれないけどね」


    　アマリージョはそう言うも、本心ではないことは全員理解していたはずだ。


    「また明日からがんばろう。次もきっとよい勇者が生まれるさ」


    　最後は魔王の言葉にみんなで拍手を送り、今日の会議は締められた。


    



    　エルブランコとウニベルは、片づけと戸締まりのために最後まで会議室に残っていた。


    「あのとき、私を止めようとしたんですか？　それとも村を燃やしに行けって言おうとしたんですか？」


    　ウニベルが机を拭ふきながら、有う耶や無む耶やになっていたことを蒸し返してきた。


    「結果として、ポルデアン村に火の手は上がらなかった。それでいいだろう」


    「あ、逃げた。先輩、ずるいですよ、それ。部下としてモチベーションに関わっちゃいますよ」


    「わけの分からんことを言うな。午後からはまた研修だぞ」


    　ウニベルは「えー」と口を尖とがらせた。


    　あのとき、村を燃やしに行こうとしたのは、ウニベルなりに考えてのことだった。


    　村人を助けたい気持ちと、作戦を成功させたい気持ちが、彼女を動かした。


    　この過程が重要で、結果は二の次だ。自分で最善策を考えたという過程が、成長に繋つながるのだ。


    「そういえば先輩、いつかの会議中に私の手を触ってきましたよね？　ネグロ理事が無む茶ちや苦く茶ちや言い出したときでしたっけ？　あれってセクハラじゃないんですか？」


    　あれはウニベルが今にも憤ふん怒ぬに駆られて爆発しそうなのを我慢させようとして……。


    「いや、あれは、そういうのじゃなくて……」


    　椅い子すを整頓していたエルブランコは顔を真っ赤にする。


    「まあいいですよ。私が訴えでもしたら、また先輩、鬱うつになって部屋に引きこもっちゃいますし。そうしたら私はまたひとり寂しく自習の日々。今回だけは許しましょう」


    　どちらが上司でどちらが部下か分からない。


    「いや、許すとかじゃなくって、その、あの、ごめんなさい」


    　真ま面じ目めすぎて嘘うそがつけないのが、エルブランコ先輩のいいところ。


    「すぐヘコんじゃう上司を持つ部下も大変なんですからね。さ、早く終わらせてランチに行きましょう！」

  


  [image: ]


  
    ［エピローグ］
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    　西の森で消息を絶った勇者マヨールは依然姿を現さず、二週間続いた国際勇者協会主導の捜索も昨日で打ち切られた。その後会見が開かれ、失しつ踪そうしたマヨールから勇者の資格を剥はく奪だつすることが発表された。


    　協会からは任命責任として理事のネグロ氏が懲ちよう戒かい処しよ分ぶんとなり、そのほかの理事たちも三か月の減給処分を受けることを発表した。


    　また、ネグロ氏はスポンサーであるバルコ船舶工業から賄わい賂ろを受け取った見返りに、ポルデ湾に停泊していた船を勇者に使わせようとした疑いもかけられている。


    　勇者協会はあくまで中立的な立場での勇者支援を目的としており、独断で勇者に船を与え、冒険を幇ほう助じよしようとしたネグロ氏の行動は勇者法に抵てい触しよくする。ましてや収しゆう賄わい容疑まで絡んでくると、協会としても信頼を揺るがす大きな汚職事件に発展する可能性がある。


    　その渦中のネグロ氏の後任として、プルプラ氏が理事として抜ばつ擢てきされることとなった。


    　三十年ぶりの勇者が数週間で失踪による資格剥奪、さらには現職理事による収賄容疑というスキャンダルに、今後の勇者協会のあり方を問う声も多く、プルプラ氏を含む理事たちのいっそうの努力が求められる。


    



    　ゴルディアス城の雪も解け始め、春が近くなってきた気がする。


    　エルブランコは城の三階テラスで読んでいた新聞を閉じ、テーブルに放り投げた。


    　あの真ポルデアン作戦の数日後、プルプラからメエルがあった。


    　新聞報道の通り、すべてはネグロ単独で画かく策さくしたもので、告発すべきか悩んでいるというものだった。どうやらプルプラはネグロが賄賂を受け取り、スポンサーの船を早期導入しようとしていたことも知っていたみたいだ。


    　この件について、エルブランコは人間同士の争いに口を出すつもりはなく、返信はしなかった。協会内の人事異動がどうなったからといって、この冬が明けるわけではない。魔王軍にとっては些さ細さいなことだ。


    　そういえば、プルプラはあのワニのモンスターとは会議で面識がある。そのことには一切触れず真ポルデアン作戦のことについては黙ってくれている。まあこれも些細なことだ。


    　テーブルの上には今回の作戦における報告書や、出張にかかった精算をするための領収書が溢あふれている。ひと仕事終わった後に待っているデスクワークには気が滅め入いる。


    　その書類の中に、ウニベルが提出してきた領収書があった。「スーツ代」と書かれている。西の森を走り抜けていたときにスーツが破れてしまったらしい。


    　エルブランコは真っ黒に汚れたスーツを自腹でクリーニングに出したというのに。


    　まあ、あの作戦ではウニベルもそれなりにがんばったので、承認のサインをして経理へ提出してやる。


    　これで、あのこともチャラだ。うん、それがいい。そうしよう。


    



    　事務仕事にも目め途どがつき、エルブランコ宛あてに届いていた一通の手紙をようやく開ける。


    　差出人は、マヨール・オンブレ。


    　ヴァンガード城下町に移り住んだマヨールは、温暖な気候を利用しコーヒー豆の栽培を始めたらしい。勇者がいなくなって暇を持てあましているモンスターたちに農業をレクチャーしながら、なんとか新生活を送っているみたいだ。


    　母親も引っ越してきたらしく、今はすっかり病気のほうもよくなって二人で農作業に勤いそしむ日々だと、幸せそうに笑う親子の写真が同封されていた。母親の顔色もすっかりよくなり、マヨールは少し太ったようだ。


    　モンスターにあれほどびびっていたマヨールが今は一緒に農作業をしているとは、彼も人間的にかなりレベルアップしたようだ。


    　エルブランコはカップに入った黒い液体を飲み干す。


    　最近は舌の好みも変わり、以前は苦いだけだったコーヒーがすっかり好物になってしまった。ポルデアン産の豆がとびきりいい味を出しているからだろう。


    　そうだ、あとでウニベルにも淹いれてやろう。


    　来年にはマヨールが作ったヴァンガード産のコーヒーが飲めるのだろうか。


    　元勇者が作るコーヒー豆なら、少しは期待できるかもしれない。

  


  
    　あとがき


    



    　あとがきです。初めまして、ハマカズシと申します。


    　第十回小学館ライトノベル大賞で審査員特別賞というありがたい賞をいただき、これを世に出そうとしてくださったゲスト審査員の渡わたり先生及びガガガ文庫には感謝しかございません。


    　さらに担当の小こ山やまさん。当とう意い即そく妙みよう、応おう病びよう与よ薬やくなアドバイスをいただき、こうしてなんとか一冊の本が出来上がりました。グラシアス。


    　Ｉｘｙイクシーさんにも素晴らしいイラストを描いていただき、感謝で涙が止まりません。


    　最初に応募したときは、これがライトノベルとして成立しているのか不安で不安で眠れない日々を送っていたのです。それが受賞を知らせる一本の電話によってその不安は吹き飛び、ついに世界を取ったなと薄ら笑いしながら調子に乗る毎日でした。


    　そのあとは何度も改稿を重ね、鬼のように増える付ふ箋せんと赤ペン。しかし手を入れるごとにキャラに命が吹き込まれ、世界観が広がり、ボケもシャープになっていくことを実感していきます。最終的に満足いくものに仕上がり、自信を持ってお届けできる作品になりました。


    　読んでくださったすべての皆様に感謝をしつつ、続きが書ければいいなと願っております。


    　ではまたそのときまで、アディオス！

  


  
    ハマカズシ


    Kazushi Hama


    



    見てください、読んでください、ちょっと待ってください！　ハマカズシでございます！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    勇者に期待した僕がバカでした
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